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誘惑の甘いゆびさき










　携けい帯たいの着信音が響ひびいている。


「うっせぇよ……」


　その日、完全に寝ね不ぶ足そくだった栗くり林ばやし洋ひろ人とは、耳障りなその音をシカトして毛布にくるまった。


　ゆうべはいつもどおりの時間にベッドに潜もぐり込んだものの、なかなか眠ねむれなかったから、この電話は理り不ふ尽じんな暴力以外の何物でもない。


　留る守す番ばんサービスに切り替かわったらしく、やっと耳障りな着信音が途と切ぎれてホッとしたのもつかの間、間かん髪ぱつ入れずにまたしてもチャカチャカとうるさいメロディーが響き渡わたる。


「しつっけーなぁ」


　諦あきらめた洋人は、何度も寝返りをうったせいで、身体からだに巻き付いてしまった毛布から腕うでを引っ張り出し、携帯を耳に当てた。


「洋人はいねぇよ。余よ所そあたって……」


「馬ば鹿かいってないで、さっさと起きなさい！」


「んあ？」


「その声は完全に寝てたな。まったく」


　呆あきれかえった声の主、才さい籐とうはわざとらしくため息をつく。


「お小言はあとだ。――すぐにタクシー拾えば、ギリギリ間に合うから、急げ！」


「へいへい」


　通話を切ったついでに、携帯で時間を確認する。


　時刻は五時。


　撮さつ影えい開始の予定は六時だったはずだ。早朝で道路も空すいているだろうから、確かになんとか間に合いそうだ。


　洋人は重い瞼まぶたをこじ開け、のそのそと高校の制服に着替え始めた。








　十月初しよ旬じゆん。外はまだ暗く、空は雲で覆おおわれていて少々肌はだ寒ざむい。


　首しゆ尾びよくタクシーを拾った洋人は、目的地のショッピングモールに着くまでもう一眠りするつもりでシートにもたれ腕を組む。が、


「こんな朝早くに、なにかイベントでもあるんですかね？」


　好こう奇き心しんにかられた中年の運転手の質問に薄うす目めをあける。


「イベントっつーか、撮影」


「へぇ、役者さんか」


「ちがうちがう。モデル。バイトだけど」


「へぇ……。モデルねぇ」


　バックミラーをチラチラ見ている運転手の声の響きが、酷ひどく疑わしそうだ。


（ま、無理ねぇか）


　寝ね癖ぐせがついたままの長めの猫ねこっ毛けが完全に目元を隠かくしているし、今日は見えている部分にも、ちと難がある。


　洋人のモデルとしての名前は「ヒロト」。


　もともとファッション雑誌やカタログの仕事がメインだから、運転手ぐらいの年代では、洋人が使われている雑誌を手に取ることすらないだろう。


　初めてカメラの前に立ったのは十年前。洋人が幼よう稚ち園えんの頃ころ。


　当時、売れっ子モデルだった叔父おじが独立してモデルクラブを始めたものの、なかなかいいモデルが集まらずに困りはて、身内にまで触しよく手しゆを伸のばしてきたのだ。


　チョコレートをあげるから、と騙だまされて誘さそい出されたのがはじまりだった。


　今では、叔父のモデルクラブは業界内でも屈くつ指しの業績を誇ほこるようになり、モデルにも不自由しなくなった。


　それなのに、いまだに洋人がモデルを続けているのは、仕事がそれなりに楽しいからだけじゃなく、仕事場の人間関係の居い心ごこ地ちのよさから離はなれがたい部分が大きい。


　洋人がバイトだと割り切っていることを、事務所側もしぶしぶながら理解してくれて、撮影時間も学校の時間帯とは重ならないように気をつかってくれている。


　早朝の撮影もそのせいで、みんなが洋人の都合にあわせてくれているのだ。


　遅ち刻こくするわけにはいかないから、いつもだったら寝ね坊ぼうなんてしないのだが、今日ばかりは少々わけありで特別だった。


「なぁ、おっちゃん。これ目立つ？」


　信号で止まったときに、身を乗り出し、自分の顔を指さして運転手に聞いてみる。


「そうだなぁ、かなり」


「そっか。まずいなぁ」


　振ふり返って顔を覗のぞき込んでくる運転手の返事に、洋人はう～んと唸うなって腕組みしたが、悩なやむ間もなくストンと眠りに落ちてしまった。








「っはよーござ…」


「早くない！　さっさと着替えろ！」


　しょぼしょぼする目をこすりながらタクシーから降りた途と端たん、待ちかまえていたマネージャーの才籐に腕をつかまれ、社用のワゴン車の前に引っ張り出された。


「早く。今日の衣装はこれ」


「ちょっと、やぁだ。寝癖ぐらいなおしてきなさいよ」


　よく似た双ふた子ごの姉弟きようだいが、商売道具を抱かかえてワゴン車から出てくる。


　背の低いほうが姉の亜あ矢やでスタイリスト、高いほうが弟の亜あ希きでメイク＆ヘアの担当。


　二人とも、一応はフリーだが、洋人が所属しているモデルクラブとずっと専属で契けい約やくしている。だから洋人とも顔馴な染じみで、身内感覚で気楽に仕事できる間あいだ柄がらだ。


　一見すると二人とも女性にしか見えない双子は、洋人の顔を見た途端、ピタッとフリーズした。


「――なに、その顔ー？　どーしたのー？」


　声を揃そろえて絶ぜつ叫きようされ、洋人の眠気が一気に吹ふっ飛んだ。


　甲かん高だかいその声に、その場を離れかけていた才籐も足を止め、慌あわてて戻もどってくる。


「……ケンカか？」


　才籐は洋人の顔を改めて見て、眉まゆをひそめた。


「大事な商品に傷をつけるなと何度いったら……」


　お小言をいい始めた才籐に、洋人は「ちがうちがう」と慌てて手を振った。


「ケンカなんかしてねーよ。これ、虫歯なんだって」


「むしばぁ？」


「ん、そ」


　マジマジと見つめてくる三人分の視線が、ふっくらと腫はれあがった洋人の右頰ほおに突つき刺ささってくる。


「最近、微び妙みように痛いてぇなぁと思ってたんだけど、ゆうべから急にすんげー痛くなってさ。最初のうちは痛み止めも効かなくて、もーすんげー痛くて眠るに眠れないしで散々でさ。――あ、亜矢さん、それよこして」


　しゃべりながらネクタイをはずし、ポイポイと制服のブレザーやシャツをワゴン車に放ほうり込んだ洋人は、亜矢から受け取ったニット地のタンクトップと黒のジーンズを手早く着こんでいった。


「痛くないの？」


「ちょっとね。でもヘーキ。起き抜ぬけにまた痛み止め飲んだし」


「やだぁ、空きっ腹に飲んだの？」


「いちおうチョコレート食ってから飲んだけど」


「……起き抜けにチョコレート？」


「ん」


「そういうことをしてるから虫歯なんかになるんだ！」


「うへっ」


「ほら、顔上げて」


　怒おこられて、首をすくめる洋人の顎あごに亜希が手をかける。


　亜希の手によって、洋人の寝癖のついたボサボサの茶色い髪かみが整えられていく。


　前髪をサイドに流して露あらわになったその顔を一目見たら、タクシーの運転手も確かにモデルだと納なつ得とくしてくれただろう。


　くっきりとした二重の琥こ珀はく色の目、高い鼻び梁りよう、大きくて薄うすい唇くちびる。


　身長百九十近い均整のとれたスタイルの持ち主でもある洋人は、人目を引く派手な顔立ちの男前だった。


　クラブにでも行けば、遊び慣れたおねーさんたちの逆ナンパに不自由しない容姿に恵めぐまれていながら、本人はあまりそっち方面には積極的じゃない。


　相手から積極的に誘われれば断る理由もないから応じる、その程度の感覚だ。


「この顔じゃ、撮さつ影えい無理なんじゃない？　いっそのこと青くなってれば、まだしぶい感じでいけるかもしれないけど、ぷっくり腫れてるのはいただけないよねぇ」


「ほんと。目だって充じゆう血けつしてるし、この腫れ、ちょっとやそっとじゃひかないわよ」


　撮影中止を仄ほのめかしながらも、双子はテキパキと自分たちの仕事をこなしていく。


「でもさ、この撮影、スケジュールいっぱいいっぱいだって話だし、今日撮とっちゃわないとまずいんじゃねーの？」


「確かに……。目の充血はともかく、この頰、シャドウかなんかで誤ご魔ま化かせないか？」


「ここまで腫れてんのを完全に誤魔化すなんて無理よぉ。元々、洋人ってば頰がこけた感じだし……」


「いっそのこと、この頰、ナイフかなんかで削けずっちゃおうか？」


　軽くメイクを施ほどこした後で、亜矢が洋人の頰を指先でスルッと撫なでる。


　びびった洋人は飛び上がって逃にげた。


「真顔でいうなっつーの。怖こわすぎ！――なぁ、才籐さん、今日の撮影って、服メインじゃないんだよな？」


「ああ、表紙用だ」


「じゃ、平気じゃん」


「馬ば鹿かいうな。だから余計に顔が大事なんじゃないか。――仕方ない。撮影を一日二日延ばしてくれるよう頼たのんでみるよ。……だから自己管理はちゃんとしろって普ふ段だんから口を酸っぱくしていってるのに……」


　才籐が悲痛な顔で眼鏡めがねをずり上げ、わざとらしく深いため息をつく。


　が、洋人は一向にへこまない。


「大だい丈じよう夫ぶだって。こっち側は無事なんだし、今日中に撮っちゃおうぜ」


　あっさりと笑っていうと、才籐たちが止める間もなく、撮影スタッフがたむろっている中央広場へと大おお股またに走っていった。


「おっはよーございます」


「おう。ヒロト、おはっ……。――おい。なんだぁ、そのツラ」


　愛想よく笑いかけられたカメラマンの高たか木ぎが、ギョッとした顔をする。


「ケンカか？」


「みんな、そういうんスよねぇ。俺おれって、そんなに喧けん嘩かっぱやそうに見える？」


「顔だけ見ればな……。そんなツラで、どうする気だよ」


「撮影する気。――こっち側は無事なんだし、高木さんの腕うででカッコよく撮っちゃってくださいよー」


　腫れていない方の頰を自分でペチペチと叩たたいて、洋人が屈くつ託たくなく笑う。


「一応撮ってやるけどな、クレームついても俺のせいにすんなよ」


「りょーかい」


「よし、撮影始めるぞ！　雲行きも怪あやしいし、サクサク動けっ！」


　撮影スタッフ以外の人ひと気けがない早朝のショッピングモールの中央広場に高木の声が一ひと際きわ大きく響ひびく。


　慌ただしく動き始めた人達の注目を一身に浴びても、モデル経験が十年に達している洋人はまったく緊きん張ちようしない。


　高木に適当に動けと指示されて、慣れた感じでポーズや表情をつくる。


「この角度だと、腫れてるの見えねーんじゃねーの？」


「見えないが、それじゃあツラも隠かくれちまうぞ」


　ああでもないこうでもないと、何度かシャッターの音が響く。と、そのとき、バタバタッと大おお粒つぶの雨が落ちてきた。


「あ、雨だ」


　空に手の平を向け、洋人は空を仰あおいだ。


「これで今日は撮影中止ですよね？」


　高木の後ろで撮影を見守っていた才籐が、傘かさをさしかけながら嬉うれしそうに聞く。


　高木はカメラを構えたままで舌打ちした。


「しかたねぇか。――あんた、嬉しそうだな？」


「できれば万全な状態で仕事させたいですからね。今回のこの仕事、洋人にとってはチャンスだし」


「そうだな。最近、この手の雑誌は若手俳優とかアイドルとかばっか使ってやがるしな。一いつ介かいのモデルを起用するなんざ破格の待たい遇ぐうだ。――でもよ、ヒロトもチャンスだと思ってんのか？　それにしちゃあ、緊張感がないぜ？」


「……本人はバイトのつもりらしいですよ。ムカつくことに。――洋人！　撮影中止だ！」


「へ？」


　才籐の声に、空を見上げていた洋人が視線を戻もどした。


「ちょい待って。あと三分」


「おいおい、雨ん中でどーする気だ？」


「こーする気」


　洋人は、困こん惑わく気味の高木にニッと笑ってみせてから、綺き麗れいにセットされた髪をグシャッと両手でかき上げた。


　上を向き、目を閉じながら大粒の雨を顔に受ける。


「これなら、腫れてんのわかんねーだろ？」


　無事な左側の顔を高木に向け、横目で笑いかける。


「なるほど……」


　洋人の意図を察した高木は、下ろしたカメラをもう一度構えなおした。


　透とう明めいな雫しずくが、洋人の顔から顎、胸むな元もとへとつたい落ちていく。


　むき出しになっている綺麗に筋肉のついた健康そうな小麦色の肩かたが、水すい滴てきを弾はじいて艶つややかにひかる。


　大きめの薄い唇にはどこかシニカルな雰ふん囲い気きを感じさせる微かすかな笑えみが浮うかんでいて、見る者を妙みようにセクシャルな気分にさせた。


「いい素材だ」


　シンと静まりかえった空間に、続けざまにシャッターをきる音だけが響く。


「よし、終しゆう了りよう！」


　約三分後、今度は本当に撮影が終了した。


「もう、びしょぬれじゃないの」


「さむくなぁい？」


　双ふた子ごが、傘とタオルを手に、大粒の雨であっという間にずぶぬれになった洋人に駆かけ寄ってくる。


　傘をさしかけられる直前。


「あ、ちょっと待って」


　二人を止めた洋人は、プルプルと頭を振って髪を濡ぬらす水滴を弾き飛ばした。


「ちょっ、やぁだぁ！」


「あたしらまで濡れるわ。やめてよ！」


「あ、ゴメッ」


　けたたましい声で二人から叱しかられて、洋人がビクッと首をすくめる。


「犬か、あいつは」


「あーしてると、かわいいよね」


　撮影スタッフたちが、にぎやかな三人組に微笑ほほえむ。


「ほら、タオル」


「いいよ。雨、気持ちいーし、屋根のあるとこ行って服脱ぬいでから拭ふくし」


「そお？　雨が気持ちいいなんて、虫歯のせいで熱があるんじゃないでしょうね」


「ないない。ヘーキ」


　洋人がニッと笑う。


「なぁ、ねーちゃんたち。今のどーだった？」


「どうって……。なんかこう……、ねえ？」


「うん。こう、バスルームの覗のぞきでもしてるような、いけない気分ってやつ？」


　双子は揃そろって切なげなため息をつく。


「……え、なんだよ。それ？　まずかった？」


　洋人は、のぼせたような顔で自分を見つめている双子に、いぶかしげに首を傾かしげた。


「まずくはないわよ。セクシーで格好良かった」


　頰ほおを赤くした亜矢が、洋人の背中をぱんっと叩く。


「がきんちょの頃ころから知ってる子なのに、思わずトキメイちゃうぐらいにはよかったわよ」


　亜希も、少々気まずそうな顔で頰を染めている。


「へへ、そっか」


　ずっと一いつ緒しよに仕事をしてきた双子に誉ほめられて、洋人は嬉しくなった。


　子供の頃は、単純に笑ってれば、可愛かわいいと誉めて貰もらえた。


　でも最近では、微び妙みように表情をつくったほうがいいのかなと、少しだけ演技するようになった。


　ただ単純に笑って誉められるより、自分なりに工く夫ふうして誉められるほうが何倍も嬉しい。


「俺って、天才？」


「調子にのってんじゃないの」


「遅ち刻こくするわよ。早く、着き替がえちゃいなさいよ」


　へへっと浮かれて笑う洋人の背中を双子が叩く。


「お疲つかれ。――またよろしくな」


「はい。――おっつかれさまっしたー」


　声をかけてくる高木に軽く頭を下げ、洋人は面めん倒どう見みの良い双子に急せかされるままワゴン車へと向かった。








「撮さつ影えい、今ので本当に終わったんですか？　顔の腫はれ、うまく誤ご魔ま化かせてます？」


「ああ」


　いぶかしげに聞く才籐に、高木が苦笑しつつ答える。


「現像するまでもない。今のは、最近の俺の作品の中でもピカイチだぞ。次の個展で使いたいぐらいだ」


　高木の太たい鼓こ判ばんに、才籐は胸をなで下ろした。


　まだまだ駆け出しの頃、仕事に困って洋人の叔父おじの世話になって食いつないでいた時期もあったが、今の高木は人物を撮とることに関しては若手ではナンバーワンだ。


　海外でも評価され始めた彼の言葉には、重みと安心感がある。


「なぁ、あいつ、マジでモデルやる気ねぇのか？」


「今のところは……」


「もったいねぇよなぁ。ガキの頃は、ただ笑ってるだけのお人形さんだったが、今のヒロトには艶があるぜ。マジでやる気を出しさえすれば、もっと化けそうだしな」


「そう思いますか？」


「ああ。俺の目にはそう見える。化けていくヒロトをもっと撮りてぇよ。お遊びでモデルをやってるなんてもったいない。ヒロトだったら、絶対に超ちよう一流になれるってのに……。――あいつ、もう高校二年なんだろ？　そろそろ本ほん腰ごし入れて説得しねーと手て遅おくれになるんじゃねぇの？」


「そう……ですね」


「せいぜい頑がん張ばってヒロトを説得しな」


　俺のためにもな、といいたいことだけいうと、高木は商売道具のカメラを濡れないように大事そうに抱かかえて去って行った。


「いわれなくても、わかってるんですけどね」


　微苦笑する才籐の視線の先には、ドアを開け放ったままの社用のワゴン車の中で、窮きゆう屈くつそうに着替えている洋人の姿があった。


　雨のフィルターに覆おおわれて霞かすむ視界の中でも、洋人の姿だけは浮うき上がって見える。


　子供の頃から、突とつ出しゆつした整った容よう貌ぼうのせいだけじゃなく、人目を引く雰ふん囲い気きを持った子供だった。


　豊かな表情やのびのびと動く手足が、そのおおらかで素直な内面を余すところなく表現していて、見る者をホッとした気分にさせ、見み飽あきることがない。


　ここ一、二年の間に驚おどろくほど身長が伸のび、子供時代はつい誘ゆう拐かいしたくなるぐらいに愛らしかった顔立ちも、身長と比例して大人びて引き締しまり、凜り々りしくなった。


　雄オスの色気さえ感じさせるぐらいに……。


　子供の頃から大人たちにちやほやされて育ったにもかかわらず、性格も素直で人なつっこい。


　大たい抵ていの人間から好かれるその性質のお陰かげで、撮影時のトラブルも皆かい無むといってよかった。


　カメラ慣れしているし、度胸もある。


　一流のモデルとして成功する素質は充じゆう分ぶんにあるのだ。


　ただしそれは、洋人がその気になりさえすれば、の話だ。


　肝かん心じんの洋人は、いくら口を酸っぱくして説得しても、バイトだというスタンスを崩くずそうとしない。


　モデルも楽しいけど、学校に行って普ふ通つうに遊ぶのも楽しいからと、仕事量が増えるのを嫌いやがる始末。無理矢理に仕事を強要すればモデルをやめるといい出しかねない。


　今は地道に説得して、本人がその気になってくれるのを待つしかない状じよう況きようだった。


　甘やかしているといわれればそれまでだが、才籐は洋人の可能性を開花させてやりたかった。


　それがいつの間にか才籐自身の夢になってもいたから……。（まずは目先の問題を片づけないと）


　モデルとしてのヒロトの価値を下げないこと。


　今の自分がまず真っ先にすべきことを考えながら、才籐は洋人たちが待つワゴン車に向かった。







★







「おっはよ～ん」


「おう」


「おっはよ」


　両手いっぱいに色とりどりの小さな可愛い包みを抱えて洋人が教室にはいると、あちこちから気安い返事が返ってくる。


　小さな包みは、洋人が通う男子校の校門前で待ちかまえていたファンの女の子たちからのプレゼントだ。


　以前、雑誌のモデル紹しよう介かいのコメントで甘いお菓か子し、特にチョコレートがついているスナック系のお菓子が大好きだと答えて以来、餌え付づけを狙ねらっているのか、近所の女子校の女の子たちが、毎朝、洋人にスナック菓子を差し入れてくれるのだ。


　ちなみに、校門前での待ち伏ぶせで、男子校の生徒に一ひと目め惚ぼれされ、ナンパされるケースもあったりなんかする。


　その結果、手の届かない世界で生きているモデルの洋人よりも、現実に好意を示してくれる相手を選ぶ女の子も少なくなかった。


　そういう利点があるせいなのか、洋人は、女の子たちに待ち伏せされても、同性からの嫉しつ妬とに悩なやまされることはほとんどない。


「やるよ。みんなでわけて」


　どさどさと近くの机の上にお菓子をばらまく。


「全部いいのか？」


　いつもは自分の分をちゃんと確保してからわけるのに、どういうことだよといぶかしがるクラスメイトに、洋人は自分の右頰ほおを指さした。


「俺、こんなだから」


「虫歯かぁ？　ダッセー」


「うっせーよ」


　洋人がむうっとむくれて自分の席に座ると、前の席に座っていた水みず野の武たけ志しが、振ふり向いて顔を覗のぞき込んできた。


「顔、歪ゆがんでるぜ」


　武志は洋人の幼なじみだった。


　子供の頃ころからつるんでいたせいでマネージャーの才籐の目にとまり、武志も中学生からモデルをやっている。


　茶パツを短く刈かり上げ耳には二個のピアス、切れ長の鋭するどい瞳ひとみと酷こく薄はくそうな薄うすい唇くちびるがクールでイケてると評判だ。


「うっせー。明日になりゃ元に戻もどってるって」


「無理だな」


　武志は、洋人の楽観的予測をバサッと切り捨てた。


「甘いモノを全部ばらまくなんてよっぽどだろ。しみるのか？」


「かなり……。反対側で食えばへーきだけどさ。ただ才籐さんに、虫歯が治るまではお菓子を食うなってしつっこく怒おこられたからさ。――なんでだかしんないけど、あの人、俺の噓うそすぐに見み抜ぬくんだよなぁ」


「単純だからだろ」


「……へ？」


「お前、噓つくときソワソワしたり、目そらしたりするからな。一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」


「マジ？」


「ああ。ポーカーフェイスにはほど遠い。――自覚ないって、お前らしいよな」


　武志が皮肉っぽく笑う。


「うっせーよ。――……なぁ、今日さ、いつものクラブに遊びに行かねぇ？」


　おもいっきり遊んで疲つかれれば、歯の痛みを忘れて眠ねむれるかもしれない。


　そんな洋人の誘さそいを、武志は冷たく鼻で笑った。


「そんなみっともねーツラの奴やつと一いつ緒しよなんてごめんだね。女に逃にげられる」


「タケちゃん、つめてー。見捨てんなよー」


「なつくな！　気持ち悪い」


　洋人が武志の腕うでにしがみついていると、洋人の携けい帯たい電話が鳴った。


「……へいへい、洋人。……あ……うん。そう。――えっ！　でもさ……ほら、心の準備ってやつが」


　携帯に耳を当てた洋人の表情が、徐じよ々じよに強こわばっていく。


「あー、うん。わかるけど……。あの、でもさ、やっぱ。――えっ？　才籐さん？　もしも～し？」


　一方的に通話を切られてしまったらしい。洋人は恨うらめしそうな顔で携帯を睨にらんでからポケットに戻した。


「才籐さん、なんだって？」


「ん？　あ……、へへっ、次の撮さつ影えいの予定が早まったって」


「噓つけ」


　武志は呆あきれたように眉まゆをひそめた。


「香か久ぐ山やま歯科医院、午後四時予約済みって連れん絡らくだろ？」


「なんで知ってんだよ？」


「さっき、才籐さんから同じ件で電話があったからな」


「げっ」


「よっぽど行きたくないって暴れたんだろ？　才籐さん、なにがなんでもお前を歯医者に連れてってくれっていってたぜ。ったく、面めん倒どうな」


「あ、じゃ、ほっといてくれていーから。俺、勝手に行くし」


「ほっといたら行かないから、才籐さんがわざわざ俺にまで電話よこしたんだろうが。――お前だってモデルなんだから、自分の顔には責任を持てよな」


「モデルったって、バイトだし」


「……むかつく」


　ボソッと武志が呟つぶやいた。


　武志は洋人と違ちがって、モデルの仕事を意欲的にこなしている。


　それなのに、モデルとしての人気はバイト気分でのんびりと仕事をしている洋人に劣おとる。


　友だちでなければ、プライドをなくして嫌いやがらせの一つもしていたかもしれない。


「あ、怒った？　タケちゃ～ん、もしもし～」


「うるさい」


「いてっ」


　武志は、不安そうに顔を覗き込んでくる友人の頭をこづいた。


「才籐さんにも頼たのまれたし、絶対に歯医者に連れてくからな。逃げるなよ」


「え、でもさ……。俺、歯医者だけはイヤなんだよな。……見み逃のがして？」


「駄だ目め。――逃げたら絶交だ」


　武志にとっては少々口にするのが恥はずかしい切り札に、洋人はピタッと口を閉じた。


　高校生にもなって、「絶交」の一言にここまで反応する洋人の素直すぎる性格に武志はあきれつつも、ホッとする。


　洋人が裏表のない素直な性格の持ち主だからこそ、モデルとしての自分が洋人より格下でも、惨みじめな嫉妬に悩まされずにすむし、友達でいつづけたいとも思えるのだから。


「虫歯が究極に悪化すると、歯ぐきに膿うみが溜たまったり顎あごの骨が融とけたりして、外科手術が必要になることもあるんだと」


「マジ？」


「ああ、虫歯程度で入院なんてしたくないだろ？　観念しろ」


「んー」


　肯こう定ていとも否定ともとれる曖あい昧まいな返事をして、洋人は机に突つっ伏ぷした。








　さすがに友だちに付き添そわれて歯医者に行くのは恥ずかしい。


「あー、ここの二階かぁ」


　しぶしぶながらも、洋人は一人で予約が入れてある歯医者のあるビルの前に立った。


（やっぱ、イヤだなぁ……。でも眠れないのもヤダし……。甘あまいモノもしみるしなぁ……）


　虫歯のない反対側で食べても、微び妙みように痛みを感じるときがある。


　大好きなお菓子を食べて痛い思いをするのは、非常にイヤな気分だ。


「しゃーねー。行くか」


　ため息をつきつつ、洋人はビルの中へと入った。


　エレベーターに乗って二階へ行くと、降りてすぐの所にあるドアに、「香久山歯科医院」と刻印された銀色のプレートが貼はってあった。


　ドアを開けるとすぐ、歯を削けずるおぞましいドリルの音が聞こえてきて洋人は鳥とり肌はだを立てる。


「うう……」


（や、やっぱ、今日は帰っちゃおうかな……）


　そのままバックしようとしかけたが、その前に、


「こんにちは。予約の方ですか？」


　受付カウンターの中に座っている女性、山やま下した美み香かに声をかけられた。


「ども。……栗林ですけど」


「四時からのご予約ですね」


「はぁ、そうっす」


「どうぞ、中の椅い子すに座ってお待ちください」


　キビキビした山下の声と重なるように響ひびく、ドリルの音。


「いえ、あのぉ…」


　洋人は、やっぱ今日はやめときますといいかけた。が、


「代理の方が午前中のうちにいらっしゃったんですよ。丁重なご挨あい拶さつと一緒に、保険証を預からせていただいてます。どうぞ、そこのスリッパに履はきかえて中へ」


　既すでに、ここにも才籐の魔まの手が伸のびていたらしい。


　悪の手先と化した山下が、にこやかな顔で、さらにたたみかけるようにいった。


「どうぞ、どうぞ中にお入りください」


　にこやかに微笑ほほえむ山下から「絶対逃がさないからね」と、気き迫はくのようなものを感じて、洋人は脱だつ走そうを諦あきらめた。


「………へ～い」


　しぶしぶスニーカーを脱ぬいでスリッパに履きかえる。


　狭せまい待合室の中には、梯はし子ごのような長い背もたれのついた一人掛がけの黒い椅子が二つ置いてある。


「なんか、めずらしーよな」


　思わず呟きながら座ると、「どうかしました？」と山下が耳ざとく聞いてくる。


「えっと、あの……。医者の待合室って、普ふ通つうもっと人が座れるようなソファーとか置いてるもんじゃねーのかなーって思ってさ」


「ああ、そうかもね。――その椅子、お洒落しやれだけど座り心ごこ地ちあんまりよくないでしょ？」


　洋人の口調にあわせたのか、山下がいきなり砕くだけた口調で話しかけてきた。


「あー、うん。ちょっとな」


「見た目で選んじゃったのよね。――どうせ、そこに五分以上座る人なんて滅めつ多たにいないし」


「そう……かぁ？」


　洋人は、じゃあ俺はどーなんだと、ちょっとむくれた。


「あのね。わが香久山歯科医院は、完全予約制で、患かん者じやさんを五分以上待たせないって方針なの。だから予約も一時間に一人、多くても二時間に三人までに抑おさえてあるのよ」


「へー。でも、それじゃ暇ひまなんじゃねーの？」


「予約をすっぽかされたりするとかなり暇。でも余よ裕ゆうをもって予約入れてるから、栗林くんみたいな急患の診しん療りようも可能だってわけ」


「……ども」


　不可能でよかったのに、とはさすがにいえない。


　なんとなく気まずくなった洋人は、なにげなく足を組みながら、雑誌が差してあるマガジンラックに視線を落とした。見覚えのある雑誌を見つけ、引っ張り出す。


（やっぱ、そーだ）


　ペラペラとめくったファッション雑誌の中で笑っている自分の姿を見つける。


（うう、こんときに戻もどりてー）


　この写真を撮とった頃ころは、虫歯もまだ痛まなかった。この頃から真ま面じ目めに歯は磨みがきしてれば、今ここにこうして座っている羽目にならなかったのに……。


「ん？」


　自分の写真を眺ながめ、しみじみとため息をついている洋人を見て、山下が首を傾かしげた。


「ねぇ。栗林くんって、もしかしてモデルの『ヒロト』じゃない？」


「ああ、そーだけど」


「やっぱり！　一目見て、似てるなっては思ったけど……。あのね、わたし『ヒロト』目当てにその雑誌買ってるんだ。公こう募ぼされたモデルの子たちって、可愛かわいいだけで、つまんないんだもん。その点、ヒロトはセクシーよね」


「え、そーなん？」


「うん。なんか制服着てるのが変な感じ。写真だと二十歳はたちすぎにも見えたりするのに、ホントに現役高校生なのね。――あ、ちょっと失礼。……逃にげちゃ駄だ目めよ」


　チンと微かすかな鐘かねの音がして、山下は慌あわてて診察室へと入っていった。


　洋人はポツンと一人で取り残された。


　しゃべっている間はちょっとだけ気が紛まぎれて気持ちも楽だったが、一人になった途と端たん、ヒシヒシと歯医者に対する恐きよう怖ふ感かんが甦よみがえってくる。


「……うう」


　狭い待合室の壁かべが少しずつ近づいてくるような、そんな圧あつ迫ぱく感かんを感じて呻うめいていると、しばらく止やんでいたドリルの音が再び響きだした。


　歯を削るたび微妙に変化するその音に、まるで自分の虫歯を削られてるような錯さつ覚かくに襲おそわれ、我知らず身み震ぶるいする。


（やっぱ、駄目だ！　俺、歯ぁ削られたらショックで死ぬ……！）


　洋人はすくっと立ち上がると、足音を立てないようにこっそりと出口に向かった。


（別にさ、今日治ち療りようしなくたってヘーキだって。明日になれば、痛みも腫はれもひいてるかもしんねーし）


「逃げる気」


「げっ！」


　いつの間にか戻ってきていた山下の冷ややか～な声に、洋人はスニーカーに片足をつっこみ、ドアに手をかけたままの姿勢で固まった。


「あ、いや、だって、うう……」


「ちゃんと麻ま酔すい使って、痛くないように治療するんだから信用してよ」


「でもさぁ……」


「諦めなさいって。うちの先生の腕うでは確かよ。他ほかの歯医者でトラブル起こして困ってる人とかが、口コミで頼たよって来るぐらいだもん。――今日治療すれば、明日には絶対痛みはひくんだから」


「マジで？」


「まじで。おねえさんを信じなさい」


「…………へ～い」


　洋人はしぶしぶとドアから手を離はなし、待合室へ戻った。


　耳障りな恐怖のドリル音はいつの間にか止んでいたが、徐じよ々じよに自分の順番が近づきつつあるのをヒシヒシと感じて落ち着かない。


（うう……雷かみなりでも落ちて、ここら一帯停電になったりしねーかな）


　往おう生じよう際ぎわの悪いことを考えながら、大きな身体からだを縮こまらせて両りよう膝ひざをギュウッとつかんでいると、山下がクスクスと笑った。


「写真と実物はやっぱりちがうね」


「情けなくって幻げん滅めつした？」


「逆。写真だと格好よすぎて雲の上っぽいけど、実物はなんだか応おう援えんしたくなるかんじ。――だから、そのみっともないほっぺた早く治そうね。――あ、お疲つかれさまでした」


　診察室のドアが開いて、口元にハンカチを当てた中年の女性が出てくる。


「もしかしなくても、次、俺？」


「そうです。さ、栗林さん、診察室へどうぞ」


「……ううう」


　しぶしぶと洋人は立ち上がった。








「どうぞ、おかけください」


　診察室に入ると、マジで心臓が痛くなってきた。


　こちらに背中を向けたままで器具の準備をしている歯医者に促うながされるまま、診察用の椅い子すに座って、狭い室内をキョロキョロと見み渡わたす。


　道路に面した壁全面にフィルムの張られた大きな窓まど硝子ガラスがはめ込まれていて明るい感じだ。


　少しでも和なごませようとの魂こん胆たんなのか、壁には柔やわらかな暖色系の絵が飾かざってある。


　が、今の洋人には、その程度のものじゃなんの効果もない。


（うう……。帰りてー）


　まな板の鯉こいの心境にはほど遠い。


　なんとか逃げられないものかと往生際悪く考えながら、椅子の上で緊きん張ちようのあまりガチガチに固くなる。


「栗林洋人さんですね？」


　準備を終えた若い歯医者、香久山尚なお哉やが洋人の脇わきの椅子に座った。


　フレームレスの小こ振ぶりな眼鏡めがねをかけた尚哉は、鼻と口元を覆おおう大きなマスクのせいで顔がほとんど隠かくれている。


　眼鏡越ごしに見える、つり目がちの切れ長の目が冷ややかな印象で、口元の表情が見えないこともあって人間味が感じられない。


（ロボットみてぇだ）


　洋人の歯医者不信と恐怖感は増すばかりだ。


「……はい」


「ああ、右側の頰ほおが随ずい分ぶんと腫れてますね。痛みは？」


「……ないっす」


「え？――じゃあ、冷たい物がしみるとか、そういうことは？」


「………ないっす」


「……その頰、虫歯で腫れてるわけじゃないんですか？」


「…………さぁ、どーかなー」


　冷ひや汗あせをかきながらとぼける洋人に、尚哉は困ったように首を傾げた。


「午前中にいらした代理の方は、夜も眠ねむれないほど痛がっているとおっしゃってましたが……。違ちがうのかな？」


「……………うう、違わねーけど……でも、へ、平気っすよ」


　ここにきて、さすがに尚哉も洋人が治療を嫌いやがっているのに気づいたらしい。ため息をつきながら、眼鏡を押し上げた。


　押し上げられた拍ひよう子しに、眼鏡のレンズが光を反射して、キラリッと冷たくひかる。


（やべ、怒おこられるっ！）


　ビビッて首をすくめる洋人に、だが、尚哉は穏おだやかに話しかけた。


「栗林さん。虫歯は、決して自然治ち癒ゆしません。放ほうっておけばおくほど、悪化して治療も困難になりますし、当然ですが治療回数も増えます。――わかりますか？」


「……はぁ、まぁ、なんとなく」


「怖こわがらなくて大だい丈じよう夫ぶです。麻酔させていただきますから、痛みはないはずです。麻酔を打つとき、ちょっとだけチクッとしますが……。注射は大丈夫ですか？」


「あ、それはへーき」


「そうですか、それなら大丈夫ですね」


　安心したように、尚哉の目元がちょっとだけほころぶ。


（この人、もしかして怖い歯医者じゃねーのかな）


　優しく、穏やかに話しかけられるうちに、洋人の緊張が徐じよ々じよにほぐれだした。


「マジ痛くしねー？」


「はい。約束します」


　尚哉はしっかりとうなずいた。


「そっか。……んじゃ、白状するけど、こっちの奥おく歯ば、すげーいてーよ」


「やっぱり、眠れないぐらい？」


「ん」


「そうですか。それじゃあ、とりあえず歯の状態を見せて貰もらいますね。――椅子、倒たおしますよ」


　電動音が響ひびいて、椅子の背もたれが下がる。


「口をあけてください」


　尚哉が、仰あお向むけになった洋人の口元に当たるようにライトの位置を調節しながらいう。


　が、洋人は口を開けなかった。


「栗林さん？　口を……」


「……うう」


「開けてくれないと、治療ができなんですが……」


「……それはわかってんだけどさぁ……」


　洋人だって口を開けようとしてはいるのだ。だが、口の筋肉がいうことを聞かない。


　しゃべるぶんには普ふ通つうに動くのに、大きく開けようとすると、頰のあたりが急に強こわばって動かなくなる。


（なんなんだ、これ？　なんでだ？）


　自分の身体がいうことを聞かないなんて、初めての体験だ。虫歯だけじゃなく、顎あごまでおかしくなったのかと不安になってくる。


「ちょい、まって……。いま、開けるからさ」


　焦あせれば焦るほど、頰が強ばってくる。


「……くそっ」


　不安と焦りから苛いら々いらした洋人は、口元に手をやって、口をこじ開けようとした。


　が、その前に顔を照らしていたライトが消え、微かすかな電動音と共に椅子の背もたれが持ち上がっていく。


「センセ？」


「栗林さん、無理しなくていいです。――治ち療りようの前に、少しゆっくり話をした方がよさそうですね。今日はこれでお帰りになって、また次回、時間をとってゆっくり話しましょう」


「え、……でもさ。治療しねーと、この痛みずっとこのまんまなんだろ？」


「痛み止めと、炎えん症しようを抑おさえる薬をお出ししますよ」


「んー、でもさぁ……」


　正直いって、歯医者は嫌きらいだ。治療もしたくない。


　でも、夜眠れないのはこたえるし、モデルのバイトにも支障が出るかもしれない。


　そして、なによりも才籐が怖い。


　ここの歯医者で治療せずに話だけして帰ったことを知ったら、生ぬるいと怒って、次回の診しん察さつ日を待たずに、もっと強引に治療をすすめる正しよう真しん正しよう銘めいのサドな歯医者に放り込まれるかもしれない。


（それは、すげーイヤ）


　それぐらいだったら、自分を安心させようとして、ちゃんと話をしてくれるこの歯医者さんに治療してもらった方がマシだ。


「なぁ、センセ。も一回チャンスくれよ。俺、頑がん張ばって口開けるからさ」


「な？」と頼たのむと、尚哉は「う～ん」と悩なやみながら眼鏡を押し上げた。


「今日、夜八時以降、時間ありますか？」


「あるよ。バイトも入ってねーし」


「じゃあ、こうしましょうか。――次の患かん者じやさんの予約の時間も迫せまっていることだし、今は一いつ端たんお帰りください。それで、八時過ぎにもう一度いらしてくれませんか？　あ、でも、自宅から遠いのかな？」


「徒歩で十分程度だからヘーキだけど、なんで八時過ぎ？」


「診療時間が八時までなんです」


「時間外なのに、いいのか？」


「ええ、かまいませんよ。次の患者さんの心配をする必要がないから、ゆっくり話もできるでしょうし……。それでいいですか？」


「ん。サンキュー。――センセっていい人だな」


　嬉うれしくて洋人がニッと笑うと、マスクの下の尚哉の口元も少しほころんだようだった。








「先生、さっき大おお塚つかさんからお電話で、急な仕事で今日はキャンセルされるそうです」


　患者を送り出した後、器具の後片づけをしていた尚哉に、診察室のドアを開けて顔だけ出した山下がいった。


「そう。じゃあ、今日の診察は終わりだね。もうあがってくれていいよ」


「やった。じゃあ、片づけ手伝う。――レントゲンの電源落とすね」


「あ、いいよ。まだ使うから」


　歯科医助手から普段の口調に戻もどってウキウキと診察室に入って来た山下を、尚哉が止めた。


「点検でもするの？」


「違うよ。いってなかったっけ？　栗林さんが八時に来ることになってるんだ」


「え、ヒロトが？」


　山下の顔がパッと輝かがやく。


「え～、じゃあ、あたしも残ろうかなぁ」


「美香の知り合いだったんだ？」


「違ちがうわよ。――あのね、彼、モデルなの」


「モデル？」


「そう。ファッション雑誌メインで活かつ躍やく中なんだから。待合室にもヒロトが載のってる雑誌置いてあるのに、全然見てないの？」


「あ、うん。……ファッションとか、そういうの興味ないし」


「つまんない。尚哉ってば、せっかく綺き麗れいな顔してるのにさ」


「そう……かな？」


　尚哉は、ふてる山下に曖あい昧まいに笑いかけた。


「そうよ。――今度暇ひまなときにでも、見てやってよ。ヒロトってば男前なんだから」


　山下が自分のことのように胸を張って威い張ばっている。


（そういえば、派手な顔立ちだったかな？）


　目も口も大きくて、随ずい分ぶんと表情が豊かだった。


　でも始終ビビッていたから、医者である尚哉はそっちの方に気を取られて、顔そのものの造りにはほとんど注意を払はらっていなかったのだ。


（ああ、でも、最後の笑え顔がおはよかったな）


　まるで、子供みたいに感情を前面に押し出した無む邪じや気きな笑顔。


　が、あの笑顔からでは、モデルの営業用スマイルはどうにも連想できない。


「う～ん、いまいちピンとこないな」


「ちゃんと見てよね。わたしの一押しくんなんだから」


「そうなの？」


「そうよ！」


　ふたたび威張った山下は、どうしようかなと悩んだ末、今からならデパートの閉店時間前に買い物ができると、結局帰ることに決めたようだった。


「尚哉、代理の方のお願い、ちゃんと聞いてやってよね」


　帰り際、山下がいった。


　歯医者嫌いの洋人の緊きん張ちようをほぐすために、なるべく普通の口調で気さくに話しかけてやって欲しいと、才籐が頼み込んでいたのだ。


　基本的に人なつこいタイプだから、そんな風に話しかけられれば、喜んで尻しつ尾ぽを振ふる。


　ひいては、素直に治療を受けてくれるようになるはずだと……。


「え？　ああ、うん。努力はするけど、でも……」


「また、『でも』？　もう、はっきりしないんだから。――ま、尚哉の場合は、あまり意識しないでお医者さんの口調で話した方がいいのかもしれないけどね」


「そう思う？」


「うん。だって、口ごもられたらヒロトも不安がるでしょ？――じゃ、お先に」


「……お疲つかれさま」


　尚哉は複雑な心境で山下を見送った。


（う～ん、痛いところを……）


　昔から、人づきあいが苦手な方だった。


　どういう風にいったら、相手に素直に自分の気持ちをわかってもらえるのかと考えるあまり、口ごもってなにもいえなくなってしまうのだ。


　学生時代には、友だちになりかけた相手を気づかうあまり口ごもり、「けっこう小心者なんだな」と呆あきれたように笑われ、いたたまれなくなって、その相手から逃にげたこともあった。


　だが今では、そんな自分に自己嫌けん悪おを感じて落ち込むことも少なくなった。


　医者という仮面を被かぶってセオリーどおりに演じることで、自分自身の気持ちを前面に出さなくてもよくなったからだ。


　山下は、そんな尚哉の素顔を知っても笑わずにいてくれる数少ない貴重な存在の一人だ。


　もともと幼なじみだったのが、事故で腕うでを怪け我がして歯科医を廃はい業ぎようしていた父の診しん療りよう所じよを改装して、もう一度香久山歯科医院を開業するつもりなんだとうちあけたら、


「あんた一人じゃ頼たよりなさすぎるし、よく知らない人間を雇やとってもその性格じゃ使いこなせっこないんだから、あたしが面めん倒どう見みてあげる」


　と、姉あね御ご肌はだむき出しで押し掛かけ助手になってくれた。


　かなり痛いことをいわれるが、同時にそんな尚哉を気づかって自分から動いてくれる要領のよさに救われてもいる。


　いい友人に恵めぐまれたなと、尚哉は感謝さえしていた。


（さて、どう説得したらいいかな）


　尚哉は気持ちを切り替かえて、治療を恐おそれるあまり口を開けなくなってしまった患者のために、医者としての知識と常識を総動員して考え込み始めた。








　八時少し前、洋人は自主的に香久山歯科医院のドアを開けた。


　が、受付には誰だれもいない。


「ちわ～。誰かいねーの」


「いますよ。どうぞ」


　診察室のドアを開け、尚哉が招き入れる。


「受付のおねーさんは？」


「今日は診察が早く終わったから、山下くんはもう帰りました」


「そっか。――センセ、待っててくれてサンキューな」


　ポイポイッとスニーカーを脱ぬぎ捨て、スリッパに履はきかえる。


　いったん自宅に帰った洋人は、襟えりぐりが大きく開いた薄うす手でのトレーナーと大だい胆たんにブリーチされたジーンズに着替えていた。


（背、高いんだな）


　平均程度の尚哉より、頭一つ分以上大きいし、バランスのとれた綺麗な体型をしている。それに、改めて見ると、その顔立ちも確かに驚おどろくほど整っていた。


　目の前を通り過ぎた洋人を見て、尚哉は感心したのだが、


「俺、今度こそ、ちゃんと口あくからさ」


　診察用の椅い子すに座って、気負って緊張している表情を見ると、やっぱりモデルのすまし顔は想像できない。


「その前に、少しお話ししましょう」


　尚哉は、手に持っていたマスクを白衣のポケットに入れ、洋人の脇わきに座った。


「栗林さんが最後に歯医者にかかったのはいつですか？」


「んーと、たぶん、小学校の三、四年ぐらい。もう生え替わっちまったから、どの歯を治療したのか覚えてねーけど」


「それから歯医者には？」


「かかってない。俺、どこもかしこも頑がん丈じようにできてるからさ」


「う～ん、じゃあ、その小学生時代の治療に問題があったのかもしれないですね」


「へ？」


「そのとき、なにか嫌いやな体験とかしませんでした？　凄すごく痛かったのに強制的に治ち療りようをすすめられたとか、頭ごなしに叱しかられたとか？」


「……センセ、なに聞いても笑わねー？」


「はい。笑いませんよ」


「そっか……。じゃ、白状するけどさ、俺、そんときが歯医者初体験だったんだ。でさ、友だちに歯医者は痛いんだ怖こわいんだって脅おどかされて、怖くなって口開けなかったんだよ」


「そのときは開けられなかったんじゃなくて、開けなかったんですね？」


「ん。――でさ、そんときの歯医者が怒おこっちまって、こう無理矢理口こじ開けられて、口ン中につっかえ棒みたいなのされて治療されたんだよなー」


「う～ん、それは随ずい分ぶんと酷ひどいですね」


　尚哉は不快そうに眉まゆをひそめた。


「あ、でも、一応反省はしたんだぜ。治療してもらいに来て、だんまりはまずかったなーって。――もうガキじゃないし、今度はちゃんと自分で口開けるからさ」


「栗林さんは悪くないです。酷いのはその歯科医の方ですよ。同業者として、少々不快ですね」


「そうなん？」


「ええ。……確かに口を開けておくための器具はうちにもありますが、それは口を開けておく筋力や集中力がたりない方のための補助用で、強制的に治療をするための道具じゃないんです。――そんな治療を子供にしたら、歯医者嫌ぎらいを助長するだけなのに……」


　尚哉は本気で怒っていた。


　歯医者は子供の天敵だ。


　治療自体に痛みは感じなくても、歯を削けずる音や振しん動どうはどうしても不快感を与あたえてしまう。


　それがわかっているから、子供の治療に関しては必要以上に心を砕くだいているし、どうすれば怖がらせずにすむのかと日々考え、工く夫ふうもしているのに……。


「あ、じゃあさ、センセだったら、そういうガキが来たらどうやって治療すんだ？」


「ぼくだったら、まず最初は歯は磨みがきの指導から入ります。そうやって診しん察さつ室の雰ふん囲い気きやぼくに慣れてもらって、親御さんに虫歯治療を書いた絵本とかを貸し出して、家でも準備をしてくれるように頼たのんだり……。直接の治療は二度目か、三度目から始めるようにしてますよ」


「へー、そっか。俺、ガキの頃ころセンセに治療してもらいたかったな」


　そうしたら、こんなに歯医者を嫌いにならずにすんだかもしれない。


「それは無理ですね」


　しみじみしている洋人に、尚哉が困ったように告げる。


「なんで？」


「栗林さんが小学生の頃、ぼくはまだ歯科医じゃありませんでしたから」


　洋人としてはたとえ話のつもりだったのに、尚哉は真しん剣けんそのものだ。


　その生き真ま面じ目めさがおかしくて、妙みように嬉うれしい。


「――センセってば、ほんっといい人だな」


　嬉しい気持ちのまま洋人がニッと笑うと、尚哉は少し困ったように微かすかに口元をほころばせた。


「……えっと、栗林さん。そろそろ治療を始めましょうか」


「ん。あ、洋人でいいよ。名みよう字じで呼ばれんのって慣れてねーんだ」


「じゃあ、洋人くん。今日は歯磨きの指導から始めましょうか」


「あ、それはいーよ。たぶん、もう大だい丈じよう夫ぶ。センセなら、安心だって思うしさ」


「無理しなくてもいいですよ」


「無理してねーって、へーきへーき。椅子倒たおしちゃって」


「そう……ですか？　じゃあ、倒します」


　椅子が倒れ、洋人は仰あお向むけになった。


（うー、やっぱ、まだドキドキすんな）


　今度こそ覚かく悟ごが決まったとはいえ、緊きん張ちよう感かんはどうしても拭ぬぐいきれない。


　白い天てん井じようを睨にらみつけながら、気配と音で尚哉がマスクとゴムの手て袋ぶくろをつけているのを感じとる。


「じゃあ、ライトつけますよ」


　尚哉の手がライトを引き寄せて、顔の前に持ってくる、その直前、


「ちょいと待った！」


　洋人は腹筋をいかしてガバッ！　と起きあがった。


「やっぱり、やめますか？」


　尚哉に聞かれ、洋人がぶんぶんと首を振ふる。


「やる。――でも、喉のど渇かわいちゃってさ」


　緊張しすぎで喉がカラカラだった洋人は、口をすすぐための水が入った紙コップをむんずとつかむと、勢いよくごくごくと飲み干してしまった。


「っ！」


　それを見た尚哉は、思わず噴ふき出した。


　診しん療りよう時間外で、少々気がゆるんでいたのかもしれない。


　水を飲んでしまう患かん者じやもたまにいるが、大たい抵ていは幼い子供か、高こう齢れいのお年寄りだ。


　洋人ぐらいの年代で、しかもここまで豪ごう快かいに飲む患者は、彼が初めてだったのだ。


「す、すみません……」


　マスクをはずし、眼鏡めがねも取って、笑ったせいでにじんでしまった涙なみだを白衣の袖そで口ぐちで拭ぬぐった。


「じゃあ、治療を始めましょうか」


　なんとか気を取り直した尚哉が、眼鏡をなおしながら洋人に微笑ほほえみかけると、洋人はキョトンと狐きつねにつままれたような顔で尚哉を見つめている。


「……あ、笑わないって約束してましたね。すみません。不快でしたか？」


「え、あ？……いや、全然不快じゃねーよ。へーきへーき」


　心配そうに表情を窺うかがう尚哉に、なぜか赤くなった洋人が慌あわてて首を振る。


（あー、ビックリした）


　実をいうと、洋人は尚哉の笑え顔がおに見とれていたのだ。


　噴き出した途と端たん、きつい目元が急にやわらいだ。


　マスクの下から現れた少しふっくらした唇くちびるがほころんで白い歯が覗のぞくと、それまでの冷たそうなイメージが一転して、驚おどろくほど甘い顔立ちに見える。


（このセンセ、よっく見るとすっげー美人じゃんか）


　脱だつ色しよくもせずパーマも当てていない黒い髪かみは清潔そうにサラサラしてるし、顔の造りも凄すごく繊せん細さいだ。


　ただ、あまりにも整いすぎているから、表情が見えないと人形のように硬こう質しつなイメージを受けてしまうのかもしれない。


「あ、ちょい待って」


　治療を始めようとする尚哉がマスクをかけようとするのを見て、もっと尚哉の顔を見ていたかった洋人は、思わず止めてしまう。


「やっぱり、今日はやめておきますか？」


　困ったように目を覗き込まれて、心臓がドキドキした。


「え、いや……。えーっと、よろしく」


　手をピッとあげると、尚哉がまた微笑む。


「大丈夫ですよ。心配しないで、まかせてください」


（やっぱ、綺き麗れいだなー。もっと笑ってくんねーかな）


　マスクの下に隠かくれていく口元を思わず未練がましく見つめてしまう。


（綺麗で、いい人で……。ここに予約入れてもらってよかったなー）


　そんなことを考えながら、恐きよう怖ふ心しんに勝る感情に支配されていた洋人は、無意識のうちにパクッと大きく口を開けていた。








　問題の虫歯は親おや不知しらずだった。


　それ以外にも何カ所か虫歯になっている歯もある。


　レントゲンを撮とり、歯の状態を確かめた尚哉は、洋人と相談した上で問題の虫歯を抜ぬいた。


「洋人くん、これどうぞ」


　帰り際、尚哉は受付のカウンター内から、新品の歯ブラシを出して洋人に渡わたした。


「ホントは治療が終わった後にあげるんだけど、学校用に」


「へ？　なんで？」


「歯の治療を受ける前には、歯を磨くこと。――歯医者に縁えんがなかったせいで、うっかりしてたんだろうけど、次回からよろしくね」


「そっか。りょーかい」


「次回の予約は……、やっぱり四時くらいがいいのかな？」


　予約状じよう況きようを入力したパソコン画面をチェックしながら、尚哉がいう。


「いやかも」


　まつげ長いなと、尚哉のふせた目元に見とれてぼんやりしていた洋人は、思わずそう答えていた。


「もう治療したくない？　でも、他ほかにも小さな虫歯があるし、この機会に治療した方がいいよ。治療の跡あとは、ちゃんと目立たないようにしてあげるから」


「え、あ、そーじゃなくてさ、最後に回してもらった方がいいなーって思って。――ほら、また口開けらんなくなったら、次の人に迷めい惑わくかかんだろ？　さ、最後だったら、そーいう心配もないかなーって……」


　今日のように最後に治ち療りようしてもらえれば、次の人を気づかわなくてすむからその分ちょっとだけ長く、この綺麗な人を見ていられるかも、という下心がいわせた噓うそだった。


　洋人とつきあいの長い人だったら、ソワソワした様子から噓だと見破っただろうが、尚哉にはそこのところがわからない。


　けっこう細やかな気き遣づかいができる子なんだなと感心していた。


「じゃあ、一週間後の七時三十分でどうかな？」


「その日ならだいじょーぶ」


「じゃあ、決まりだね。――あ、それと、血が止まるまでなにも食べないようにね。水も、うがいも駄だ目め。抜ばつ歯し跡あとは傷口と一いつ緒しよだから、かさぶたをつくってあげる必要があるんだ。うがいとかして血を綺麗に洗い流しちゃうと、傷口がむき出しになって治ち癒ゆが遅おそくなるし、場合によっては酷ひどく痛むことがあるからね」


「りょーかいっす」


「それとかなり炎えん症しようを起こしてる状態のままで抜いちゃったから、熱が出る可能性があるんだ。ちょっとでも変だと思ったら、すぐに電話してください。診察券に夜間用の電話番号も書いてあるから……。二日たっても痛みと腫はれがひかないときにも電話してね。待つ時間があるときは、直接来てくれてもいいし」


「ん」


「では、お疲つかれさまでした」


「ん。――じゃ、センセ、一週間後にまたなー」


　ニッと嬉うれしそうに笑って洋人は帰っていった。








（大きな犬みたいだ）


　尚哉は、一人で後片づけをしながら、洋人のことをそんな風に考えていた。


　人なつこくて、話しかけると酷く嬉しそうに尻しつ尾ぽを振る大型犬のイメージ。


（本気で笑ったのって、随ずい分ぶんと久しぶり……）


　不思議と気持ちが和なごんでいる。だが、歯科医としてあの態度はまずかった。


　患者の失敗を笑っちゃいけない。次回はもっと気を引き締しめてかからないと……。


　そう思う端はなから、頰ほおがゆるんでしまう。


　ああいう子は、対人関係で悩なやんだことなんてないんだろうなとも思う。


　ちょっとだけ、羨うらやましかった。








　一方、洋人はもらった歯ブラシを握にぎりしめて、ウキウキと家に帰った。


　麻ま酔すいがまだ効いているし、痛み止めも飲んだから抜歯後の痛みはまだほとんど感じていない。


　その日、前日の寝ね不ぶ足そくもたたって、洋人は倒たおれ込むように眠ねむりに落ちた。





　――そして、夢を見た。


　夢の中、洋人はあの綺麗な人に、身み振ぶり手て振ぶりをくわえながらなにか一いつ生しよう懸けん命めいになって話をしていた。


　話しかけるたびに、綺麗な人が微笑ほほえむ。


　目元が和み、唇に甘い笑えみが浮うかぶ。


　硬かたい花のつぼみがほころぶのを連想させるような微笑み。


　甘く香かおるような笑みにつられて、微かすかに開いた唇に、唇で触ふれてみる。


　唇を離はなし表情を窺うと、綺麗な人はやっぱり微笑んでいて……。


　嬉しくなった洋人は、また唇に触れた。


　今度は甘い笑みを浮かべる唇の隙すき間まからのぞく白い歯に触れ、舌を絡からめる。


（……あまいや）


　花の蜜みつを吸っているみたいだ。


　夢の中、洋人は夢中になって、甘い唇を味わい続けた。







★







　一週間後、予約の時間ぴったりに香か久ぐ山やま歯科医院を訪れた洋人を、山下がにこやかに迎むかえ入れた。


「抜歯したんだってね。後で痛まなかった？」


「へーきへーき。腫れも次の日にはひいたしさ。抜いてもらってよかったぜ」


　頰の腫れは確かにひいたが、あの日以来心臓が腫れているような感覚がある。


　いつもいつもドキドキしていて、ここに心臓があるなとわかってしまうのだ。


「洋人くん、こんばんは」


　診察室のドアが開いて、尚哉が顔を出す。


（あ、マスクしてねーや）


　尚哉の顔を見た途と端たん、あの夢を思い出して洋人の心臓がドクンと大きく震ふるえた。


「ども」


　今日も綺き麗れいだなと、嬉しい気持ちのままにニッと笑うと、つられたように尚哉も口元をほころばせた。


「中にどうぞ。――山下くん、その計算終わったら、今日はもうあがってもいいよ」


「は～い。じゃ、洋人くん、頑がん張ばってね」


「おう！」


　一週間前に治ち療りようを怖こわがっていたとは思えないほど、やる気満々の返事をしながら診察台へ向かう。


「今日は、今後の治療計画の説明からしますね」


「ん」


「前回検査した結果なんだけど、抜いた親不知をのぞいて、奥歯のほうに合計五本虫歯がありますね。で、うち四本は軽い虫歯です」


　こことここ、と尚哉が前回に撮ったレントゲンをペン先で示しながら説明する。


「これの治療と、歯石取り、歯のクリーニングを行います。で、残りの一本なんですが、ここ、左下の親不知なんですね。虫歯はかなり進行してます。治療も可能ですが、親不知は場所が場所だけに磨みがきにくくて虫歯になりやすいし、ぼくとしてはこの機会に抜ぬいてしまうことをおすすめしますが……。どうしますか？」


「抜く」


「じゃ、その方向で……。右側と一緒で、綺麗にまっすぐ生えてますから、抜くのもそんなに辛つらくないと思います。――えっと、今回を含ふくめないと治療にかかる日数は七日ですね」


「え？」


「もっと短縮した方がいいですか？」


　聞かれて、洋人は首を振ふる。


「いや、それでいい」


（逆だって。――あと七回しか会えねーなんて、なんかスゲーいや）


　虫歯が治ればここに来る理由はなくなる。


　そしたら、この綺麗な人を見る機会もなくなるわけで……。


（他にも会える場所、確保できねーもんかな）


「じゃ、治療を始めましょうか」


　無情にも、尚哉の口元をマスクが覆おおう。


　恨うらめしげにマスクを見つめながら、洋人はグルグルと考えていた。








「なあ、センセ。焼き肉好き？」


　治療が終わり、受付のカウンター越ごしに次回の予約の確認をした後で、洋人は思いきっていってみた。


「え？　焼き肉？」


「んーとさ、俺、これからメシ食いに行くんだけど、一人だとつまんないから、つき合ってくんない？　奢おごるからさ」


　なるべく早いうちに親しくなって、治療が終わった後も会えるような関係になっておきたい。


　それに、治療中はどうしてもマスクが邪じや魔まで綺麗な顔を堪たん能のうすることができないから、外に連れ出せれば一石二鳥だと考えた結果の誘さそいだった。


（メシ食うのに、マスクは絶対かけねーしな）


　我ながらナイスなアイデアだと、洋人は思う。が、


「ごめんね。肉はあまり得意じゃないんだ。――それに洋人くん高校生だし、患かん者じやさんだしね。奢ってもらうわけにはいかないよ」


　尚哉は酷ひどく困ったような顔をした。


「そっか、そーだよな」


　友達相手だったら有効だけど、年上の社会人相手に奢るってのは失礼だったのかなーと、洋人はしゅんとする。


「えっと、じゃあ、こういうのはどうかな？――ぼくもこれから夕食なんだけど、洋人くんがつき合ってくれないかな。後片づけに少々時間がかかるけど、待てる？」


　そんな洋人をかわいそうに思ったのか、尚哉が逆に誘う。


「ん、待つ待つ！」


　洋人は何度もうなずいた。








「センセ、眼鏡めがねは？」


　ビルの前で待っていた洋人は、戸と締じまりを終えておりてきた尚哉の顔に、マスクだけじゃなく眼鏡もないのを見て、ちょっと嬉うれしくなった。


「軽い近眼だけど、普ふ段だんは矯きよう正せいする必要ないから」


「だったら、かけなきゃいーのに」


「う～ん、それはちょっと……。歯を削けずるとき、どうしてもしぶきとかカスが飛ぶからね。防ぼう御ぎよの役にも立ってるんだ」


「へー」


　並んで歩くと、随ずい分ぶんと身長差があるのに改めて気づかされる。


　身体からだにフィットした焦こげ茶ちや色のジャケットを着ている尚哉は、白衣を着ているときよりずっと小さくて華きや奢しやに見える。


　尚哉が案内したのは、香久山歯科医院から歩いて五分ぐらいのところにある小料理屋だった。


「ここだけど、大だい丈じよう夫ぶかな？」


「あ、俺だったら、なんでも食うからだいじょーぶ」


「そう。よかった」


　店内はカウンター席とテーブル席が三つあるだけで狭せまく、半分ぐらいの椅い子すが埋うまっていた。


　尚哉は普段カウンターに座るのだが、洋人のことを思って壁かべ際ぎわにしつらえられた二人掛がけのテーブルに座る。


「こんばんは、先生。お連れさんといらっしゃるなんて珍めずらしい。――ご注文はどうします？」


　顔かお馴な染じみの女将おかみがお茶を運んできた。


「患者さんなんだ。――ぼくはいつもどおり、適当に。洋人くんはどうする？　なんでも好きなもの注文していいよ」


「センセと一いつ緒しよでいーぜ」


　尚哉はお品書きを広げ洋人に見せたが、洋人はそれを見もしないで答えた。


「う～ん、それじゃあ、ちょっと……」


「足りなそうねぇ……。適当に見み繕つくろいましょうか？」


「頼たのみます。あ、お肉が好きなんだよね？」


「ん、煮に魚ざかな系はちょい苦手かも」


「承うけたまわりました。少々お待ちくださいね」


　女将がにこやかに微笑ほほえんで立ち去った後、洋人は、背もたれに寄りかかると狭い店内をぐるっと見み渡わたした。


「ここ飲み屋ってわけじゃねーんだ」


「どっちかっていうと、食事メインで軽く一いつ杯ぱいって感じのお店だね。常連さんには単身赴ふ任にんの人が多いっていってたし」


「センセは飲まねーの？」


「う～ん、お酒は苦手で。洋人くんは？」


「え、俺？　へへ、いちお、高校生だし」


　飲めるけど、一応遠えん慮りよしとこうという意味で笑って誤ご魔ま化かしながらいったのだが、尚哉には通じなかったらしい。


「あ、そうか、飲まないよね」


　と、あっさり受け流された。


「煙草たばこも吸わないみたいだし、いいことだと思うよ。少なくとも成長期が終わるまではね」


「煙草吸わないって、なんでわかんだ？　俺、いったっけ？」


　洋人が煙草を吸わないのは事実だ。


　中学生の頃ころに勧すすめられて一口吸ったことがあるが、その苦さに閉口して、以来一度も吸ってない。


「歯の状態を見れば大体はわかるよ」


「あ、そっか。さすがプロ。――やっぱ、煙草吸うと歯が黄色くなんの？」


「そうだね。あと、吸う年数が長くなると歯ぐきにも影えい響きようが出てくるよ。たとえばね――」


　これ幸いとばかりに尚哉はこの話題に飛びついた。


　元々、仕事以外のことで、あまり親しくない相手と二人きりで話をするのは苦手なのだ。


　洋人があんまりがっかりしているから、つい自分から誘ってしまったが、正直いってどうしようかと内心焦あせってもいた。


（よかった。ちゃんと興味持ってくれてる）


　こちらのいうことに大きくうなずいたり、驚おどろいてパチパチと何度も瞬まばたきしたり、表情豊かな洋人の反応が嬉しい。


　調子に乗って延々と歯の話を続けていると、料理を運んできた女将に、「講義中、失礼しますね」とからかわれてしまった。


「お、うまそー」


　山盛りキャベツが添そえられたカツと、貝柱と大根のサラダ。焼き鳥の盛り合わせと茶ちや碗わん蒸むし……。


　次々と目の前に並べられていく料理を見て、洋人が嬉しそうに顔を輝かがやかせる。


「多すぎるかしら？」


「ヘーキヘーキ。全然ＯＫ」


「よかったわ。――それじゃ、ごゆっくりどうぞ」


「へ？」


　洋人は、微笑んでカウンターへと戻もどっていく女将を不思議そうに見送る。


「どうかした？」


「あ、だって、センセの少なくない？」


　肉が苦手だという尚哉の前には、野菜が添えられた焼き魚と海かい藻そうの酢すのものしかない。しかもご飯の盛りも、洋人のそれと比べて五分の一程度だ。


「このカツ、一個あげよっか？」


「ありがとう。でも大丈夫。元々小食だから、これで充じゆう分ぶん」


「マジで？　ダイエットとかしてんじゃねーの？」


「してないよ。ダイエットなんて。――食べようか」


「ん。いっただっきます」


　ぱんっと音をたてて両手を合わせてから、洋人は勢いよく食べ始めた。


　ダイエットを連想するあたり、やっぱりモデルなんだなと妙みようなところで感心しながら、尚哉も箸はしをとる。


「センセ、いっつもここで夕飯食ってんのか？」


「週の半分ぐらいは。あとは適当に自じ炊すいかな。――洋人くんは？　今日はご両親が不在だったの」


「あ、うち母子家庭」


「え、あ、ごめん」


　余計なことを言わせてしまった。


　戸と惑まどう尚哉に、洋人はニッと笑いかける。


「気にしない気にしない。――でもさ、かーちゃん忙いそがしいから、滅めつ多たに家には帰ってこねーんだ。普ふ段だんは家政婦さんがメシ作ってくれんだけどさ、バイトのある日はバイト先の人と一緒に食ったり、あとは友だちん家ちに転がり込んだりとか、色々。でも、センセーがここつかってんなら、俺もこれからここ来よっかなー」


「そう？　お客さんが増えて女将さんも喜ぶよ」


「女将さんが喜ぶか、ん、まぁ、そーだよなー」


　洋人が、へへへーと口先だけで笑う。


「家からも近いし、料理もうまいし。センセ、いいトコ教えてくれてサンキュー」


「……あ、うん。どういたしまして」


　サンキューという割には、洋人の表情が微び妙みようにかげっている。


（なにか……、気に障ったのかな）


　ガツガツと食べることに専念しだした洋人を見ながら、尚哉は悩なやんだ。


　どうやったら自分の気持ちがうまく伝わるんだろうと尚哉が悩むのは、裏を返せば、自分が相手の気持ちをうまくくみ取ることができないからなのだ。


　単純にいってしまえば、尚哉は人の感情の機微にうとい。


　自分もわかってないのに、相手にわかることを期待するのはフェアじゃない。


　そう思うから、一いつ生しよう懸けん命めい言葉を探すのだが、いい言葉がどうしても見つからなくて、結局なにもいえないまま黙だまり込んでしまうのがいつものパターンなのだ。


（やっぱり、失敗だったな）


　こんなことなら誘さそうんじゃなかった。


　食べる気もなく残っている料理を箸先で崩くずしながら後こう悔かいしていると、「ごっそさまでした」と箸を置く音がした。


「え、もう食べ終わったの？」


　洋人の前に並べられた皿にはキャベツの欠片かけら一個、米一ひと粒つぶ残っていない。


「いい食べっぷりねぇ」


　タイミングを見計らってお茶を運んできた女将が、感心したようにいう。


「多すぎるかしらと思ったんだけど……。逆に足りなかった？」


「へへ、もちょっと食えるかも」


「あら、じゃ、栗くりご飯があるんだけどいかが？　それとも、思い切ってどんぶり物の方がいい？　親おや子こ丼どんだったらすぐにできるけど」


「親子丼がいーな。よろしく」


　愛想よく笑う洋人からは、さっきの微妙なかげりは消えていた。


　気にしすぎるあまり、過か敏びんになっているのかもしれない。


　もともと、治ち療りようが終われば会う機会もなくなる相手なんだし、気分を損ねたからといって気にする必要なんてなかったのに……。


（どうかしてるな）


　自じ嘲ちよう気味に微笑んでから、尚哉は食べ残した料理に箸をのばした。


　しばらくすると、洋人の前に親子丼が運ばれてきて、洋人が嬉き々きとして食べ始める。


「凄すごい食欲だね」


　尚哉は食後のお茶をゆっくりとすすりながら感かん嘆たんのため息をついた。


　すでに平均的な食事を一食分食べ終わっているとは思えない勢いだ。


「いつもこんなに食べるんだ」


「ん。弁当とか買うときは二個以上買うし。でもって、食後のデザートは別腹だし」


「デザート？」


「俺、甘いもの大好きでさ、毎晩駄だ菓が子しとかチョコレートとか食ってんだ。――そのせいで虫歯になっちまったし」


「それは関係ないよ。問題は歯は磨みがき。食後三十分以内に歯磨きするのが理想的なんだけどね」


「……寝ねる前に布ふ団とんの中でお菓子食っちゃうってのはさすがにまずいんでない？」


「………それは、かなりまずいよ。それで虫歯があの程度だってことの方がビックリだね。歯質と、あと口内細さい菌きんのバランスがいいのかも。普ふ通つうだったら、もっとボロボロになっててもおかしくないよ」


「そーなんだ」


「うん。――あ、でも、だからって油断しちゃ駄目だからね。今回の治療が終わったら、半年に一回、検けん診しんを勧めるハガキ出すから、なるべく来るようにね。歯石を定期的に掃そう除じすれば、虫歯予防に繫つながるし」


「半年に一回？」


「うん。一年に一回の方がいいならそういう風にするけど」


「ダメダメ。半年に一回がいい」


「じゃ、山下くんにそういう風に伝えとくよ」


「よろしく～」


　洋人はニッと嬉うれしそうに笑うと、また一心不乱に食べ始めた。


　どうやら歯医者嫌ぎらいを完全に克こく服ふくしたらしい。


　初回の治療で、あんなに怯おびえていたことを思うと歯科医として喜ばしい限りだ。


（でも……、咀そ嚼しやく回数が少ないなぁ）


　口いっぱいにご飯を搔かき込んで、五、六回嚙かんだだけで飲み込む洋人。


　歯科医の立場から見れば、少々問題のある行こう為いだが、尚人は注意する気になれなかった。


　実にうまそうに食べている洋人の邪じや魔まをするみたいで嫌いやだったからだ。


（出された物を食べきれなくて困ったことなんてないんだろうな）


　尚哉はといえば、子供の頃ころから必ずといっていいほど食べきれずに、情けない思いばかりしていた。


　最初の悪夢は小学校の給食。


　お腹なかいっぱいになるまで食べても、トレーに載のった料理はまだまだ残っていて、注意されるのが嫌で無理に口へと押おし込んで飲み込んでいた。


　外食の機会が増えるようになってからは、誰だれかと食事するのを極力避さけるようにしていたし、たまにそういう機会があっても、胃の調子が悪いとか、軽く食事を済ませたばかりだとか噓うそをついて誤ご魔ま化かしていた。


　この店をちょくちょく利用するのは、女将おかみが尚哉の食事量を理解してくれて食べきれる量を出してくれるからだ。


　普通の定食屋だとこうはいかない。決して不味まずいせいじゃなく、食べきれずに料理を残しても、それを店の人に説明するのも変だから、罪悪感を感じるまま逃にげるように立ち去る羽目になる。


（まったく、羨うらやましいな）


　どこもかしこも頑がん丈じようにできてると自じ慢まんげにいった洋人。


　そんな彼の旺おう盛せいな食欲は、強い生命力のあらわれなんだろう。


　尚哉は憧あこがれめいた気持ちを抱いだいて、どんぶりを手に持ち、かき込むようにして親子丼を食べている洋人をぼんやりと眺ながめていた。


「……センセ、どしたの？」


「え……。なにが？」


　いきなり声をかけられて、はっと我に返る。


「なんか、スゲー楽しそうに笑ってるからさ」


　そういう洋人の方が嬉しそうな顔でニッと笑っていて、つられた尚哉はさらに笑えみを深くした。


「美味おいしそうに食べてるなぁと思って。――あ、お弁当がついてるよ」


　洋人の唇くちびるの端はしに米粒がくっついていた。


　尚哉は手を伸のばして指先で米粒を取り、ちょっとした悪戯いたずら心を起こし、何気ない振ふりを装って、そっとかすめるように洋人の唇に触ふれてみる。


　それは、健康的に明るく笑うその唇にちょっとだけ触れてみたいという、ホントにちょっとした気まぐれだったのだ。


　それ以外の気持ちなんてなかったのに。


「さんきゅ」


「え……」


　戻もどしかけた指を、米粒ごと洋人にパクッとくわえられ、ドクンと大きく心臓が鳴った。


　慌あわてて手を戻して、テーブルの下に隠かくす。


「へへ、よくやるんだよな、これ。バイト先の双ふた子ごのねーちゃんたちにも、落ち着いて食べろって叱しかられるし」


　照れくさそうに微かすかに頰ほおを赤くした洋人がニッと笑った。


「そ、そう……」


　テーブルの下の指が熱い。


（落ち着け、落ち着けったら）


　治療することを思えば、これぐらいの接せつ触しよくなんてたいしたことないのに動どう揺ようするなんてどうかしている。


「バイト先ってモデルのこと？」


「そ。幼よう稚ち園えん児じの頃からやってんだ」


「そんな小さい頃から働いてたんだ。偉えらいね」


「へへ、いや、でも働いてるっていうより、託たく児じ所のノリに近かったかもしんねーし」


　誉ほめられたのが嬉しかったのか、話題を振られたのが嬉しかったのか、洋人は楽しそうにバイト先の人間関係を話し出した。


　動揺していた尚哉は、相づちをうって話を聞くふりをしたものの、内容を半分も聞いちゃいなかった。


（なんで、こんなこと……）


　指をくわえられた瞬しゆん間かん、覚えのある感覚が指先から広がった。


　ほんの一瞬のことだったが、その程度のことで反応した自分がショックだった。


　よりによって患かん者じや相手に、セクシャルな感覚を覚えるなんて……。


　しかも相手は高校生。


　外見だけ見れば、自分よりずっと完成された男らしい体格をしてるけど、話した限りでは内面はてんで子供。


　無む邪じや気きで、人なつこいだけの子供なのに……。


（だから、なのか…な）


　コンプレックスを刺し激げきする対象を毛け嫌ぎらいする人もいるが、尚哉はその逆だった。


　むしろ自分にはないものを持つ人に、憧れめいた気持ちを持ったりもすることが多い。


　以前、そんな憧れが高じた結果、同性同士だというためらいさえも感じないままにつき合った相手も、自分とは正反対のタイプだった。


　そういう意味では、洋人もまた自分とはまったく違ちがうタイプの性格だ。


　尚哉にとって、羨ましくまぶしい存在であることに違いはない。


　だから、つい昔のことを連想して思い出してしまったのかもしれない。


（情けない……な）


　それに、懲こりてないなとも思う。


　自分とは正反対の、明るくて力強いタイプの人間に憧れめいた感情を抱いてしまうのは仕方ない。


　が、必要以上に親しくなるのは、もう止やめようと以前の恋こい人びとと別れたときに誓ちかったはずだった。


　友情であれ、愛情であれ、そういうタイプの人と自分とがうまくいくはずがないのだ。


　自分の気持ちすら上じよう手ずにいえず、口ごもった挙げ句、黙だまり込むような優ゆう柔じゆう不ふ断だんな自分は、彼らのようにはっきりした気性の持ち主からはかなり歯は痒がゆく感じられるらしい。


　いずれ苛いら立だつようになって愛想を尽つかされるのがオチなんだと、手て酷ひどい痛みと共に学習したはずだったのに……。


（こういうの、もう止めよう）


　楽しげにバイト先の人間関係を説明する洋人に相づちをうちながら、尚哉は思った。


　これからは診しん療りよう所じよ内だけのつき合いにとどめるようにしよう。


　かわいそうだからなんて情にほだされて洋人につき合うのはこれっきり。


　自分にはない洋人のおおらかさや明るさに惹ひかれている自覚があるだけに、尚なお更さらだ。


　尚哉は、店内が混こみ始めて待っているお客さんが現れだしたのを機に、洋人を促うながして店を出た。


　店の前で別れる間際、


「また一いつ緒しよにメシ食ってよ」


　と洋人にいわれ、


「予定が入ってなかったらね」


　と曖あい昧まいに答えた。


　はぐらかされたのだと気づかない洋人が、例の如ごとくニッと嬉しそうに笑う。


　尚哉にとっては、かなり痛い笑みだった。







★







「ヒロト。この後、暇ひま？」


　スタジオでの撮さつ影えい終しゆう了りよう後ご、マネージャーの才籐やスタイリストの双ふた子ごと共に撤てつ収しゆうの準備をしていたら、洋人と大差ない長身のスレンダーな美女が背後からいきなり抱だきついてきた。


「美味しいケーキ買ってあげるから、ちょっとつき合ってよ」


「んー？　今日はちょっと……」


「用事ある？」


「ん、そ」


「残念。――またね」


　洋人の先せん輩ぱいモデルでもある美女はあっさり引き下がって去っていく。


「冷たいんだ。彼女、今日はこのスタジオの仕事入ってないのよ」


　双子の姉、亜矢が肩かたをすくめる。


「え、マジ？」


「そうよ。事務所で洋人のスケジュールチェックしてわざわざ来たんでしょうけどねぇ。ふられちゃっていい気味」


　亜矢は、弟の声に眉まゆをひそめた。


「ちょっと、亜希。そーいうこといって敵増やすのやめてよね。あんたとあたしは運命共同体なんだから。いつもいつもフォローする方の身になってよ」


「だって、あの女、好きじゃないんだも～ん。胸なんか、あたしと大差ない癖くせにさ」


「彼女、確かにまな板だったかも……」


　彼女に何度も誘さそわれて遊んだことがある洋人が、記き憶おくを辿たどりながらボソッというと、「ばか」と、二方向から拳こぶしが飛んできた。


「いてっ。なにすんだよ」


「そういうことは人前でいわないの！　最低限の礼れい儀ぎってもんでしょ！」


　プリプリと怒おこった二人は商売道具を手に、「お先に」とスタジオから出ていく。


「殴なぐるほどのことかよ」


　グラビア系のモデルならともかく、件くだんの美女は本格的なファッションモデルなのだ。スレンダーな体型は、むしろ彼女にとっては美点だろう。


「嫉しつ妬と半分ってトコだろう」


　壁かべにもたれたまま成り行きを見守っていた才籐が、愉ゆ快かいそうに笑った。


「内心、可愛かわいい弟分を脇わきからしゃしゃり出てきた女に取られたみたいで面おも白しろくないのさ。――で、この後どこに行くんだ？　事務所に帰るついでに送ってやるよ」


「あ、あれ、ウソ。用事なんてないし、ちょい寝ね不ぶ足そくだから、帰って寝るだけ」


「寝るだけって……。虫歯はもう痛まないんだろう」


「ん、もう全然ヘーキだけど」


「じゃあ、なんでさっき断ったんだ？」


　才籐の立場からすれば、洋人の女遊びはあまり好ましくはない。だから、断ってくれたのは喜ばしいことなのだ。


　が、基本的に人なつこい洋人が、遊び慣れた相手を寝不足程度の理由で断るなんて、少々奇き妙みような感じがする。


「そういえば、お前、ここ二、三日元気がなかったな……。腹でも痛いのか？」


「別に……。ただ、今日はたたないんじゃないかなーって思ったからさ」


「……え？……まさか、そっちの具合が悪いのか？」


「どこも悪くねーよ。たださぁ、夢を見るんだ」


「どんな？」


「んー？　スゲーきれいな夢。……ちょっとエロいけど」


「エロいって、どんな？」


「んー？　だからさぁ、服脱ぬいでく夢。それも、ただ脱ぐんじゃなくて」


　洋人は、しゃべりながらシャツのボタンをはずした。


「――こう、じらすみたいにしてじわりじわりと脱いでくんだよなー」


　流し目のオプションつきで右肩をさらけ出した途と端たん、スタジオ内にきゃあきゃあと時ならぬ黄色い声があがる。


「わかった。わかったから、ただで色気を振ふりまくな。勿もつ体たいない」


　才籐は慌あわてて洋人の服を元に戻もどした。


　声の届く範はん囲いに人はいないものの、スタジオ内には見学客を含ふくめ、まだかなりの人が残っていたのだ。


　念のため、才籐は声のトーンを抑おさえた。


「それは……一種の欲求不満じゃないのか？」


「そーなのかなぁ」


「それ以外に考えられるか。そういうことなら、なんでさっき断ったりしたんだ」


　才籐の責めるような口調に、洋人はむっとふくれた。


「なんだよー。いっつも嫌いやな顔してた癖に」


「時と場合による」


「ずりーの。――でもさぁ、彼女とじゃ、きっと駄だ目めなんじゃねーかな。いま、俺の頭ン中、あの人でいっぱいだからさ」


「あの人って、その夢に出てくる人のことか？」


「ん。すっげー美人なんだ」


「実在の人物なんだろうな」


「ったりめーだろ。ヘンタイ扱あつかいすんなよ」


「だったら、直接その人の所に行ってなんとかしてこい」


　洋人がその気なら、大たい抵ていの女は落ちるだろう。


　そう考えて、才籐は発はつ破ぱをかけてみたのだが逆効果だった。


「……なんとかっていわれてもなー」


　いきなり洋人が萎しおれ、大きなため息をついた。


「なにをしたらいいのか、さっぱりわかんねーんだって」


「向こうにその気はないのか？」


「んー。そういう対象に見られてないのは確かっぽいよ。たぶん嫌きらわれちゃいないみたいだけどさ……」


　語ご尾びに、深いため息がまじる。


　才籐が知る限り、洋人が対人関係に悩なやんでため息をつくのはこれが初めてだ。


　一ひと際きわ目立つ容姿と、その明るい素直な気性のせいもあって、洋人はどこに行ってもすぐに皆みなに好感を持って迎むかえられるのが常だったから、悩む必要なんてなかったのだろう。


　それが今、こんなに萎れて悩んでいる。


（これは、もしかすると……。いや、でも、まさかなぁ）


　ふと、非常に奇妙な考えが脳裏に浮うかぶ。


「なぁ、洋人。変なこと聞くようだけど、お前、自分から誘ったことってあるか？」


「ないよ」


「じゃあ、誘いたいと思ったのは？」


「あー、あの人が初めてかも」


「そうなのか？」


　才籐が知る限り、洋人は、中学生ぐらいの頃ころから遊び相手には事欠かない生活をしていた。


　誰だれか一人に絞しぼることはなかったようだが、長期間つき合いが続いている相手も少なからずいたはず。


　だから、今さらそんなこと、あるわけがない。


　あるわけがないと思いはするのだが……。


「…………なぁ、もしかして、それって――初はつ恋こい？」


「へ？」


　恐おそる恐おそる才籐が聞くと、洋人はキョトンとした顔で見つめ返してきた。


　そして、次の瞬しゆん間かん、ボンッと、その顔が真っ赤になる。


「あ、そっか。……だから、あんな夢見たり、気になってしょーがなかったりすんだ」


　真っ赤になったままで、呆ぼう然ぜんとしたように洋人が呟つぶやく。


　才籐は、しくじったと猛もう烈れつに悔くやんでいた。


（自覚してなかったのか……。最悪だな。これは）


　バイトじゃなく、本職としてモデルをやらないかと説得する機会を窺うかがっていたのに、なんともタイミングが悪すぎる。


　この一件が片づかない限り、いくら説得しても身を入れて聞いちゃくれないだろう。


「家に帰るんだろう？　車で送る」


「ん」


「途中で、なんか食べてくか？」


「ん」


　才籐は呆然としたまま心ここにあらずといった状態の洋人の背中をつついて促うながしながら、スタジオを出た。


　片思いをしていると本人が自覚してしまった以上、これからはここ二、三日の不調どころではすまなくなるかもしれない。


　情じよう緒ちよ不安定に陥おちいられたら、非常にまずい。


　とりあえず、どんな形であれ、この初恋の決着がさっさとつくように背中を押してやろう。


　うまくいくかどうかはわからないが、中ちゆう途と半はん端ぱな状態で過ごすよりはマシだろう。


　厄やつ介かいごとはさっさと片づけるに限る。


（プライベートにはあまり口出ししたくなかったんだが、まぁ、しょうがないか）


　帰りの車の中、ぼうっとしたまま一言も口をきかない洋人を横目で眺ながめ、才籐は苦笑いしていた。








　――夢の中、その綺き麗れいな人は、やっぱり甘く微笑ほほえんでいた。


　洋人が綺麗な人との甘いあま～いキスをうっとりと味わっていると、不意に肩かたを押されて遠ざけられた。


　キスが嫌だったのかなと不安になって表情を窺うかがっても、綺麗な人は、黒い涼すずやかな瞳ひとみで洋人を見つめ、やっぱり微笑んでいて……。


　でも、嬉うれしくなって抱だき寄せようとすると、するりと身をかわされて逃にげられる。


（なんで……）


　洋人の困こん惑わくにはお構いなしで、綺麗な人は洋人を見つめたまま、探るように白衣のボタンに触ふれ、一個一個ゆっくりとはずし、脱ぎ捨てた。


　次いで、その指がシャツのボタンにかかる。


（え、あの、センセ……）


　第二ボタンだけを残してシャツのボタンを全部はずした綺麗な人は、自分の胸むな元もとを見つめるように俯うつむく。


　その指が、開いたシャツの前から中へと滑すべり込んでいく。シャツ越ごしに、その指が赤い実を探って微かすかに動いているのがわかる。


　綺麗な人の唇くちびるから、さっきまでの甘い笑えみが消え、切なげな吐と息いきが零こぼれて……。


（っ……）


　洋人は生なま唾つばを飲んだ。


　シャツに隠かくれて見えない分だけ、よけいにエロく感じてしまう。


　ちょっと手を伸のばせば、簡単にシャツを脱ぬがせられて、直接触れることもできる距きよ離りに自分がいるというのも、なんとも微び妙みようで歯は痒がゆくて、そそられる。


　触さわりたい。


　けど、手を伸ばした途端に、また身をかわされるかもしれない。


　嫌いやがられるかもしれない。


　中途半端に腕うでを前に出した状態で、洋人がグルグルと苦く悩のうしていると、いきなり綺麗な人が自分から腕の中に飛び込んできた。


（うわっ）


　もう、我が慢まんの限界だった。


　嫌がられようがかまわない。


　直接、隠されたその肌はだに触れたかった。


「センセ、ごめん！」


　思いのままにギュッと抱きしめた、そのとき。


「――あ、あり……？」


　洋人は自分の声で目を覚ました。


「あー、また未み遂すいじゃんか」


　いつの間にか腕の中に抱きしめていた羽根枕まくらを、洋人は寝ね転ころがったままで部屋の隅すみまで蹴け飛とばした。


　これが、この夢のいつものパターン。


　これからという肝かん心じんなときに、いつも目を覚ましてしまうのだ。


　その度に、勿もつ体たいないと思う気持ち半分、ホッとする気持ち半分で、洋人はかなり複雑な心境になる。


（夢でやっちゃったって、虚むなしいだけだしなぁ）


　昼間の才籐との会話で、尚哉への恋心を自覚してしまってからは、そんな思いの方がよけいに強くなってしまったかもしれない。


　夢の中の尚哉は、洋人にとって都合のいい妄もう想そうでしかないわけだから、それじゃあ自じ慰いと何ら変わらないし、なにより、尚哉に対して随ずい分ぶんと失礼なことをしているような気がして罪悪感を感じてしまう。


（やっぱ、早いトコなんとかしねーと）


　こんな調子で毎晩夢を見て、飛び起きてばかりじゃ睡すい眠みん時間が減る一方だ。


　それに、歯医者に通える日数は限られているのだ。


　もたもたしてると、悶もん々もんとしたままで治ち療りよう最終日を迎えかねない。


　ふられる可能性も考えてはみたが、それでも今の状態よりはマシかもと思う。


　夢の中の尚哉が、焦じらすように振ふる舞まうのは、きっと自分が尚哉の気持ちを測りかねているせいで、はっきりふられれば夢の中の尚哉も現実と同じように振る舞ってくれるんじゃないか。


　それはきっと、もの凄すごく寂さびしい夢だろうけど、それでも、尚哉の気持ちを無視した夢を見続ける罪悪感を思えば、そっちの方がマシなような気がする。


（でもなぁ、告白って、どーやったらいいんだろ）


　才籐にあれこれとレクチャーされたものの、洋人的にはいまいちしっくりこなかったのだ。


「まいったなー」


　暗い部屋の中、洋人はぐるぐると悩なやみ続けた。








　悩みに悩んだ挙げ句、治療日がきてもいい案は浮うかばなかった。


　どうしようもなくなった洋人は、仕方なく、才籐の出した作戦を実行に移すことにした。


　年上の和風美人で仕事熱心で凄く優しい清せい楚そなタイプだと洋人から説明を受けた才籐が、そういう人はロマンチックな事件に飢うえているに違ちがいない、と自信たっぷりで授けてくれた作戦なのだ。


　が、正直いって非常に気が進まない。


「うっわ、凄い。洋人くんってば、それ、どーしたの！」


　場違いだよなーと、こっそりと背中に隠し持ってきた薔薇ばらの花束は、ドアを開けてすぐにカウンターに座っていた山下に発見されてしまった。


「あ、えーっと」


　仕方なく、洋人はお愛想笑いを浮かべながら花束を胸の前に抱かかえなおした。


「やー、も、洋人くんってばステキ！　赤い薔薇の花束が似合う男をナマで拝んだの、あたし初めて！」


　山下が異常なほど興奮して大おお騒さわぎする。


「なんの騒ぎ？」


　どう反応したものかとためらっている間に、山下の声に驚おどろいた尚哉が診しん察さつ室から顔を出した。


「先生、ほら、あれ」


「わー、随分とゴージャスだね」


「でしょでしょ？　――洋人くん、撮さつ影えいで貰もらったの？」


「ん」


　洋人は、興奮した山下の迫はく力りよくに押されるまま、ついうなずいてしまった。


（才籐さん、やっぱ、これ変だって）


　作戦失敗。


　洋人は仕方なく花束をズイッと差し出した。


「寄付する」


「え、いいの？」


「ん。家に持って帰っても飾かざらねーからさ、ここで使ってやってよ」


「じゃ、遠えん慮りよなく。どうもありがとう」


　尚哉が歩み寄ってきて花束を受け取る。


（あ、ちょっとだけ幸せかも）


　目的からははずれたものの、一応本人に受け取って貰えたのだから……。


「山下くん、飾っておいてね」


　だが、花束はカウンター内の山下にバトンタッチされていった。


「それ飾り終わったら、あがっていいから。――じゃ、洋人くん、準備できてるから診察室にどうぞ」


「ういっす」


　洋人は勢い込んでうなずいた。


（さぁて、どうやって告白しよっかなぁ）


　アイテムの花束がなくなってしまって、告白するきっかけを無くしてしまった。きっかけさえつかめれば何とかなるんじゃないかとアバウトに考えて、告白の言葉すら考えていなかったのだ。


（う～、困った）


　診察台にあがって大きく口を開けながら、洋人はずっと悩んでいた。


　今まで不特定多数のおねーさんたちと遊んできたが、「遊び」という大前提の上に基づくおつき合いでしかないから、まったく参考になりゃしない。


　女子校の女の子たちにお菓か子しと一いつ緒しよに手紙を貰ったりすることもあるのだが、それだってラブレターというよりはファンレターに近いノリのものばかりで、やっぱり参考になりゃしない。


　武志がキザっぽくナンパするのを間近で見たこともあるが、ああいうやり方はさっきの花束と一緒で、生き真ま面じ目めそうなこの人相手には通用しないような気がする。


　グルグルと悩んでいたせいか、治療はあっという間に終わってしまった。


「次回は、来週の木曜日でどうかな？」


「あ、その日は撮影入ってるや」


「じゃ、金曜日は？」


「だいじょーぶ」


「決まりだね」


　薔薇の花が飾られたカウンター越ごしに、次の予約もすんなりと決まってしまう。


（うう、俺って意い気く地じなしかも……）


　このままじゃいけない。


「なぁ、センセ。またメシ食いにいかねー？」


　取りあえず、一緒にいられる時間をもう少し延ばそうと思って誘さそってみたのだが、尚哉はうなずいてくれなかった。


「夕方に暇ひまな時間があってお茶したせいで、お腹なかすいてないんだ。ごめんね」


　ニッコリと綺き麗れいな微笑ほほえみを浮かべながらそういわれると、それ以上強引に誘うことができなくなった。


　と同時に、その綺麗な笑え顔がおをもっと見たくなって、大人しく帰る気にもなれない。


「じゃさ、今、つき合ってる人っている？」


　やけくその勢いで思い切って聞いたら、尚哉は凄く驚いたように黒い瞳ひとみを見開いてから、ちょっと困ったように首を傾かしげた。


「残念ながらいないけど……。それがなにか？」


「俺とどう？」


「どうって……。えーっと、ぼくの性別、男だってわかってる？」


「そんなん、見りゃわかるって。――俺さ、最近ずっとセンセの夢ばっか見んだよ」


「ぼくの……ゆめ？」


「ん。……かなりエロい感じの夢。あ、でも、未み遂すいだから。キスどまりだし。……でも、そろそろ限界っぽくてさ、いつまで我が慢まんできるかわかんねー感じで――だ、だからさ、あの、俺とつき合ってくんない？　この通りだから、お願いします!!」


　洋人はカウンターにゴンッと額がぶつかるまで頭を下げた。








「ちょっ。洋人くん、今もの凄い音したけど、大だい丈じよう夫ぶ？　痛くない？」


　尚哉は慌あわてて立ち上がり、カウンター越しに洋人の肩かたへ手を伸のばした。


「こんぐらいヘーキ。……で、あの、返事は？」


　顔を上げた洋人に真しん剣けんな目で訴うつたえられて、言葉に詰つまる。


（返事っていわれても……）


　正直なところ、尚哉はかなりうろたえていた。


　取り乱さずにすんでいるのは、ここが仕事場だからにすぎない。


　一緒に食事をしたあの日に、自分が洋人に惹ひかれていることを自覚して、これ以上近づかないようにしようと決意していただけに、余計複雑な気分だった。


「……額、赤くなってるよ。ちょっと待ってて」


　診察室から、冷れい却きやく剤ざいのパックを持ってくる。


「これで少し冷やしといた方がいいよ。モデルなんだし、顔に痣あざでもできたら大変じゃないか」


　ほらっとパックを手て渡わたそうとした腕うでをギュッとつかまれて、強く引き寄せられる。


「え、ちょっ？」


　洋人が深くかがみ込み、その顔が近づいてくる。


「ごめん、センセ」


　唇くちびるに柔やわらかいモノが触ふれた。


「……んん」


　驚いて呆ぼう然ぜんとしている隙すきに、大きな手に強引に上を向かされ、より深く口づけられる。


　口こう腔こう内を探る舌の感かん触しよくが生々しい。


　舌を搦からめ捕とられ、くすぐられて、甘い感覚がじんわりと広がっていく。


「…ん…ふ」


　巧たくみなキスに翻ほん弄ろうされて、身体からだの力が抜ぬけていく。


（あ……やば）


　いきなり膝ひざががくっと折れて崩くずれ落ちそうになったが、その前に力強い腕が支えてくれた。


「……センセ、あの、怒おこった？」


　やっと唇を解放してくれた洋人が、腕の力強さとは対照的な気弱げな声と表情で、かがみ込んで尚哉の顔を覗のぞき込んでくる。


「これって……、ちょっと強引すぎない？」


「ごめん。でもさ、俺、マジだぜ。なぁ、俺じゃ駄だ目め？」


　強引に抱だきしめたまま離はなそうとしないくせに、洋人の目はまるで捨てられた子犬みたいに心細そうに見える。


　思わずかわいそうになって、手を差し伸べたくなるぐらいに……。


　こんな目ですがりつかれて見捨てたりなんかしたら、きっとずっと罪悪感にさいなまれることになる。


（こんなのって卑ひ怯きようだ）


　力でも、言葉でも抵てい抗こうできないじゃないか。


「ぼくなんかの、どこがいいの？」


「優しいし、きれいなトコ」


　洋人がはにかんだように笑う。


（優しい？　きれい？）


　突とつ然ぜんの強引なキスに驚おどろき、洋人の願いにふわふわと揺ゆれかけていた気持ちが、一気に冷めた。


（なんだ……。そういうこと……か）


　洋人が優しいと思ってくれるのは、歯科医としての自分だ。


　自分の容姿が平均レベルより上なんだってことは自分でもそれなりに自覚している。


　以前つき合ったことのある恋こい人びとも、この容姿に惹かれて近寄ってきてくれたのだから。


　でも、その彼も、二年もたずに離れていった。


　平へい凡ぼんで臆おく病びような、尚哉の本来の性格に嫌いや気けがさして……。


「センセ……？」


　黙だまり込んでしまった尚哉を、洋人が不安げに見つめてくる。


（キス、上手だったな）


　目立つ容姿と、おおらかで素直な性格の持ち主である洋人のことだ。つき合う相手に今まで不自由したことなんてないんだろう。


（きっと、ちょっとした気の迷いってやつなんだ）


　歯医者嫌ぎらいを克こく服ふくするきっかけを作った自分を偶ぐう像ぞう視ししてるだけか、それとも、今まで自分のようなタイプの容姿の人間が洋人のまわりにはいなくて興味を引かれただけか……。


　そのどちらかなんだろう。


（だったら、少しぐらい夢みたっていいんじゃないかな）


　若いし、めまぐるしく変わる華はなやかな世界で生きている洋人のこと、きっと、そんな気の迷いも長続きしないだろう。


　それなりに満足したら、きっとあっさりと興味を失って離れていくに違ちがいない。


　興味を持ってくれている少しの間だけ、魅み力りよく的な笑え顔がおと力強い腕を感じて、一いつ緒しよに過ごすのも悪くない。


　その間、自分は、歯医者としての営業用の仮面を被かぶって余よ裕ゆうのある大人のふりをしていればいいのだ。


　――誰だれかに必要とされて、愛される。


　捨てたはずの、そんな甘い夢を少しだけ見てみたい。


　最初から夢だと割り切って、なんの期待もしていなければ、別れもきっとそんなに辛つらくないだろうし……。


「ぼくなんかでホントにいいの？」


　見上げて聞いたら、洋人は真っ赤になってコクンとうなずいた。


「センセがいいんだ」


「そう……。じゃあ、とりあえず、一度試してみる？」


　営業用スマイルを浮うかべて微笑ほほえむと、洋人は真っ赤になったまま、何度も何度もうなずいた。








　ぼくの部屋でいいよね？　と誘さそわれて、洋人は診しん療りよう所じよと同じビルの七階にある尚哉のマンションに来ていた。


　先にどうぞとシャワーを勧すすめられ、今はバスタオルを腰こしに巻いただけの格好だ。


（殺風景な部屋だなぁ）


　ベッドに座って、ボトル入りの水を飲みながら、キョロキョロと寝しん室しつ兼けん書しよ斎さいになっている部屋を見み渡わたす。


　仕切を入れれば二部屋は充じゆう分ぶんに取れるスペースの片側にはクィーンサイズのベッドとサイドボード。反対側にはパソコンの載のった大きめの机と大きな本ほん棚だな。


　細かいモノなんかは見えないように収納してあるのだろう。


　機能的というより、あまりにも整理整せい頓とんが行き届いているせいで、生活臭しゆうがしないモデルルームのようなイメージがあって、洋人には少々落ち着かない感じだ。


　スリッパを使うのが面めん倒どうでぺたぺたと裸足はだしのままで移動して、なんか雑誌でもないかなと本棚を物色してみる。が、本棚の中は歯科医の専門書ばかりで、雑誌や漫まん画がの類たぐいは一冊もなかった。


「センセってば、まっじめー」


　背表紙を眺ながめながら思わず呟つぶやくと、いきなり「そう？」と背後から声が聞こえた。


「！」


　気配をまったく感じなかっただけに、飛び上がるぐらい驚いた。


「あー、ビックリした。いつ部屋に入ってきたかわかんなかったぜ」


「たった今」


　バスローブを着た尚哉が、濡ぬれた髪かみを拭ふいたタオルを椅い子すの背もたれにかけて、歩み寄ってくる。


（足音、しないんだ）


　モデルのウォーキングともまた違う、尚哉の静かな歩き方に思わず見とれてしまっていた。


「一口、ちょうだい」


　洋人の手から、ボトルを受け取った尚哉が、美味しそうに水を飲む。


　微かすかに動く白い喉のど仏ぼとけがやたらと色っぽい。


　バスローブの合わせ目に目が吸い付けられそうになった洋人は、慌あわてて視線を上に戻もどした。


「センセ、髪、まだ濡れてるじゃんか。寒くねーの？」


　黒い髪を指で梳すくと、指先に水すい滴てきがついた。


　タオルを取ろうとして歩きかけた洋人を、尚哉が止める。


「このままでいいよ。――どうせ、すぐに熱くなるし」


「え……。あー、うん」


　そーいうことか、と言外の意味を理解した洋人は、ボンッと赤くなった。


　そんな洋人を見上げ、尚哉が愉ゆ快かいそうにクスッと微笑む。


「おいでよ」


　尚哉に腕うでを引っ張られて導かれるまま、ベッドの脇わきに立つ。


　尚哉が自分でバスローブの紐ひもをほどき、バスローブの襟えりに手をかける。


（うわっ）


　夢で見たのとほぼ同じシチュエーションに、洋人の理性がブチッと飛んだ。


　すっぽりと腕の中に収まる華きや奢しやな身体からだを、バスローブごと抱きしめて、ベッドに押し倒たおす。


「……ん」


　なんの抵抗もなく迎むかえ入れてくれる唇くちびるを夢中になって貪むさぼった。


　夢とは違って砂糖の甘さは感じない。


　むしろミントの香かおりのするキスだったけど、感覚的には今までしたどんなキスよりも甘くて柔やわらかかった。


　耳元から首筋、そして肩かた。


　驚くほどに華奢なラインを指先でなぞる。


　喉元にキスを落としながら、バスローブの前を広げ、夢の中では触さわるどころか、見ることさえできなかった赤い実を指で、舌先で、恐おそる恐おそる確かめるようにそうっと味わう。


「や……」


　尚哉の身体がピクンと震ふるえた。


「ここ、嫌いやだった？」


「ちが……。逆……。そんな、腫はれ物ものに触ふれるみたいにしなくていいから。かえってもどかしくて――変になるよ」


「あ、ごめっ。――なんか、緊きん張ちようしちゃって、どうしたらいいかわかんない感じでさ」


　照れ隠かくしにへへっと笑ったら、尚哉は困ったように微笑んだ。


「緊張なんて……。初めてってわけじゃないだろうに」


「んー、でも、ある意味、初めてかもしんないし」


「……ふうん、そうなんだ」


「ん」


　遊びでなら両手両足の指で数え切れないぐらいの相手と寝ねたが、本気で好きだと思える相手に触れるのはこれが初めてだ。


　洋人は、そういう意味で初めてだといったのだが、尚哉は男を相手にするのが初めてなんだろうと完全に勘かん違ちがいしていた。


「じゃあ、お手て柔やわらかにね」


　尚哉が両手を差し伸のべて、洋人の頭を抱だき寄せる。


「ん」


　洋人は生き真ま面じ目めにうなずいて、白い肌はだに実った赤い実に唇を寄せた。


「肌、しろいな」


　しかも、しっとり吸い付くような感かん触しよくが、なんともいえない。


「滅めつ多たに……そとには、でないから。――あっ」


　なめらかな肌をしつこいぐらいに唇と指で探る。


　遊びの相手だったら、こんなにしつこく触れたりしない。効率よく感じさせるためのポイントを探って、そこを重点的に責めるのだが、今の洋人は初めて触れる尚哉の肌に夢中になっていた。


「――ん……っ」


　尚哉の身体は酷ひどく敏びん感かんで、愛あい撫ぶに応こたえるように震え、熱くなっていく。


「あ、ちゃんと感じてくれてるんだ」


　まだ触れてもいないのに、尚哉のモノは反応を示し始めていた。


　すっかり嬉うれしくなった洋人は、直接ソレに触れてみる。


「やっ……あ…」


　二、三度軽く扱しごくと、さらに確かな反応が返ってくる。


「センセも男なんだよなぁ」


　同性のモノに触れて、その反応を確かめて喜んでいる自分が新しん鮮せんで、洋人は思わず呟いた。


「夢とちがう？　きもちわるいなら、今からでもやめていいけ……ど？――ふっ……」


「冗じよう談だん。今さらとまんないって」


　ギュッと握り込み、敏感な部分を親指で擦こすりあげたら、尚哉は切なげな吐と息いきを漏もらして肩にしがみついてきた。


「ふっ……っ」


「センセ、色っぽい」


　ひそめられた眉まゆ根ねがなんともいえない。


「なに、いって。――あっん……ちょっ、待っ……」


　吐息を漏らす微かすかに開いた唇にキスを落としながら、手の中で震えるソレを強く扱きあげ、強引に追いあげた。


「だ……め。はなし……。んっ。――あっ……」


　尚哉は逃のがれようともがいたが、急激な快感に翻ほん弄ろうされる身体はいうことをきかない。


「あっ……も、イク。はな……っ」


「いいよ。このままいっちゃえよ」


　苦しげな表情と、微かに震える赤みを増した濡れた唇が、なんとも切なげでそそる。


　洋人は、魅み力りよく的なその表情に目を奪うばわれた。


「やあっああ……っ！」


　一ひと際きわ強く刺し激げきされ、堪こらえきれなかった尚哉は洋人の肩にしがみついたまま自分を手放した。


「……も……サイテー」


　一方的に追いあげられいかされた尚哉は、羞しゆう恥ち心しんから真っ赤になった。


　乱れる息を整えながら目をあけると、


「んなことねーよ。」


　と、嬉しそうな表情で顔を覗き込んでくる洋人と目があった。


「――イクときの顔、サイコーに色っぽくて綺き麗れいだった」


「――まさか、鑑かん賞しようしてたわけ？」


　あまりの恥はずかしさに、尚哉は真っ赤になる。


　恥ずかしそうに顔を隠そうとした尚哉の両手首を、洋人は片手でつかんだ。


「堪たん能のうさせてもらっちゃいました。――センセ、やっぱ美人だよな。大好き」


　洋人は心底嬉しそうにニッと笑いながら、そんな尚哉の微かに赤くなった目元にキスを落とした。


「お陰かげで、もうビンビン。――なぁ、センセ、ここ使ったことある？」


　手の平で受け止めた尚哉のモノを、洋人は尚哉の後ろに塗ぬり込めた。


「っ……」


　ヌルッと指を挿そう入にゆうして軽く動かしてみる。


「あ……っ」


　息を詰めた尚哉が、ふたたびしがみついてきた。


「ん……ふっ……っ」


　熱く締しめつけてくるその内部で、指をかき回すように動かすと、微かに震ふるえる唇から甘い吐息が漏れる。


「大だい丈じよう夫ぶそうだな。――よかった」


　そこへの愛撫に慣れているらしい尚哉の反応に洋人は安あん堵どした。


　バージンに対してのこだわりは洋人にはない。


　むしろ、バージン相手のセックスは避さけるようにさえしているのだ。


　洋人にとってのセックスは、自分にとっても相手にとっても楽しい行こう為いで、痛がられたりなんかしたら興ざめどころか、罪悪感さえ感じてしまう。


　だから、尚哉にもなるべく痛みを与あたえないよう、焦あせらず時間をかけようと思っていた。


　少しでも長く深く楽しんでもらって、気に入って貰もらいたかったから。


　だが、


「や……んっ……あっ」


　刺激するたびにあがる切なげな声が耳に甘過ぎる。


　強くしがみついてくる尚哉が愛いとおしくてたまらなくなってしまって、ついつい我が慢まんがきかなくなった。


　理性はまだ早いと告げているのに、感情はもういうことをきかなかった。


「…っ、ごめん！」


　尚哉の足を抱かかえ上げ、限界ギリギリに痛いぐらいはりつめたモノを押し当てると、強引に押し込んだ。


「――ああっ……！」


　なんとか根本までおさめたものの、今度は苦しげに眉を寄せる尚哉の表情が気になって、それ以上動けなくなってしまう。


「センセ、大丈夫？　苦しい？」


　ギュッと締めつけてくる狭さに目め眩まいすら感じながらも、洋人は動きたい衝動をグッとこらえ、尚哉の表情を窺うかがった。


「……んっ」


　耳元で聞くと、尚哉は何度もうなずいた。


　やっぱ苦しいのかと不安になったが、肩にしがみついている尚哉の指の力が、引き寄せるように強くなって……。


（――もしかして）


「……あ……や……」


　引き抜ぬこうとしたら、尚哉は嫌々と首を振ふりながら、なおも強くしがみついてくる。


「動くよ」


　求められてるんだと確信した洋人は、ゆっくりと、そして徐じよ々じよに激しく動き出した。


「――ふっ……あ、あっ……」


　揺ゆさぶるたびに、耳に心ここ地ちよい甘い吐息が耳元をくすぐる。


　受け入れてくれるソコは、溶とけそうなぐらい熱くなっていって、もっともっとと強く締めつけてくる。


「っ……！」


「……あっあ……い…」


　華きや奢しやな腕うでのどこにそんな力があるのかと驚おどろくぐらいに、強くしがみついてくる指が背中に食い込んで痛い。


　かがみ込んで、快感で焦しよう点てんの定まらない尚哉の瞳ひとみににじんだ涙なみだを舌で拭ぬぐうと、尚哉が顎あごをあげ自分からキスを求めてくる。


「……あっ…や」


　洋人がちょっと焦じらして上うわ唇くちびるをかるくついばむと、背中に食い込んでいた尚哉の指が離はなれて、今度は首に絡からみついてきた。


「……ふっ……んん」


　引き寄せられるまま、尚哉が求めるままに深く口づける。


　甘い鼻声と、せつなく震えながらも必死にキスに応じて絡みついてる舌の感触に目眩がした。


　遊び慣れた女達の、計算され洗練された痴ち態たいとは違ちがう。


　もっと近くに、深くにと無我夢中で求め、絡みついてくる尚哉の身体からだにゾクゾクする。


　それなりに経験を積んで、自分の欲望をコントロールする術すべを身につけたはずだったのに、強くしがみついてくる指と切なげな吐息に、洋人は翻弄されていた。


（くそっ、サイコーじゃんか）


　我を忘れた洋人は、ただただ夢中で甘い身体を貪むさぼり続けた。








　長い時間、獣けもののように貪りあって、何度目かわからなくなった絶頂のあと、洋人の胸に尚哉がぐったりと倒たおれ込んできた。


「あ……やば」


　そうっと身体をずらし、仰あお向むけに横たえる。


「せんせ？」


　そっと耳元で囁ささやいてみたが、ぴくりとも動かない。


　やりすぎたかと反省して、サイドボードに置いていた水を口移しで飲ませると、微かすかに瞼まぶたが動いた。


「――ん？　あれ……」


「大丈夫？　苦しかった？」


　尚哉の唇の端はしから零こぼれた水を、舌先で舐なめとりながら聞くと、尚哉はゆっくりと瞬まばたきしてから首を振った。


「へいき。どれぐらい、気を失ってた？」


「ほんのちょっと」


「そっか……。――洋人くん、随ずい分ぶんと上じよう手ずなんだね」


「そっかな？　へへ、ガキの頃ころから年上のおねーさんたちに色々教わってたから、そのせいかも。――センセもけっこう慣れてるよね。なんか安心した」


　洋人が少々無茶をしても、しなやかな尚哉の身体は苦痛を感じることなく受け入れてくれた。


「いくタイミングもぴったりだし。俺たちって相性バツグンじゃん」


「……そう？」


「ん。――男とすんの初めてだったらヤバイなってちょっと心配だったんだけど、よかったよ」


「……二人目だよ」


「ん？」


「男相手は洋人くんで二人目。大学生の頃に、つき合ってた人がね、いたんだ」


「ふ～ん。どんな奴やつ？」


「…………ちょっとだけ洋人くんに似てるかも」


「この顔に？」


「顔じゃなくて、雰ふん囲い気きだよ」


「そっか」


　今がフリーなら、昔のことなんてどうでもいい。


（俺ってば、センセの好みのタイプだったんだ）


　ラッキーだったなと嬉うれしくなった洋人は、まだ少しぼんやりしている尚哉に、ニッと笑いかけた。








（うれしそーな顔）


　やたらと嬉しそうに笑いかけてくる洋人の顔を見ていたら、ただでさえ力の入らない身体からさらに力が抜けていくような気がした。


　昔の男の話をしても、洋人には嫉しつ妬とする気配すらない。


（やっぱり、遊びなんだよねぇ）


　セックスの相性ばかり気にして、昔の男のことはどうでもいいんだから、やっぱりそういうことなのだ。


　それに比べて自分は？


　洋人に色々教えてくれたとかいう、年上のおねーさんたちの存在が、頭の隅すみに棘とげのように刺ささってしまっていて気になっているのは、どういうことなんだろう。


　付け足しのように「大好き」といわれた瞬しゆん間かん、それまでなんとか保っていた理性がどこかに吹ふっ飛んだ。


　欲しくて欲しくてたまらなくなって、自分でもあきれるぐらいに、しつこく求めてしまった。


（洋人くんにとっては、好き、なんてセックスを盛り上げるための呪じゆ文もんみたいなもんなんだろうな）


　でも、尚哉にとっては違う。


　あまりいわれ慣れていないから、その言葉の意味はもっとずっと重い。


　好きといわれて理性が吹っ飛んだのは、洋人のその言葉が嬉しかったから。


　洋人が本気でその言葉をいってくれないかなと、きっと、心のどこかで期待していたからなんだろう。


（往生際悪くズルズル続けるのはよそう）


　遊びなんだと自分にいいきかせても、無意識のうちにホントの気持ちを求めてしまうぐらい、洋人の無む邪じや気きな言動は尚哉にとって魅み力りよく的すぎた。


　二人の関係がフェイドアウトする前に、洋人に飽あきられた気配を少しでも感じた段階で、自分の方から洋人との関係を断ち切ろう。


　短い期間なら、ケンカもしないだろうし、本当の自分を知られることもない。


　洋人との記き憶おくも、きっと甘い思い出になる筈はずだった。


「センセ。明日も来ていい？」


「バイトは？」


「あるけど、急いでおわらせるし」


「……駄だ目め。お金貰もらってるんだから、ちゃんと手を抜ぬかないで働かなきゃ。――次の治ち療りようのある日にしよう」


「えー、一週間以上先じゃんか」


　ふくれた洋人がガバッと起きあがる。


「それぐらい間をあけて貰わないと、こっちの身体が保もたないよ」


「あ、そっか」


　営業用の微笑ほほえみを浮うかべて見上げると、洋人はへへっと照れ隠かくしのように笑った。


「でも、一週間後はやだなぁ。――次はもっと優しくするからさ、三日後なんてどう？」


「ほんとかな？」


「マジだって。信じてよ」


「仕方ないな」


　ゆっくりと覆おおい被かぶさってきた洋人の唇を唇で受け止める。


「意外」


　尚哉は、肩かた口ぐちに顔を埋うずめて寝ねっ転ころがった洋人の髪かみに指を絡からませた。


「なにが？」


「この髪。見た感じはパサパサしてそうなのに、凄すごく柔やわらかいから」


「ああ、これ……。猫ねこっ毛けなんだ。寝ね癖ぐせがついて、結構大変」


「そう？　触さわり心ごこ地ちがいいから、ぼくは好きだけど……」


「マジ？　なんかスゲーうれし」


　へへっと洋人が笑う。


　あまりにも無邪気なその笑えみに胸が痛んだ。


（もしかしたら、遊びじゃないのかも……）


　そんな考えが一瞬、脳裏をよぎったが、尚哉は慌あわててその考えをうち消した。


　言葉に出して確認すれば、今すぐ答えがでるけれど、絶対に自分が望む答えは返ってこないはずだから。


　それを聞くことで気まずくなって、洋人を今すぐ手放さなきゃならなくなるのは嫌いやだ。


　ほんの短い間だけ、本当のことから目をそらして、自分にとって都合のいい夢を見よう。


　無駄な期待は決して抱いだかずに……。


（ぼくは、ずるくて臆おく病びようだ）


　尚哉は、そんな自分に自己嫌けん悪おを感じて、洋人の笑顔を視界から追い出すために目を閉じた。







★







　その日の最後の患かん者じやは、かなりのお年寄りだった。


　アルツハイマーだとかで、家族が送り迎むかえをして通院していたのだが、今日は治療が終わって随分たつのにまだ迎えがこない。


「まだかなぁ」


「迎えが来るまでぼくが付つき添そってるから、美香は帰ってもいいよ。今日、デートなんだろ？」


　後片づけを終えた尚哉は、診しん察さつ室の大きな窓に張り付いて、街灯に照らされ歩道を歩く人々を眺ながめている山下に声をかける。


「うん、でも、あのおじいちゃん置いて帰るのもなんだか不安だしさぁ。ごねられたら、尚哉一人じゃ宥なだめられないでしょ？」


「……そう……かな？」


「そうよ」


　山下が断言する。


　開け放った診察室のドアから、待合室でお茶をすすっている老人が見えている。


　普ふ段だんはアルツハイマーだとは思えないほどしっかりした老人なのだが、何かの拍ひよう子しに記憶が混乱するらしく、治療の真っ最中でも家に帰ると子供のようにだだをこねたりすることがあるのだ。


「あ！」


　短い声をあげた山下は、額をぴったりと窓にくっつけた。


「迎えが来た？」


「違ちがう違う。ほら、アレ」


　隣となりに立って階下を見下ろすと、路肩によせられた黒のセダンの脇わきに、遠目でも派手な赤いコートを着た長身の青年が立って、運転席の人物となにか会話している。


「ひゃー、かっくいい。あれ、ヒロトよね。今日、予約入ってたっけ？」


「あ……あの」


　山下に至近距きよ離りで顔を覗のぞき込まれ、尚哉は言葉に詰つまる。


　歯医者の予約は入っていないが、夜の予約は入っているのだ。


「なに赤くなってんの？」


　いえずに口ごもっていると、山下が顔を近づけてくる。


「え、べつに……赤くなんか……」


「赤いわよ！　真っ赤！――……ねぇ、もしかしてさ、尚哉ってばヒロトとつき合ってるの？」


「えっ」


　ズバリと突つっ込まれて、尚哉は困こん惑わくした。


　長い友達づき合いをしている山下は、尚哉の恋れん愛あい対象が女性だけじゃないことを知っている。


　大学時代につき合っていた男と別れたとき、食欲をなくして部屋に閉じこもりがちだった尚哉を、強制的に外に連れだして立ち直るように仕向けてくれたのも彼女なのだ。


「そうじゃないけど……でも……。その、ちょっとだけ……」


「いやだぁ。そうなんだ！　なんであたしにまで内ない緒しよにすんのよ。水みず臭くさいなぁ」


　ピッと鼻をつまんだ山下から、尚哉は身を引いて逃にげた。


「つ、つき合ってるのとはちょっと違うんだ。だから、その……」


　きっと洋人は遊びなのだ。


　つき合っているなんて、図ずう々ずうし過ぎていえない。


「ふ～ん？　まだ微び妙みような感じなの？」


「あ、……うん。そう。だからさ……」


「わかった。茶化さない。ヒロトにもなにもいわないで黙だまってる。それで良いい？」


「うん。……ありがと」


「はいはい。――でも、ちゃんとそういうことになったら教えてよね」


「え……でも……」


「でも、じゃないって！　まだガキだけど、前の男よりヒロトのがずっと上等よ。あたしが保証したげるから、がっちり捕つかまえなさいって」


「う……ん」


（でも……、そんなの無理だよ）


　尚哉は言葉を飲み込んだ。


　二人きりで会うようになってもうじき一月。


　会うたびに、洋人は無む邪じや気きに求めてくれて、楽しげに話しかけてきてくれる。


　身体からだなら欲しがるだけ与あたえられるけど、洋人が望むように長く会話することがどうしても尚哉にはできない。


　長く話せば本当の自分をさらけ出す危険性が増えるし、なによりも洋人が喜ぶような楽しい話題がなにもない。


　診察室と部屋の往復しかしないつまらない自分と、華はなやかな世界で華やかな人たちに囲まれている洋人との違いを思い知らされて落ち込むばかりだ。


「あ、おじいちゃんのお迎えも来たみたい」


　山下が待合室に消えた後も、尚哉は窓の下の洋人を眺めていた。


（ああしてると大人っぽい。やっぱり格好いいんだなぁ）


　二階からだし、街灯のあかりだけだと顔の造作はほとんど見えない。


　でも、全身のバランスや雰ふん囲い気きだけでも、充じゆう分ぶんに洋人は魅み力りよく的に見えた。


「先生。おじいちゃん、帰られますよ」


「はい」


　山下の事務員調の声に、歯医者の仮面を被かぶりなおした尚哉は明るい声で答え、見送るべく待合室へと向かった。








「こっちに来てよかったの？」


　尚哉は、マンションのドアの前で待っていた洋人をうながしながら室内に入った。


「なんで？」


「さっき、窓の外見てたんだ。随ずい分ぶん長いこと車の中の人と話してたみたいだし、なにか予定でも入ったんじゃなかった？」


「ないない。才籐さんに説教されてただけ。いつものことだって」


「そう？　そのコート、似合うね」


　遠目で見ても目立つ赤いコートは、光こう沢たくのある革素材で、あちこちに銀色の飾かざりやらチェーンやらが光っていて、近くで見ると華か美びすぎるほどに派手だった。


「へへ、さんきゅ。今日の撮さつ影えいで使ったんだ。撮影にそのブランドの関係者が来ててさ、プレゼントだってさ。得した」


「そういうの、よくあるの？」


「ん、けっこうあるよ」


「ふ～ん。そう」


　尚哉はモデルの世界のことはよく知らないが、モデルなら誰だれでもそうだというわけじゃないだろう。


　その人が普段から着ていれば、宣伝になると認められた特別な存在だけに与えられる特権みたいなものなんじゃないんだろうか？


　ハンガーに掛かけようと思って、洋人が脱ぬいだ赤いコートを受け取る。


「センセも似合いそう。着てみたら？」


「ぼくには派手すぎるよ」


　派手な顔立ちの洋人だから、コートの派手さに負けずに似合うのだ。地味な自分が着たら、コートだけが悪目立ちしそうだ。


「変でしょ？　大きすぎるし」


　コートを広げて身体にあてると、サイズの違いもあきらかで、腕うで一本分余りそうだ。


「だぼだぼで可愛かわいいかも」


「そんなことないよ」


　尚哉は、着せたがってコートに手を伸のばしてくる洋人から慌あわてて逃げた。


「ちぇっ。――あ、あのさ。センセ、今日メシ食った？」


「まだだけど、今日はあまり食欲ないから……」


「じゃさ、タルト食べねぇ？」


　なんだかウキウキした感じの洋人が、小さな紙かみ袋ぶくろを掲かかげる。


「タルト？　それも撮影で貰もらったの？」


「んにゃ。家から持ってきたんだ」


　洋人は勝手知ったる他人の家といった感じで、勝手にキッチンに行ってコーヒーを淹いれ始めた。


「な、うまそうだとおもわねぇ？」


　皿の上に、一口大のタルトを並べて嬉うれしそうに笑う。


「これはブドウのタルトで、こっちはイチゴ。んでこの黄色いのがカボチャのタルト。――ちょっと食ってみろよ。な？」


「……うん」


　尚哉は、洋人とは違ちがって甘いモノがそんなに好きじゃないが、断り切れずに一番甘くなさそうなカボチャのタルトに手を伸ばした。


　一口食べると、「どう？」と、隣となりに座った洋人が顔を覗き込むようにして聞いてくる。


「うん。これ、美味おいしい。あんまり甘くないし、タルトも香こうばしくてサクサクしてて食べやすいし」


「やった！　あのさ、それ、俺の手作りなんだ」


「………え？」


　一いつ瞬しゆん、なにを言われたのか理解できなかった。


「洋人くんが……つくった？」


「ん。好きが高じてってやつ。自分で作れば、甘みも素材も全部好みにできるしさ。あ、でもこれは、センセ用に甘さ控ひかえめだぜ」


「……意外な特技」


「まあね。才籐さんには、他人にはバラすなっていわれてんだ。――甘党だってのも、けっこうイメージ崩くずすのに、その上お菓か子しづくりが趣しゆ味みだなんてばれたら、ファンの子達にそっぽ向かれるぞってさ」


「じゃあ、ぼくなんかにばらしちゃっていいの？」


「へ？　なんで？」


　キョトンと問い返されて、返事に詰つまる。


「センセ、メシあんまり食べないから、なんか気になってたんだよなー。元々小食だっていってもさ、食べなさすぎな気もするし……。こういうのをつまむぐらいでも違うかなーって思って作ってみたわけ」


（ぼくのために……作った？）


　本当に、小食な自分を心配して作ってくれたんだろうか？


　それが本当なら、もしかしたら、自分は凄すごく洋人に大切にされているのかもしれない。


　ふと、そんな考えが脳裏をよぎって、ふんわりと幸せな気分になったけど、尚哉は慌あわててその考えをうち消した。


（……洋人くんは遊びなんだから……。期待しちゃ駄だ目めだ）


　このタルトだって、たんに暇ひまだったから気まぐれで作っただけに決まってる。期待しても、後で辛つらい思いをするだけだ。


「な、もっと食べろよ」


　促うながされるまま、食べかけのタルトをもそもそと食べる。


「今度は甘さ控えめのキャロットケーキでも作ってくるな。ベータカロチンたっぷりのやつ。――センセ、もっと食べて太った方がいいしさ」


「……もしかして骨が当たって痛い？　女性とは違うからね。少しぐらい太っても、大差ないと思うけど？」


　抱だき心ごこ地ちが悪いといわれているような気がして声が少々尖とがる。


　が、洋人は一向に気にせず、無む邪じや気きにニッと笑った。


「なにいってんの。女でも、センセより瘦やせてる奴いるぜ？　ステージ系のモデルのおねーさんなんか、マジ骨と皮と筋肉ばっかで、あんまし強く抱くと折れそうで怖こわい感じだったし」


「ふ～ん、そう」


　聞きたくもない女性遍へん歴れきを聞かされて、尚哉の気分は一気に沈しずみ込んだ。


　素直に嫉しつ妬とできれば、もう少し楽なのかもしれないが、洋人は遊びなんだと割り切った上でのつき合いだから嫉妬なんてできない。


　嫉妬して独どく占せん欲よくを見せてしまえば、きっと洋人にうっとうしいと思われるに決まってる。


　洋人と一いつ緒しよに過ごせる時間を、自分から短くするような真似まねは尚哉にはできない。


（我が慢まんして、笑わなくちゃ……）


　洋人を少しでも長く自分の元にひきとめておくために、演技を続けなきゃいけない。


「これも美味しいね」


　いちごの載のったタルトを口に押し込んで、むりやりコーヒーで流し込む。


　尚哉が顔を上げると、酷ひどく嬉しそうな洋人と目が合った。


（もしかして、本気で好きになってくれてるの？）


　そんな言葉が、喉のど元もとまでせり上がってくる。


　この笑え顔がおが自分だけのものだと思いたい。


　でも、それを確かめる勇気はやっぱり尚哉にはなくて……。


　これ以上好きになっても自分が苦しくなるだけだとわかってるのに、洋人に惹ひかれていく自分を止めることができない。


　なんだか酷い胸焼けがして苦しかった。








「ヒ～ロト、撮影が終わったら、今日こそあたしとつき合ってよ」


　翌日。洋人が撮影の順番待ちをしていると、豊満な胸が自慢のグラビアアイドルが正面から抱きついてきて、これみよがしに胸を押しつけてくる。


「わるい、いかないよ」


　洋人は彼女をやんわりと押し戻もどした。


「なんで？　また先約？」


「そ、ハニーがいるからさ。――俺、もう遊ばないんだ」


「マジで？」


「マジマジ」


　へへ～と嬉しい気持ちのまま、溶とけるような笑顔を見せる。


「最近つきあい悪いって聞いたけど、そーいうこと。も、かわいくなーい」


　グラビアアイドルが、洋人の頰ほおをギュウッとつねる。


「お嬢じようさん、うちのヒロトの顔に傷はつけないでいただきたい」


　才籐に注意された彼女は、べーと舌を出して逃にげていった。


「少し赤くなってるぞ。大だい丈じよう夫ぶか？」


「こんなのすぐ元にもどるって。ヘーキヘーキ」


「ヘーキヘーキじゃない！　少しは自分がモデルだってことを自覚してくれてもいいんじゃないか？　大人おとなしくつねられてるんじゃないよ」


「でも、ホントにこんなのヘーキだって。こっちに比べればたいしたことないし」


　洋人は着ていたシャツのボタンを素早くはずすと、スルッと両りよう肩かたを出した。


「っ!!　なんだ、これはー!!」


　洋人の肩にくっきりと残っている赤いみみず腫ばれを見せられた才籐は、頭を抱かかえて叫さけんだ。


　ここ最近、上じよう機き嫌げんな洋人から年上の美人歯医者とうまくいった話をドリームたっぷりに飽あきるぐらい語って聞かされていた。


　昨日も、それだけはやめてくれと説教しても、手作りのタルトを先生に持ってくんだと言い張る洋人に負けて、しぶしぶながら見送ったのだが、こんな余計なお返しを貰もらって帰ってたなんて聞いちゃあいなかった。


「へへー、ゆうべの名残なごり」


「ばか者!!　気をつけてくれるように頼たのめ！」


「やだよ～ん」


　才籐の本気の怒ど鳴なり声は、初はつ恋こいが成じよう就じゆして幸せいっぱいの洋人の耳には刺ささらなかった。


「一いつ生しよう懸けん命めいしがみついてくんのが可愛かわいくてたまらないんだもんよー。そんなことまで注意しなきゃいけないんなら、もう、モデルのバイトなんかやめるし～」


「!!」


（このくそガキ、人の足元を見やがって）


　今、洋人にモデルをやめられたら、今までの苦労と、将来への夢が全部パアになる。


　なにもいえなくなった才籐は、ギリギリと歯ぎしりして怒いかりの衝しよう動どうを堪こらえた。
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「コンビニいくけど、なにかついでに買ってくるものない？」


　香久山歯科医院の営業時間は、午前の部が十一時から二時まで、お昼休みを挟はさんで午後の部が三時から八時までとなっている。


　この日は、午後一番に予約を入れていた患かん者じやさんが急用があって来られなくなって、昼休みが一時間近く延長されてしまっていた。


「コンビニなら、あたしが行こっか？」


　カウンター内でパソコンを使って帳ちよう簿ぼをつけていた山下が、当たり前のように立ち上がろうとするのを、尚哉は慌あわてて止めた。


「帳簿つけしててくれていいよ。――暇だから、ちょっとコーヒーを買いに行くだけだし」


「そう？　あ、じゃあ、ちょっと雑誌コーナー覗のぞいて来てよ」


「目当てはなに？」


「ほら、そのマガジンラックの前列に飾かざってあるメンズ雑誌の最新号。発売日は明日なんだけど、一日早く並んでることがあったりするんだ。ヒロトが表紙を飾ってるはずだから、もしあったらきっと一目でわかるはずよ」


「あ、そう……なんだ」


「今日ヒロトの予約はいってるでしょ？　もし手にはいるようならそこに飾っといてあげたいの。きっと喜ぶし。よろしくね」


「わかった」


（表紙を飾ってる？　洋人くんが？）


　全国版の雑誌の表紙を飾るっていうのは、なんだかもの凄すごく大変なことのような気がする。


　半信半疑で聞き慣れない雑誌名を覚え、尚哉は近所のコンビニに向かった。


　歩きながら、ふと視界に見慣れた顔立ちを見つけて足を止める。


（これ、洋人くんだ）


　コンビニの窓まど硝子ガラスに、洋人の横顔がアップになった雑誌の宣伝ポスターが横一列に何枚も並んで貼はられていた。


　髪かみをかき上げ、微かすかに笑みを浮うかべながら、雨を浴びている洋人の横顔。


　大人の男の色気が漂ただよう、文句の付け所のまったくない魅み力りよく的な美び貌ぼうの男に、一いつ瞬しゆん、尚哉は見とれてしまった。


（……でも、知らない人みたい）


　ポスターの中の洋人は、酷く大人びた感じがする。


（こんな表情、見たことないや）


　尚哉の前にいる洋人は、なりは大きくても無む邪じや気きでよく笑う普ふ通つうの高校生だ。


　こんな風に、大人っぽい思わせぶりな笑みを唇くちびるの端はしに浮かべたことなんてなかったのに。


（なんか、凄くとおい……な）


　ポスターになっている写真を見てしまったせいだろうか、急に洋人が今まで以上に手の届かない存在に思えてきた。


　洋人がモデルなんだってことは知っていたが、モデルとしての「ヒロト」がどんな存在なのか、尚哉は今までまったく知らなかった。


　最初から期待しないようにと自分に言いきかせ、目の前にいる洋人の姿しか見ないようにしていたから……。


　尚哉が知る洋人と、モデルとしてのヒロト。


　この表情の違ちがいは、いったいどういうことなんだろう？


（もしかして、洋人くんも……？）


　自分が歯医者としての営業用の仮面を被かぶって余よ裕ゆうがある演技をしているように、洋人もまた演技しているのかもしれない。


　無邪気な普通の高校生の仮面を被って、年上の自分に甘える演技をしているだけなのかも……。


　モデルとしての洋人がどんな風に生きているのか、そういう業界にまったく縁えんのなかった尚哉には想像もつかないが、その世界の住人は、やっぱり華はなやかで、自分なんかとは比べようもないぐらい魅力的な人ばかりだってことぐらいはわかる。


　そういう世界で子供の頃ころから育ってきた洋人が、自分程度のレベルの人間の元に、いつまでとどまっていてくれるんだろう。


　想像していたよりも、洋人が飽きるのは早いんじゃないのか？


　いや、もしかしたら演技しているだけで、もうとっくに飽きてしまってるんじゃないか？


　一度疑い始めると、不安はもう止めようがなかった。


　どす黒い雲のように胸一面に広がっていく。


（もう、駄だ目め……かな）


　尚哉は、重い足を引きずって店内にはいると、洋人が表紙を飾っている雑誌を二冊手に取った。








「わおっ！　ヒロトってば、いつにも増してセクシーじゃない」


　雑誌を手て渡わたすと、山下は嬉うれしそうに表紙を見つめた。


「そう……かな？」


「そうよ。この色気がたまんないの。――尚哉は、こんな顔見慣れてるんでしょ」


「え……、そんなこと……」


　いいよどむ尚哉に、山下が顔を上げる。


「顔色悪いよ。どうかした？」


「別に……」


「別にってことはないでしょ？　さっきまで全然元気だったくせに。いいなさいって。なに？」


「うん。……ただ……その洋人くんが全然知らない人みたいに見えて……」


「不安？」


「……」


　返事の代わりに、尚哉の唇から深いため息が零こぼれた。


「もうしょうがないなぁ」


　山下は雑誌を置いて立ち上がると、腕うで組ぐみしつつ尚哉の目を真正面から見み据すえてくる。


「余計なこといいたかないけど、黙だまってたって駄目なんだからね。一人で煮に詰つまってたって、ろくなことになんないんだから。前の失敗で懲こりたでしょ。――わかってるよね？」


「……うん。わかってる」


（でも……わかってるから……、だから余計に怖こわくてなにもいえなくなっちゃうんだよ）


　尚哉は、また言葉を飲み込んだ。








　洋人の治ち療りようが順調に終わり、久しぶりに夕食を一いつ緒しよにとった後でマンションに帰った。


　洋人は、先にシャワーを浴び、冷蔵庫を物色してから寝しん室しつに向かう。


「ん？」


　いつもは目覚まし時計しか置いてないベッド脇わきのサイドボードの上に、待合室で見かけた見覚えのある雑誌を見つけて手にとる。


「センセ、自分の分も買ってくれたんだ」


　雑誌の類たぐいを一いつ切さい買わない尚哉が、わざわざ買ってくれたんだと思うと、凄く嬉しい。


　自分の顔のアップが印刷されている表紙を眺ながめて、にまっと笑っていると、「水すい仙せんになるよ」と、例の如ごとく気配を感じさせずに近づいてきた尚哉に苦笑された。


「この写真、センセに初めて会った日の朝に撮さつ影えいしたんだぜ」


「あの日って、頰ほおが随ずい分ぶんと腫はれてたよね？」


「ん。この反対側のほっぺは腫れまくりだし、目も充じゆう血けつしてたしな」


「でも、凄くよく撮とれてるよ」


「そっか？」


　嬉しそうに、ニッと洋人が笑う。


「うん。――でもぼくは、すましたモデル顔より、そうやって笑ってる顔の方が好きだな」


　そういった途と端たん、尚哉はグイッと腕を引っ張られて、ベッドに引きずり倒たおされた。


「俺もさ、センセの笑った顔、好きだよ」


　真上から、嬉しそうに顔をほころばせた洋人が顔を覗のぞき込んでくる。


「そう？」


「ん。――甘い感じで、スゲー好き」


「ありがと」


　尚哉は腕を伸のばして、洋人を引き寄せた。


「ん……っふ……」


　柔らかな猫ねこっ毛けの感触を楽しみながら、自分から深く口づけ、洋人の舌を搦からめ捕とり、甘あま嚙がみする。


「……んっ」


　主導権を握ろうと、角度を変えてキスをしかけてくる洋人の耳元をくすぐって、ひるんだところをまた攻める。


「――今日のセンセ、なんか積極的じゃねー？」


　唇が離れると、洋人がくすぐったそうな顔で微笑ほほえんだ。


「そう……かな？」


「ん。スゲー嬉しい」


「それはなにより」


　淡あわく微笑んだ尚哉は、無む駄だ口ぐちを叩たたく唇をまた塞ふさいだ。


　余計な会話を交わす気も、暇もなかった。


　尚哉は、今日で全部終わりにするつもりだった。


　もう少し一緒にいたかったけど、どす黒い不安を抱えたままでは、もう自分の方が耐えられそうにない。


　洋人が自分に飽あきるまで、この関係を続けるなんて無理だ。


　ズルズルとこの関係を続けていけば、いずれ、素直にいえずに飲み込んだ言葉の重みで、逃げることさえできなくなってしまいそうだ。


　洋人の存在を手放せなくなる前に、手放して立ち直れなくなるほど洋人にのめり込む前に、この関係を自分の手で断ち切ろう。


　最初から、そのつもりだったのだから……。


「じゃ、もっとサービスしてあげようか」


　体を入れ替かえて、綺き麗れいに筋肉のついた肩に、胸に唇を這わせる。


「あ、え、ちょっ、センセ……。――タンマ！」


　洋人のモノに唇で触れようとした途端、身体が浮いて、仰あお向むけの状態で乱暴に投げ出された。


「――嫌だった？」


　拒絶されてむっとした尚哉が、起きあがりながら軽くすねると洋人が慌あわてて手を振る。


「違う違う。……ヤじゃねーけどさ。でも、なんか、もったいなさすぎて逆に萎なえそう」


　洋人は少し耳を赤くして苦笑した。


「なに、それ」


「ん～、センセの綺麗な顔、汚よごしそうでやなんだ。――とにかく、俺がサービスするから、センセはジッとしてて」


「なにっ――っ……んっ」


　尚哉の反論は、洋人の実力行使に遮さえぎられた。


　角度を変えて何度もキスをしかけられる。


　頰を包む大きな手の感かん触しよくが心地良い。


　最初のときこそ、無理に追いあげていかせるようなことをしたけれど、基本的に洋人のセックスはいつもせつないぐらいに優しくて、じれったい。


　肝かん心じんな部分には触れないまま、優しい愛あい撫ぶを時間をかけてじっくりと繰くり返すのだ。


　大きな手と唇で丹たん念ねんに触れられた部分から、じんわりと広がっていく心地良い温ぬくもりは、尚哉の身体の奥で徐じよ々じよに気が狂うほどの熱へと成長していく。


　そんな風にして灯された熱はまるで熾おき火びのようで、長く深く身体を焦がしていく。


「ん……あっ……っ」


（お姉さん達の教育のたまものなんだろうな）


　洋人の愛撫に翻ほん弄ろうされ、朦もう朧ろうとした意識の片かた隅すみをそんな皮肉な考えがかすめていった。


「――あっ……」


　ゆっくりと後ろを探りはじめた指の感触に、全身の細さい胞ぼうがざわりと震える。


　今日が最後なら、洋人の存在を余すところなく感じたいと蠢うごめいている自分の身体が、酷ひどく卑いやしく、滑こつ稽けいに思える。


　それでも、尚哉にはそんな自分の欲望を抑おさえるつもりはなかった。


「そろそろ、いい？」


「ん……」


　自分から腰こしをあげ、腰に足を絡からめて、より深く洋人をむかえ入れる。


　尚哉の身体に負担をかけないよう、時間をかけて一つになろうとする洋人の気き遣づかいが今日は歯は痒がゆかった。


「ひ…ろとくん。はや……く…あっ………っ」


　離したくないと強く肩にしがみついて、洋人をギュッと強く締しめつけた。


（今だけは、ぼくのものだ）


　今、この瞬間だけは、洋人は自分だけを見て、自分だけを感じてる。


　少しでも長く、深くに洋人を感じていたい。


「センセ、ちょい……きつい」


　そんな気持ちだけが先走って、深く沈しずみ込んだ洋人を無意識のうちにギュウギュウと締めつけてしまう。


　これじゃもたねぇよ、と耳元で囁ささやかれたが、自分でも自分の身体をコントロールできない。


「や……っ」


　深くまで入り込んだモノが引き抜かれそうになると、無意識のうちに逃すまいとさらに強く締めつけてしまう。


「しょうがねぇな」


　笑いを含んだ声と同時に、身体がずり上がるほど強く突つき入れられた。


「っ……んっ……ふ」


　奥深くをググッと強く刺し激げきされ、ピクンと身体が勝手に跳はねた。


　身体の深いところから、なんともいえない甘い痺しびれが全身に広がっていく。


「ん。いい感じ」


　力の抜けた腕で抱きつくと、洋人が優しく耳元に口づけ、ゆっくりと、そして徐じよ々じよに激しく動き出した。


「あっ……あ…ッ……！」


　与あたえられる快感を尚哉はただひたすらに貪むさぼった。


　熱くて固いモノが激しく動くたびに、全身に激しく甘い快感が広がっていく。


　もっと感じたいと無意識のうちに腰が揺ゆれ、その行こう為いに煽あおられるように洋人の動きがさらに激しくなる。


「――センセ……いい？」


「ん。……あっ…んん…」


　甘く痺れて朦朧としていく意識の中、尚哉は洋人の声に何度もうなずいた。


　揺さぶられ、激しく突き上げられて、強すぎる快感に涙がにじむ。


　洋人を受け入れた部分から全身に広がる熱で、どうにかなってしまいそうだ。


　必死でしがみついた洋人の背中の感触だけがリアルだった。


「サイコー……いい」


　熱に浮かされたように耳元で囁ささやく洋人の声を最後に、尚哉は理性を手放し、身体と心が欲しがるままに、洋人の存在だけを感じ続けた。








　カーテン越ごしに朝の光を感じて、目を覚ました。


　枕まくら元もとの時計は七時三十分をまわろうとしている。


「洋人くん、起きて」


　隣となりで気持ちよさそうに眠ねむっている洋人を揺さぶり起こす。


「いったん家に帰るんだよね。時間は大だい丈じよう夫ぶ？　遅ち刻こくするんじゃない？」


「んあ？」


　寝ねぼけ顔の洋人の目の前に目覚まし時計を突き付けると、しばらくの間のあと、洋人は「やべっ!!」と一気に目を覚ました。


「センセは大丈夫なんか？」


「うちは十一時から診しん察さつだから、平気だよ」


「そっか」


　バタバタと身み支じ度たくした洋人は、寝しん室しつを出ていきかけてから、回れ右して戻もどってきた。


「次はいつがいい？　また三日後？」


　怠だるくて起きあがる気力のない尚哉の枕元に手をついて聞く。


「だめ。――しばらくは学会用の書類作成で忙いそがしいから……。次の診察日まで待って」


「一週間後？」


「そう……。昨日いい忘れたけど、次回で治ち療りようは終わりだから。抜ばつ歯しするから覚かく悟ご決めてきてね」


「ん、わかった！　じゃな」


　バタバタと元気のいい足音をお供に、洋人がマンションから出ていく。


「…………元気だなぁ」


　ゆうべは時間の感覚がなくなるほど、激しく抱きあった。


　少し眠ったとはいえ、尚哉の身体にはまだ甘い痺れが残っていて、走るどころか、立てるかどうか自分でも不安なぐらいだ。


　あんなに元気なんだから、洋人は大丈夫だ。


　まだまだ自分に対する興味は失うせていないみたいだから、別れることになったら少しはぐれるかもしれないけど、でも、きっと一週間もたてば、ケロリとした顔で元通りの生活を送れるようになるに違ちがいない。


「ぼくも……へいきだし」


　二年近くつき合った以前の恋こい人びとと別れたとき、もう死んじゃうんじゃないかと思ったりもしたが、なんのことなく今こうして生きている。


　洋人と肌はだを合わせた期間は、たかが一ヵ月。


　なんの約束も交わしてないし、期待もしていない洋人と別れたからといって、あの時ほどのショックは受けないはずだ。


「きっと、へいき……」


　自分に言いきかせるように呟つぶやいた言葉が、耳にうつろに響ひびいた。
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　念入りに麻ま酔すい薬を注射したあとで、先が尖とがった棒のようなモノで歯ぐきをつつかれた。


「痛くない？」


　尚哉に聞かれて、歯ぐきを押おされた感覚だけを感じた洋人は、手でＯＫサインを出す。


「じゃ、抜こうか。痛かったらいってね。麻酔追加するから」


　またしてもＯＫサインを出すと、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが微かすかにほころぶ。


　随ずい分ぶんと治療には慣れたし、抜歯も二度目だから、手順もわかっている。


　が、やっぱりドリルの音が苦手な洋人は、親おや不知しらずをドリルで二つに砕くだいている間、ギュウッと両手を握にぎりしめていた。


　ドリルのあとは、金属製の工具っぽい器具の出番。


　何度かギシッと歯のきしむ音がして、肝きもが冷えるような感覚を味わったが、抜歯は比ひ較かく的てき順調に二十分程度で終わった。


「お疲つかれさま」


「んー」


　歯ぐきからはまだ出血していて、洋人は脱だつ脂し綿めんをくわえたままの状態でうなずく。


　例の如ごとく、先に帰ってしまった山下の代わりに尚哉が計算をして会計を済ました。


「さて、じゃ、治療終しゆう了りようの記念品を選んでもらおうかな。ホントはね、歯ブラシをあげるんだけど、洋人くんには初診のときにあげちゃったから、――う～んと、フロスと歯間ブラシ、どっちがいい？」


「どっちもいらねーし……」


　洋人は、カウンターに並べられたそれらの品を見向きもせずむーっとしている。


「もしかして、痛いの？」


「んー、痛くねーけど。なんかドクドクいってて熱い感じ」


「そう……。今晩一晩は仕方ないね。――前のときにもいったけど、血が止まるまでは水も飲んじゃ駄だ目めだからね。で、明日になっても血が止まらなかったり、酷ひどく痛むようなときは電話して」


「んー、わかった。――センセ、先に部へ屋や行ってていい？」


「駄目」


「へ？　なんで？」


　あっさりと拒きよ絶ぜつされ、洋人はキョトンとした。


「抜歯したてだし、今日は駄目だよ」


「マジで？」


「うん。駄目」


「あ、じゃあさ、夕飯だけでもつき合ってよ」


「ごめん、今日はお腹なかすいてないんだ。――それに、洋人くん。血が止まるまではご飯だって食べちゃ駄目なんだからね」


「あ、そっか……。ちぇ、つまんねーな。――じゃ、次はいつ会いに来ていい？」


「う～ん、そうだね……。半年後の検けん診しんか、虫歯ができたらおいで」


「………へ？」


　洋人は自分の耳を疑った。


（なんで……？）


　歯医者の治療の予定を聞いたわけじゃない。


　恋人の都合を聞いたはずなのに、なんでこんな返事が返ってくるんだろう。


「半年後の検診が近くなったら、お知らせのハガキ出すから、都合のいい日を連れん絡らくしてきて」


「あ……うん」


「じゃあ、長い間ご苦労様。――お疲れさまでした」


　カウンターの向こうの尚哉は、大好きなあの甘い綺き麗れいな微笑ほほえみを浮うかべて自分を見つめている。


（えーっと、お疲れさまってことは……）


　やっぱりご期待にこたえて帰らなきゃいけないんだろうな、と、混乱したままの頭で考えた洋人は、ノロノロと身体からだを動かしてスニーカーを引っかけた。


　ドアを開け、エレベーターに乗って一階に降りる。


（……やっぱ、これって違うだろ）


　一階ホールのドアを開けた途と端たん、冷たい風が吹ふき抜ぬけていって、麻酔とショックとでぼんやりした頭に活を入れてくれた。


　なにがなんだかわからないが、このまま帰ったら駄目だってことだけはわかる。


　洋人はもう一度エレベーターに乗り込んで、診しん療りよう所じよに向かった。が、入り口は既すでに施せ錠じようされたあとだった。


　まだ帰ってない、中にいるはずだと、何度も何度もインターフォンを鳴らしたが、いくら待っても返事はなかった。


（おれ、ふられたのかなぁ……）


　次に二人きりで会う約束を拒絶されて、さらに居い留る守すまで使われたってことは、やっぱりそういうことなんだろう。


　のろのろとエレベーターに乗ってまたしても一階に降りる。


　歩道に出ると、冷たい北風がまた頭を冷やした。


「ふられた……」


　呆ぼう然ぜんとしたまま吐はき出した言葉は、枯かれ葉と一いつ緒しよに北風に運ばれていった。








「尚哉、もしかして、ヒロトの治ち療りよう、昨日で終わっちゃったの？」


　朝、パソコンで予約状じよう況きようを確認していた山下が、尚哉に聞いてきた。


「そうだよ。無事、二本目の親不知の抜ばつ歯しも終了したしね」


「えー、残念。週に一度の目の保養だったのにさ……」


　つまんない、と、口を尖らせる山下に、尚哉は苦笑する。


「半年後の検診のときに会えるよ。それが待てないんなら、直接事務所の方にでも連絡入れて食事にでも誘さそったら？」


「なによ、それ？　あんたが段取りつけてくれればいいでしょ。ケチ」


「ケチって……。こっちも、もう終わっちゃったんだけど」


「………え？　うそ」


「ホント。治療とあわせて、そっちのほうも終わらせちゃった」


「終わらせちゃったって……。あんた、それでよかったの？」


「うん」


　恐おそる恐おそるといった風に聞いてくる山下に、尚哉は微笑みかけた。


「最初から、長くつき合うつもりなかったし。ちょうど良いい機会かなと思って」


「なによ、それ。あんたらしくなさすぎ！　冗じよう談だんでしょ？」


「ほんとうだよ」


「いやだ、なに薄うすら笑い浮かべてんのよ。一週間前はこの世の終わりみたいな顔してたくせに……。――尚哉、あんた、無理してない？」


「してない」


「……そう？」


「そうだよ」


「……ならいいけどさぁ」


　口ではそう言いながらも、山下はしつこく疑わしそうにこちらの様子を窺うかがってくる。


　長いつきあいだから、山下には尚哉の無理が透すけて見えてるはずだ。


　それでも、これ以上の追及をしてこないのは、尚哉を追いつめたくないと思ってくれているからなんだろう。


（ごめん、美香）


　そんな気き遣づかいを逆手にとって、黙もく秘ひを決め込む自分が凄すごく嫌きらいだ。


（……でも、終わったことだし。しかたないし……）


　半年後の検診で、洋人がここに来ることはないだろう。


　治療終了に便乗して、二人の間には医者と患かん者じやの関係以外はなにもなかったような顔をして追い出した。


　あんな卑ひ怯きような形で関係を切られ、放ほうり出されたら、どんな人間だってプライドが傷つくに決まってる。


　尚哉は、別れる理由をはっきり口に出すのが怖こわかったのだ。


　飲み込み続けた言葉を吐き出せば、恨うらみ言ごとになってしまいそうだったし、洋人への思いをより深く再確認させられるだけの結果になってしまいそうだったから……。


　自分は愛されて、必要とされているのだと、そんな夢をほんのちょっとの間見ていたいと思って始めた関係だったけど、そもそもそこから間ま違ちがってたんだと認めざるをえない。


　遊びでもいいなんて割り切れるほどの強さを、尚哉は持っていなかった。


　笑いかけられれば期待してしまうし、温ぬくもりを感じれば寄りかかりたくなってしまう。


　歯科医としての自分が独り立ちできたとうぬぼれるあまり、本当の自分がどんなに弱いのか忘れてしまっていたのかもしれない。


　でも、歯科医として尚哉が今まで順調にやってこれたのだって、山下の存在があったからなのだ。気弱になる自分を支えて、発はつ破ぱをかけてくれる存在がいなかったら、軌き道どうに乗る前に駄目になっていたに違いない。


　自分一人の力で立って生きられるほど、自分は強くない。


　情けないけど、本当に情けないけど、そんな自分を認めざるをえない。


（高い授業料だったな……）


　今いま頃ごろ、洋人は自分勝手な尚哉のことを怒おこっているに違いない。


　きっと、ここには二度と近づこうとしないだろう。


（これで……よかったんだ）


　別れたらきっと自分は泣くだろうなと思っていたのに、涙なみだが一ひと粒つぶも零こぼれないのが不思議だ。


　随ずい分ぶんと寂さびしいけど、それだって時間と共に、日常の雑務に紛まぎれていって、きっと忘れられる。


　それでも、どんなに時間がたっても、洋人との関係が、楽しい、甘い思い出になることだけはなさそうだ。


　思い出すたびに、飲み込み続け胸の奥にたまった言葉の数々が、臆おく病びようでずるい自分を責め立て続けるような気がする。


（でも……これ以外にいい方法なんてなかったし……）


　みっともない臆病な自分をさらけ出して失望されるぐらいなら、嫌きらわれた方がマシ。


　胸の奥が酷ひどく重くて痛いけど、それでも尚哉は、これでよかったんだと何度も自分にいいきかせた。
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　尚哉に追い出されてから三日たっても、洋人はどんより暗いままだった。


　ため息をついてはうなだれ、話しかけてもたまにしか返事をしない。


「ちょっと、才籐さん、洋人、なんとかしてよ」


「あんなんじゃ、どんなメイクしたって効果ないわよぉ」


　そんな洋人にキレた双ふた子ごに、ズイズイと迫せまられて、才籐は思わず後ずさった。


「そんなに心配しなくても平気だと思うけどな」


「なんで？」


「あれで、洋人だってこの道十年のプロだぞ。カメラの前に立てば、それなりにシャンとするさ」


「そうかしらぁ？」


　疑わしげな双子の視線が痛い。


「俺も無理だとおもいますよ。ガッコでもずっとあの調子で、俺が気晴らしに遊びに行こうって誘っても上うわの空だし……。――あまり甘く考えないほうがいいと思いますけど？」


　洋人と一緒にスタジオ入りしていた武志が、騒さわぎを聞きつけ近づいてきて、ボソッと呟つぶやくと才籐の返事も待たずに去っていく。


　それでも、洋人ならと才籐は期待していたのだが、カメラの前に立たせても一向に表情は変わらない。


　どよんと暗いままでは、いくら元の造りがよくても、商品になるような写真は撮とれない。


　才籐は、仕方なくあちこちに頭を下げまくって、撮さつ影えいのスケジュールをずらすことにした。








「洋人、ふられたぐらいで、そんなに落ち込んでんじゃない。情けないぞ」


　スタジオ内の誰だれもいない控ひかえ室に、はた迷めい惑わくなどよんと重い空気をまき散らす洋人を連れ込んだ才籐は、とりあえず説教を試みた。


「………才籐さん、なんで俺がふられたって知ってんの？」


　普ふ段だんの元気な洋人を知っているだけに、異常なほど抑よく揚ようのない暗い声がなんとも不気味だ。


「武志が教えてくれたんだよ」


「あ、そっか」


　そういえば学校でしゃべったかもなぁ、と洋人は気の抜ぬけた声で呟いた。


「気持ちはわからんでもないが、プロなんだから、もっとシャンとしろ」


「プロじゃない。バイト……。楽しくもねーのに笑ったりなんかできねぇって」


　ぼそぼそと暗い表情でいうと、はぁ～っと肺が裏返りそうなほどに深いため息をつく。


（これがほんとの最悪だ）


　武志から、洋人が彼女にふられてもの凄く落ち込んでると連れん絡らくを貰もらったとき、才籐はこれで背中のみみず腫ばれの心配をしなくてすむと小こ躍おどりしたいぐらい喜んだりもしたのだ。


　が、本人の落ち込みぶりを目まの当たりにすると、思っていたよりも事態は深刻だと認めざるをえない。


　こんな調子じゃあ、せっかくスケジュールを組んだ仕事が全部パアだ。


　それどころか、業界内の信しん頼らいを失って、ヒロトのモデルとしての価値が下がってしまう。


（甘やかしすぎたか……）


　洋人の叔父おじに、面めん倒どうを見てやってくれと、まだ幼よう稚ち園えん児じだった洋人を紹しよう介かいされてから十年。


　普段はマネージャーとして厳しく接しているつもりなのだが、一人暮らし同然の洋人の面倒を見続け世話をしていただけに、実際のところ、才籐にとって洋人は歳としの離はなれた弟のような存在になっていた。


（――しかたない）


　洋人のあまりの暗さに白旗を掲かかげた才籐は、根気よく長い時間をかけて、なにがあったのか話せと洋人を説得して、ボソリボソリと話す洋人から、なんとかことの真相を聞き出した。


「つまり、なんだ。――はっきり嫌いだとか、二度とくるなとかっていわれたわけじゃないんだな？」


「……いわれたも同然だって」


「勝手に決めつけるな。――とりあえず、電話じゃ切られるかもしれないし、送ってってやるから、直接会ってもう一回話してこい」


「やだよ。……また門もん前ぜん払ばらいされるかもしんねーじゃん。みっともねー」


「ふられたぐらいで、まわりに迷惑をかけてるお前のその態度の方がよっぽどみっともないんじゃないか？　今日の撮影が中止になったことで、どれだけのスタッフの時間が無む駄だになったと思ってるんだ」


「……」


　洋人は唇くちびるを嚙かんでうなだれた。


「相手が中にいるのがわかってるなら、ドアの前に座り込んでればいいんだよ。――未練があるから、そんなに落ち込んでるんだろうが？　だったら、泣き落としでもなんでもしてこい。それでも駄目なようだったら、なんで駄目なのかちゃんと聞いて、決着をつけてきなさい」


　ほら、立ちなさい！　とビシッと厳しくいうと、洋人はノロノロと椅い子すから立ち上がった。








　外はもう暗くなっていた。


　歯医者のあるビルの前にきた洋人は、ビルを見上げて肺がひっくり返るぐらいの深いため息をついた。


「みっともないってか」


　才籐にいわれるまで、自分が周囲の人に迷惑をかけてることにさえ、気づいていなかった。


　プロじゃない、バイトだからといって、いろんな責任から逃にげてきたけど、バイトにはバイトなりの責任があるはずだった。


　それさえ忘れて、仕事をキャンセルしてしまった自分。


「ほんと……みっともねーなー」


　これ以上、周囲に迷惑をかけないようにちゃんとけりをつけるべきなんだろう。


　ここ二、三日の自分が、まったく自覚もしないまま周囲のみんなに迷惑をかけてきたように、自分でも気づかないうちに尚哉にも嫌いやな思いをさせてしまっていたのかもしれない。


　だから、いきなり放ほうり出される羽目になったのかもしれない。


「ちゃんと聞かねーと。気づかなきゃ変われねーし」


　重い足を引きずって、ビルの中に入る。


　この時間だと尚哉はまだ診しん療りよう時間内だ。


　仕事の邪じや魔まだけはできないから、尚哉のマンションのある七階まで一気にエレベーターで上がって、マンションのドアの前に座り込む。


　ドアにもたれ、長い時間ただぼーっと座って待っていると、エレベーターのドアが開く音がした。


「え？」


　聞こえた声に顔を上げると、ちょうどエレベーターから降りてきた尚哉と目があった。


「あ……」


　話しかけようとしたら、回れ右をした尚哉の姿が閉まりかけたエレベーターのドアに吸い込まれるようにして消える。


「ちょっ……。なんで逃げんだよ」


　慌あわてて立ち上がって、ボタンを押したが、エレベーターは既すでに下に向けて動き始めていた。


「くそっ」


　エレベーターを諦あきらめた洋人は、フロアの端はしにある非常階段に向かった。


　三段とばしで一階まで一気に駆かけ下り、エレベーターのドアの前に向かったが、エレベーターはすでに空。


　慌てて歩道に出ると、少し離れたところでタクシーに手を挙げて合図している尚哉の姿を見つける。


「センセ！」


　思わず呼びかけたら、尚哉はギョッとしたように振り向き、いきなりダッシュで逃げだした。


「あー、もー」


　なんで尚哉が逃げているのか、考える暇ひまなんてなかった。


　ほとんど条件反射で逃げる尚哉を追いかける。


　足の速さは確実に洋人の方が速くて、勝負はあっさりついた。


「なんで……逃げんだよ」


　逃がさないように腕うでをつかみ、荒あらい息をつきながら聞くと、同じく肩かたで息をしていた尚哉の身体からだがビクッと震ふるえた。


「センセ？」


　かがみ込み顔を覗のぞき込もうとすると、ふいっと顔を背けて逃げられる。


（あ、もしかしなくても……）


　この場合、やっぱり俺の顔を見たくないから逃げたんだろうなと、洋人は遅おくればせながら気づいた。


　ふられたのに、しつこく追いかけて捕つかまえたんじゃまるでストーカーだ。


　でも、ここまで来て、なんの収しゆう穫かくもないまま帰るわけにはいかない。


　せめてふられた理由ぐらいはちゃんと聞いておきたいし……。


　つかんだ尚哉の腕をジッと見つめて、洋人がグルグルと悩なやんでいると、尚哉の身体が小刻みに震えだした。


「……なんで？」


「へ？」


「なんで追いかけてくるんだよ。――困るよ」


「でも、あの……、どうしてももう一度話したくってさ」


　震える尚哉の声が妙みようにくぐもっている。


　肩をつかんで、強引に正面を向かせた洋人はギョッとした。


「セ、センセ？」


「すご……く、困るんだってば」


　尚哉の目からは、ボロボロと大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれていた。


（ど、どーしよ……）


　とりあえずかがみ込み、ブルゾンの袖そで口ぐちで涙を拭ふこうと試みたが、拭いても拭いても涙は止まらない。


　困り果てた洋人は、どうしていいのかわからなくなって、思わず尚哉の頭を抱だき寄せた。


「泣くなよ。なぁ……」


　腕の中にすっぽりと抱きとめられても尚哉は逃げなかった。


　それどころか、洋人の胸に額を押しつけ、まるで子供みたいにしゃくり上げながら本格的に泣き出してしまう。


　人目につくところで泣かせておくのは、いくらなんでもまずい。


　そう判断した洋人は、尚哉を近くの小さな公園に連れ込んでベンチに座らせた。


「ちっとは落ち着いた？」


　しばらくして、やっと泣きやんでくれた尚哉に聞くと、尚哉はコクッとうなずく。


「寒くないか？」


「……へいき」


「あの……さ、追っかけちゃって、ごめんな。――俺、泣くぐらい嫌きらわれてるって、全然気づかなくって」


「ちがう。……そうじゃないよ」


「へ？」


「嫌いじゃないから会いたくなかったんだ。これ以上一いつ緒しよにいたら、駄だ目めになっちゃいそうな気がしたから……」


　尚哉は酷ひどくいいづらそうに唇くちびるを嚙かむ。


「駄目って、なにが？」


「だって……、本当のぼくを知ったら、きっと洋人くんはぼくに興味を無くすに決まってるし……。――最初はだましとおせると思ってたけど、でも、ぼくが思ってたより、洋人くん、ずっと遠い世界の人で……、だから怖こわくなっちゃって。――あ、飽あきられる前に自分から離はなれちゃおうって。これ以上、洋人くん好きになったら、一人に戻もどれなくなりそうだったし……。や、やっぱり興味無くされて、す、捨てられるのって…嫌いやだ…し……」


　止まったはずの涙が、ポロリと落ちた。


「ごめん、なんか話、見えねーんだけど」


　洋人は、ブルゾンの裾すそで尚哉の頰ほおをつたう涙を拭いてやった。


「……だから……本当のぼくを知られたくなかったんだ」


「やっぱ、話見えねーって。――ホントって？　今は偽にせ者ものなわけ？」


「これが本当なんだよ。――歯医者をやってるときのぼくは、よそ行きの仮面を被かぶった偽者。……本当のぼくは、すぐにうろたえるし、口べたで上手に話せない、情けない奴やつなんだ。……こ、こんなすぐに泣いちゃうし……。み、みっとも…ないっ……」


　尚哉はまたしても本格的に泣き出した。


　洋人には、やっぱりなにがなんだかわからなかった。


　でも、泣いている尚哉がかわいそうで、愛いとおしくてたまらない。


（嫌いじゃないっていったよな）


　だったら、これぐらいは許されるんじゃないだろうか？


「泣くなよ、なぁ？」


　肩を抱き寄せ、あいた腕をハンカチ代わりに尚哉の目元に押しつける。


「だ、だから、こういうの困るんだってば。優しくされると、ご、誤解しちゃうよ……」


　困るといいながらも、尚哉は両手で洋人の腕を握にぎってギュッと顔に押しつけた。


　その仕草は、だだをこねる子供みたいでひどく可愛かわいい。


「誤解って、どーいうこと？」


「……あ、遊びのつもりでぼくに声かけたんだろ？　ひろと…くん、みたいな目立つ子が、ぼくみたいな地味で目立たない人間に本気になるわけない……し。――だ、だったら、もうぼくにかまわないで。こ、これ以上、だまさないでよ」


「騙すってなんだよ？　ンなこと、してねーぞ」


「だって、モデルをやってるときの洋人くんって、大人っぽくて、全然違ちがう顔してるじゃないか。……ぼくの前じゃ、子供っぽいふりしてるけど、ホントはああいう表情ができる人なんだよね？　ぼくの前じゃ演技してるんだろ？」


「なんだよ、それ。――俺、演技なんてしてねーぜ。そりゃ、モデルやってるときはみんなが喜ぶように表情作るけどさ。センセの前じゃ、素のままだぜ」


「ホントに？　こっちがほんと？」


「ん。――信じろって。俺、マジで、センセに一ひと目め惚ぼれしたんだぜ」


「……それ、うそだ」


「なんで」


「だって、洋人くん、全然やきもち焼いてくれなかったじゃないか」


「やきもちって……。昔の男のこと？　だって、アレ、昔の話だろ？　今はフリーなら、別に俺へーきだし」


「そんなのずるい。ぼ、ぼくなんか、洋人くんの彼女の話に凄すごくイヤな気分になったのに……」


「ええ？　マジで？　だって、おねーさんたちとはマジで遊びだぜ？　そりゃ前は誘さそわれるとほいほいついてったけど、センセに一目惚れしてからはもうやめたし」


「ほんと？」


　顔を上げた尚哉が、首を傾かしげ窺うかがうように洋人の顔を覗き込んでくる。


「マジマジ。だからさ、信じろよ。――俺、センセに噓ついたことないぜ」


　赤くなった鼻が可愛い。


　洋人は、尚哉の鼻先に軽くキスしてニッと笑いかけた。


　が、尚哉の顔はふにゃと崩くずれ、またしても洋人の腕うでに顔を埋うずめて泣き出した。


「そ、それがほんとだとしたって、洋人くんが一目惚れしたのは歯医者をやってるぼくで、本当のぼくじゃないよ。――このままつき合ったって、きっと、いつか本当のぼくに愛想を尽つかして、は、離はなれてっちゃうに決まってる」


「んー？――だからさぁ、そのホントのセンセってのが、なんのことなのかわかんないんだって……。センセはセンセだろ？　ホントもウソもないんじゃねーの？」


「ぼくは……ぼく？」


　尚哉が顔を上げた。


「ん。だって、双ふた子ごとかじゃねーし……。――俺、そーいう難しいことってよくわかんねーんだけど……。わかんないとまずいのかな？」


　洋人は眉まゆをひそめ、本気で困ったように、「俺が単純すぎんのかー？」と悩なやむ。


「でも……だって、変だとかって思わない？　歯医者をやってるぼくと、今のぼくって違うだろ？」


「泣いてるセンセも可愛いなぁって思うけど、変だとも、違うとも思わねーよ。――それじゃ、駄目かなぁ？」


「……なんだ、そうなんだ」


　尚哉が気の抜ぬけた声を出した。


　バカみたい……、と呟つぶやいて、自じ嘲ちよう気味に微かすかに微笑ほほえむ。


「あ、笑った」


　微かにほころんだ口元が嬉うれしくて、洋人は尚哉の顔を覗のぞき込んだ。


「もっと、ちゃんと笑って？　俺、センセの笑った顔が一番好きだし」


「すき？」


「ん」


「ほんと？」


「俺、センセに噓つかねーよ」


　洋人がニッと笑いかけると、尚哉もつられたように口元をほころばせた。








「ぼくも好きだよ」


　無意識のうちに尚哉の唇くちびるが勝手に動いていた。


　それを聞いた洋人の笑えみが深くなる。


　涙なみだと一緒に、胸にため込んでいた言葉が全部ボロボロとあふれ出てしまった。


　聞きたかったこと、不安だったことを全部吐はき出したせいだろうか、重苦しかった胸がふわっと軽くなっている。


「あ、でも俺、単純馬ば鹿かだから、さっきセンセがいってたことマジでわかんなかったんだけど、そんなんでもいーよな？」


「単純馬鹿だなんて……。洋人くんみたいな性格って、おおらかっていうんだよ」


「へー。おおらか」


「そう。ぼくからすれば、凄く羨うらやましくて――好きだな」


　肩かたを抱だく腕に力がこもって、洋人がかがみ込んでキスしてくる。


「…ん……」


　ふれあう唇も、抱かれた肩も温かい。


　洋人に触ふれている所から、身体中に温ぬくもりが広がって、強こわばっていたなにかが溶とけていくみたいだ。


（もう悩まなくていいんだ）


　ここにいるのは、素直で無む邪じや気きな存在。


　もう先回りして裏を読んで怯おびえなくてもいい。


　嫌きらわれることを恐おそれて、言葉を選んで悩む必要もない。


　洋人の温もりが指先にまで広がっていくようだった。








　二人は一いつ緒しよにマンションに戻もどってきた。


　仲直りできてよかったと無邪気に喜ぶ洋人は、今までと変わらぬ態度で、当たり前のように先にシャワーを使って寝しん室しつに向かっている。


　だが尚哉は、寝室のドアの前で思わず立ち止まってしまった。


（どうしよう）


　何度も肌はだを重ねたけど、その間の尚哉はずっと大人の演技をしていたし、洋人の存在におぼれたら駄だ目めだと心の奥底で緊きん張ちようし続けていた。


　その緊張感がなくなった今、どんな顔をして洋人の前に立てばいいのかわからなくなってしまったのだ。


（大だい丈じよう夫ぶ。洋人くんだったら、ぼくが少しぐらいうろたえても、きっと気にしないでいてくれるから……）


　自分にいいきかせて大きく息を吐くと、思い切ってドアを開ける。


　部屋に入ると、洋人はベッドに腰こし掛かけ、自分の横顔が印刷された表紙をジッと眺ながめていた。


　今まで見たことがない大人びた真しん剣けんな表情。


　てっきり無邪気にベッドに誘われるに違ちがいないと考えていただけに、拍ひよう子し抜ぬけした。


「難しい顔してる」


「ん。――柄がらじゃねーけど、いろいろと難しいこと考えてたもんで」


「いろいろ？」


　尚哉は洋人の隣となりに座った。


「ご褒ほう美びが欲しかったんだなーって」


「？」


「俺ってさ、スゲー甘党なんだけど、知ってるよな？」


「うん」


「ガキの頃ころ、カメラの前に立って笑うとさ、みんなが誉ほめてくれて頭を撫なでてくれて、そんでお菓か子しをくれたんだ。撮さつ影えいのたびに、そんな感じでさ……。だからさ、甘いお菓子をスゲー美味おいしいって思うのは、ほめられたときの嬉しい気分を思い出すからなのかもしんねー」


「そうなんだ」


「ん。――あのさ、俺のかーちゃんってさ、けっこう有名な美容師なんだ。んで、弟子なんかもいっぱいいて、ガキの頃から俺の面めん倒どうを見てる暇ひまなんかなくってさ、俺、家政婦さんに育てられたようなもんでさ」


「今も？」


「ん。月に一回顔合わせりゃいいぐらいだな。かーちゃん、普ふ段だんは弟子達のために建てたアパートで寝ね起おきしてて家に帰ってこねーし」


「寂さびしく……ない？」


「……ずっと寂しくないって思ってたよ。かーちゃんはいなくても、家政婦さんがいてくれたし、ガキの頃は叔父おじさんが同居してくれてて、いろいろ面倒見てくれたし、今は才籐さんが世話焼いてくれるしさ。でも、やっぱり、どっかで寂しかったのかもな。……だからさ、大人の人に誉ほめられて頭撫なでられるのがスゲー嬉しかったんじゃねーかなぁ」


「……うん」


「――でもさ、最近は、俺が甘いモノ好きだってみんな知ってるから、ファンの子とか事務所の人に、なんにもしなくてもお菓子を貰もらえんだよなー」


「みんな、洋人くんに喜んで欲しいんだよ。食べさせ甲が斐いあるしね」


「でもさー、なんにもしてないのに、ご褒美を貰えるのって変じゃねー？」


「……そうかな？」


　そんなことないのに、と尚哉は思う。


　洋人の無邪気な笑顔はそれだけで魅み力りよく的だ。


　一いつ瞬しゆんでもいいから、自分にその笑顔を向けて欲しいと思うから、みんな洋人に優しくするんじゃないだろうか。


「変だって。――貰ってばっかりじゃ、やっぱ駄目だよ。もっとシャンとしなきゃ。……でないと、またセンセを泣かせちまうかもしんねーし」


「あ……れは、洋人くんのせいじゃないよ。ぼくの問題。むしろ洋人くんは被ひ害がい者しやみたいなものだし」


「でもさ、俺、抱かせて貰えたのが嬉うれしくて有頂天になってて、センセがどう思ってるのかなんて全然考えてもみなかったんだぜ。センセが泣くくらい、なんか悩んでたのに、俺だけ幸せだったなんて、それってすげー変じゃんか？」


「そんなことないよ」


「あるって。釣つり合いとれてねーもんよ。――とにかく俺、センセを泣かせないように、もっとシャンとするから。すぐは無理かもしれないけどさ、センセのこと、ちゃんと全部わかってあげられるようになるからさ」


「そう？」


「ん。だから、それまで、も少し待っててくれよな？」


　洋人が決意も新たに、ニッと笑う。


（別に変わらなくてもいいのに……）


　そう思いはするものの、自分のために変わろうと思ってくれている洋人の気持ちは嬉しい。


「うん。わかった」


「サンキュ」


　嬉しそうな洋人に引き寄せられて、唇をあわせる。


　尚哉はうっとりと目を閉じた。








　長いキスを楽しんだあと、ゆっくりとベッドに横たえられた。


「……ふっ……あ」


　敏びん感かんな部分を探り、執しつ拗ように責めてくる洋人の動きに翻ほん弄ろうされてあっという間に肌が熱くなる。


「……んん……、ちょっ……まって」


　尚哉は、綺き麗れいに筋肉のついた肩かたを、力の抜ぬけた手で押しやった。


「なに」


「あかり、消さない？」


「なんで？」


「なんでって……」


　……恥はずかしいからだよ、と、尚哉は蚊かの鳴くような声でいった。


「――へ？　だって、今さらじゃんか」


「それはそうだけど……。じゃあ、顔、見ないでよ」


「へ？」


「洋人くん、ジッと見るだろ？　あれって、けっこう恥ずかしいんだって」


「だって、センセ、スゲー色っぽいんだもん。見なきゃ損だし」


　洋人は聞く耳もたないって感じで、行こう為いを再開した。


「……あ……っ……」


　尚哉の声で反応を確かめながら、耳をなぶり、鎖さ骨こつを甘あま嚙がみする。


「……やっ……ふ……」


　赤い実を口に含ふくみ軽く舌で転がすと、いっそう切ない声があがる。


「ん？」


　尚哉の表情を確かめようとして顔を上げた洋人は、両りよう腕うでで顔を覆おおって隠かくしている尚哉を見て、むうっと唇くちびるを尖とがらせた。


「もー、なにやってんだよ」


　いつもだったら、髪かみや肩に絡からみついてくる指がお留る守すだから洋人も変だと思っていたのだ。


　腕をずらそうとひっぱったのだが、尚哉の身体からだごとくっついてきてなんともならない。


「せ～んせ、それ、なんとかしてくんない？」


「……あかり、消してくれたら離はなす」


「それじゃ意味ねーじゃんか。今までは平気だったのに、なんでそんなに恥ずかしがんだよ？」


「……今までは見み栄えはって我が慢まんしてただけ。ホントはずっと凄すごく恥ずかしかったんだから」


　尚哉は両腕の間から目だけ出した。


「あ、そういうこと……」


　洋人の納なつ得とくしたような声に、尚哉は、きっとあかりを消してくれるんだろうとホッとした。が、


「じゃ、そのままでいいし」


　洋人は、そのままで再び覆い被かぶさってくる。


「……あ……」


　胸むな元もとにキスを落とし、大きな手の平が脇わき腹ばらを滑すべり降おりていく。


　その手が足に触ふれ、ゆっくりと後ろをなぞる。


「え？」


　尚哉が、なにか変だと思ったときには、しめった指が侵しん入にゆうし始めていた。


（な……に？）


　いつもはもっと長い前技を楽しんで、我慢できないぐらいに身体が熱くなってから触れてくるのに、どうしたんだろう？


「……ふっ……やっ！」


　不思議がる暇ひまはなかった。


　形を変え始めていたモノが、いきなり熱い口こう腔こう内にふくまれ、舐なめあげられる。


　同時に、後ろに挿さし入れられた指が中をかき回すように蠢うごめいて、尚哉は悲鳴のような嬌きよう声せいをあげて、身体を震ふるわせた。


「あっあ……っ……くっ…」


　性急に追いあげられて、一気に身体が熱くなる。


「ひろ…と…くん…っ…あっあ…」


　指が増やされ、押し広げるように中をかき回され続けて、そのじれったい刺し激げきに尚哉は首を振ふる。


「も……やぁ、はやくぅ」


　もどかしい愛あい撫ぶじゃなく、もっと確かな洋人自身を感じたい。


「ん。了りよう解かい」


　グイッと両の膝ひざ裏を抱かかえ上げられ、身体が折り曲げられる。


「っ、あっ…ああっ！」


「っ」


　グイッと一気に押し入れられ、深いところで洋人を感じると同時に、顔を隠している両腕にキスされた。


「えっ、あ……っあん」


　いきなり、息をつく暇ひまもなく激しく揺ゆさぶられて尚哉は我を忘れた。


「あっ……ふっ…んん…」


　性急な動きに、内ない壁へきを擦こすりあげ乱暴なぐらいに強く突つき上げてくるソレの与あたえる快感を追うことしかできなくなる。


　激しすぎる快感に、頭が真っ白になっていた。


「センセ……やっぱ、いい顔」


　瞼まぶたに温かな感触を受けて、固く閉じていた目をあけると、至近距きよ離りに洋人の顔があった。


「え……？」


　尚哉は、自分でも気づかぬうちに、顔を覆う腕を外して、夢中で洋人にしがみついていたのだ。


「……あ。――っやあ」


　もう一度顔を隠そうとしたが、グッと腰こしを使われ、たまらずにまた洋人の肩にしがみついてしまう。


「へへ……。センセってさ、夢中になると俺にしがみついて、離さなくなんだぜ。――自分で気づいてた？」


「そんな…しらな、……あっ」


「だからさ、ぜってー、ほっといても顔見せてくれると思ったんだ。上出来」


「……い、いじわる」


「見せてくんないセンセだって、意地悪じゃんか。――こんな綺麗なのに」


「う……そ」


「ホントだって」


「きれいな人なら、バイト先で、もっといっぱい見てるくせに」


「へ？　ああ、確かにモデルのねーちゃんたちも美人だけど、俺にとってはセンセが一番だもんよ。――とろけそうに甘くて、サイコーだって」


「……ぼくが洋人くんの一番？」


「ん。だからさ、ケチってないで、もっといい顔見せてよ」


「あっ……ふぅ…」


　洋人が、また激しく動き出した。


　翻弄されるだけの尚哉は、ただただ必死でしがみついて、洋人が与える快感をうけとめる。


「その顔だけで、何なん遍べんでもイケそー」


「ば…か……」


　琥こ珀はく色の瞳ひとみで見下ろしてくる洋人の顔は、うっとりとした崇すう拝はい者しやの表情。


（噓うそつかないって……いったよね）


　だったら、恥はずかしがらなくてもいいのかな、と揺さぶられ朦もう朧ろうとする頭の片かた隅すみで考えた。


　自分や他の人がみっともないと思っても、洋人にとっての一番なら、それは尚哉にとってはなによりも嬉しいこと。


　好きな人の一番でいられるなら、この程度の恥ずかしさを我慢するくらいどうってことない。


「センセ、そろそろ……イクよ」


　荒い息をつきながら、洋人が耳元で囁ささやく。


　尚哉は、何度もうなずいて、汗あせですべる肩に必死でしがみつく。


「ん……っ、あっ……ああ」


　ラストに向けて激しく動き出した洋人に強く突つき上げられ、たまらずに背中がしなる。


　深い部分を強く刺激され、刺さすような強い快感に身体がガクガク震えた。


「……っ……ふっ！」


　一ひと際きわ深く強く突き入れられて、ギュッとしがみつく。


「……くっ……」


　洋人の呻うめき声を耳元で聞くと同時に、身体の奥底で熱いモノが弾はじけた。


「……ああっ！」


　熱いモノが身体にも、心にも満ちていくみたいだ。


　尚哉は目め眩まいがするほどの充じゆう足そく感かんを感じながら自分を手放した。








　翌朝、洋人が目を覚ましたら、隣となりには誰だれもいなかった。


　目覚まし時計は七時を指している。


　家に帰って着き替がえても、余よ裕ゆうで学校に間に合う時間だ。


「センセ……？」


　尚哉の姿も気配も感じないことがなんとなく不安な洋人は、もそもそと起き出して寝しん室しつのドアを開けた。


　シャワーの音が微かすかに聞こえる。


「なーんだ」


　所在確認をして安心した洋人は、尚哉が戻もどるまで寝ね転ころがってようとベッドに戻った。


　ごろんと仰あお向むけに寝転がって天てん井じようを眺ながめていたら、不意に笑いがこみ上げてくる。


（今度こそ、ちゃんと恋こい人びと同士になったんだもんなー）


　綺き麗れいな人はちゃんとこの手の中に戻ってきた。


　かなりイタい思いもしたけど、そのせいで気づいたこともあったし、無む駄だじゃなかったような気がする。


　いや、無駄じゃなかったといえるような自分にならなきゃいけないのだ。


　なにがなんだかいまだにわからないけど、ゆうべ尚哉を泣かせたのは自分だ。


　もっと大人で、人の気持ちがわかる人間だったら、あんなに泣かせてしまう前に、尚哉の気持ちに気づいて安心させてあげることだってできたはず。


　甘ったれたガキは卒業して、シャンとした大人になりたいと、洋人は思う。


　恋人を泣かせないよう、守ってやれるぐらいに……。


（とりあえず、バイトちゃんとしねーとな）


　昨日、才籐たちにかけた迷めい惑わくを取り戻すぐらい、真ま面じ目めにやらなきゃ。


「センセの写真が欲しいなぁ」


　綺麗な恋人を、みんなに見せびらかしたい。


「この人が俺の恋人だってか」


　へへっと一人で笑った洋人は、ふと、あることに気づいた。


「……紹しよう介かいしようにも、センセの名前、俺しらねーかも」


　いつもいつも「センセ」と呼んで、それで不自由していなかったから気にもとめていなかった。


　大体、恋人同士になったんなら「センセ」はないような気がする。


　それじゃあ、まるでイメクラだ。


「香久山歯科医院だから、名字は香久山だよな。名前は、んーっと」


　記き憶おくを辿たどってみても、聞いた覚えがない。


　最初の治ち療りようのときに、自己紹介なんてなかったし、山下も小料理屋の女将おかみも「先生」と呼ぶばかりで名前を呼ばなかったし……。


「センセに聞いたら、怒おこるかも」


　自分から好きだと迫せまって、追いかけまわしたくせに、名前を知らないってのはいくならんでもヤバイ。


「――そだ」


　もらった診しん察さつ券にフルネームが書いてあるかもしれない。


　一いち縷るの希望を託たくしてジーンズのポケットから財さい布ふを出し、診察券を取り出そうとしたとき、


「なにしてるの？」


　背後から尚哉の声がした。


「!!……べ、別に」


　あいかわらず足音をたてない尚哉のせいで、洋人の心臓はバクバクいっている。


「それ、うちの診察券？」


　診察券を半分ぐらい引っ張り出していたから、あっさりと見み抜ぬかれた。


「どうしたの？」


「え、あ、ちょっと。――げ、書いてねーじゃん」


　開き直った洋人は、はぐらかしながらも、診察券を抜き出して確認しようとして、がくっとうなだれた。


「書いてないって、なにが？」


「………なまえ」


「誰の？」


「…………センセの」


「え？　知らなかった？」


　尚哉が凄すごくビックリしたように目を丸くした。


「だってよー。センセはセンセだしー。――怒る？」


「……怒らないけど」


　すごーく気まずそうに口ごもる洋人に、尚哉がいう。


　洋人にとって、名前や肩書きのような飾かざりの部分はどうでもいいことだったんだろう。


　そんなものよりも、ただここにいるありのままの自分をずっと見ていてくれたんだろうなと思うと、尚哉は嬉しくなった。


　嬉しい気持ちのままに微笑ほほえむと、洋人がまぶしそうに目を細める。


「俺、センセのその笑った顔に惚ほれたからさ、他ほかのことなんにも目に入ってなかったし。……これからは、もちょっとシャンとするから。――だから、名前おせーてよ」


「いいけど、後でね」


「へ？」


「遅ち刻こくするよ」


　ちょっと意地悪な笑えみを浮うかべた尚哉が指さした先には目覚まし時計。


「げ、やば」


　時間を確認した洋人は、慌あわてて服を着た。


「じゃ、いってくるし」


　軽いキスを残して、洋人はドタバタと部屋を出ていく。


　ドアを閉める間際にちょっと振ふり向いたら、


「いってらっしゃい」と、微笑んだ尚哉がひらひらと手を振ってくれた。
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　朝から幸せ絶好調で、その日一日、洋人はたいそうご機き嫌げんだった。


「……噓うそみたいに元気だな」


　双ふた子ごたちに世話を焼かれている洋人を眺めながら、才籐が呟つぶやく。


「ふられたと思った相手とうまくいったとかって、今日は朝からずっとあの調子。女の子たちに貰もらったお菓か子しも、全部教室中にばらまいてたし」


　洋人と同じ仕事でスタジオ入りしていた武志が、先に準備を終えて話しかけてくる。


「そんなにはしゃいでたのか？」


　才籐は眉まゆをひそめた。


「ばらしてないだろうな？」


「なにをです？」


「そのお相手が男だってことをだよ」


「………え？」


　普ふ段だんクールを装っている武志が、虚きよをつかれたように驚おどろく顔に、才籐は思わず笑ってしまう。


「きみも知らなかったのか」


「どんな人なんです？」


「一回しか会ったことはないが、クールな雰ふん囲い気きの美形だったな。――武志くん、悪いけど、洋人が学校で口すべらせないように、見張っててくれないかな」


「おもり役ですか」


　武志が皮肉っぽく肩かたをすくめる。


「了りよう解かい。そのかわり、今度、高級料りよう亭ていでメシ奢おごってくださいね」


「……わかった」


　撮さつ影えいが始まり、洋人と武志がスタジオの中央で、ライトを浴びる。


　その姿を眺ながめながら、才籐が高級料亭の食事代をなんとか経費で落とせないものかと策を練っていると、怒いかりの表情を浮かべた双子が歩み寄ってきた。


「ちょっと才籐さん、あれ、なんとかしてよ！」


「隠かくしきれないこともないけどさ、これみよがしに見せびらかされると、なんかムカつくのよねぇ」


「……洋人のみみず腫ばれのことか？」


「そう」


「一応いってはみたんだけどな。隠せるんだからいいじゃんか、だとさ。のれんに腕うで押おしだった」


「そこをなんとかするのが才籐さんの腕でしょ？」


「なんとかっていわれてもなぁ」


「もー。たよりな～い」


「そういうなって……」


　今日、洋人と初めて顔をあわせたとき、


「すみませんでした」と、いきなり頭を下げられた。


　昨日迷めい惑わくかけた分だけ、これから頑がん張ばるからと神しん妙みような顔でいわれて、才籐は感動さえしたのだ。


　これからはモデルに本ほん腰ごし入れて頑張ってくれるのかと少々期待して聞いてみたら、「違ちがう違う」と首を振られた。


　頑張るってのは、たとえバイトでも、与あたえられた仕事は責任をもってちゃんとこなすという意味だったらしい。


「とりあえず、洋人が自覚するのを、もうちょっと待ってくれよ」


　才籐は、ぶーたれる双子をむりやり追い返した。


　幸せ真っ盛り春はる爛らん漫まん状態の今の洋人に、水を差すようなことをいいたくないってのも、才籐の本音だったりする。


（情に流されてる暇ひまはないんだけどなぁ）


　才籐の夢がかなう日は、まだまだ遠いようだった。








「な～んだ、こんなトコに書いてあったんじゃねーか」


　ビルのエントランスにあるフロアごとの案内板に、香久山歯科医院の責任者名が書いてあるのを、洋人は初めて発見した。


　最初に来たときは、じっくり読む余よ裕ゆうなんてなかったし、次からはウキウキと浮かれていてこんな案内板には見向きもしなかったのだ。


「香久山尚哉、なおやか」


　忘れないように呟きながら、エレベーターに乗る。


「うわっ、ヒロトくんだぁ」


　診しん療りよう時間がもう少しで終わる時間帯。


　洋人が待合室のドアを開けると、山下がやたらと嬉うれしそうに迎むかえてくれた。


「抜ばつ歯しした跡あと、痛くなった？」


「まっさか。全然へーき。ちょっとセンセに聞きたいことがあってさ」


「え、そーなの？　やだもう、そうなんだ。……うふふ」


　山下が口に手を当ててほくそ笑む。


「それと、これ。撮影でお菓子貰ったからお裾すそ分わけ。――今、患かん者じやさんは？」


　不気味だなぁと思いつつ、お菓子の入った紙かみ袋ぶくろを手て渡わたした。


「最後の一人が診しん察さつ室に入ったばっかり。コーヒー淹いれよっか」


「さんきゅー」


　洋人は、山下とおしゃべりしながら、診察が終わるのを待った。


　最後の患者を山下と二人で見送って、しばらくすると尚哉が診察室から出てくる。


「洋人くん、どうしたの？」


「へへ、ちょっと聞きたいことがあってさ」


「あ、じゃあ、診察室にどうぞ。――山下くん、もうあがっていいよ」


「は～い。――洋人くん、ごゆっくり～。ふふふ」


「……ごゆっくり？」


「き、気にしなくていいから、早くこっちきて」


　いぶかしむ洋人を、尚哉は強引に診察室へ引っ張り込む。


「せ～んせ」


　診察室のドアが閉まった途と端たん、洋人は尚哉に抱だきついた。


　眼鏡めがねを取り上げ、腰を引き寄せて甘い唇くちびるを味わう。


「ッ……ふ……。――こ、ここじゃ駄だ目めだよ」


「けち」


　腕を突つっ張ぱった尚哉にギュウッと押しのけられ、洋人はむくれて唇を尖とがらせる。


「あ、でも……。まだ向こうに山下くんがいるし……」


　困った尚哉はモゴモゴと言い訳するように口ごもる。


「わかってるって。ちょっとからかっただけだって――尚哉センセ」


　取り上げた眼鏡をもう一度かけ直してあげる。


「……山下くんから聞き出したの？」


「はずれ、下の案内板でね。――なあ、尚哉。早く後片づけして、夕飯食べに行こーぜ」


「あ……」


「ん？　どっかした？」


「歯医者仲間から電話があって、ちょっと出かけなきゃならないんだ。だから……」


「駄目？」


「うん、ごめん。あの、洋人くん……」


　尚哉は白衣のポケットに手を入れた。


「これ……」


　ポケットから出した手には銀色の鍵かぎ。


「もしかして、マンションの合い鍵？」


　尚哉がうなずくと、洋人は嬉き々きとして鍵を受け取る。


「で、あの……」


　尚哉はなにかいいたそうに口を動かしかけた。


　が、いくら待っても、続きの言葉は聞こえてこない。


（どーしたんだ？）


　気になって、


「なに？」と促うながしてみたが、「たいしたことじゃないから」と首を振ふるばかりでいおうとしない。


　それでも、尚哉の表情はさえないし、少し不安そうに揺ゆれる黒い瞳ひとみが、なにかを訴うつたえるみたいに見つめてくる。


（んー？――ん、もしかして）


「じゃさ、部屋で待っててもいーか？」


　ふと思いついて聞いてみた。


「え？――あ、でも……けっこう遅おそくなるかもしれないけど」


　一いつ瞬しゆん、尚哉の口元がほころびかけたが、残念ながらすぐに元に戻もどってしまう。


「へーきへーき。どっかでメシ食って時間つぶしてくるし」


　ニッと笑いかけながらもう一押ししたら、今度はちゃんと甘くほころんだ。


「ありがと。――ほんとは、そういってくれるの期待してたんだ」


（ビンゴじゃん）


　ちょっとはにかんだような感じの微笑ほほえみが、なんだかいつもより愛いとおしく感じる。


　間ま違ちがえずにちゃんと尚哉を安心させてあげられた自分を、偉えらいと誉ほめてやりたい気分だ。


「なるべく早く帰るようにするから」


　洋人の肩かたに手をかけた尚哉が、背伸びをして顎あごをあげる。


　甘くほころんだままの唇が、軽く触ふれた。


（こういうご褒ほう美びってサイコーじゃん）


　洋人は、この世で一番甘いご馳ち走そうを貰もらって、上じよう機き嫌げんだった。




意地悪なぼくたち










　電話のコール音がしつこく鳴り響ひびいている。


（山やま下したくん、買い物行ったんだっけ）


　金曜日の午後の診しん察さつ時間が始まる前、診察室で機材の調整をしていた尚なお哉やは、受付のある待合室へと向かい、受話器を取った。


「はい、香か久ぐ山やま歯科医院です」


「もしもし、香久山先生でいらっしゃいますか？」


　なめらかな口調の、耳に心ここ地ちよい低い声。


（なにかのセールスかな？）


　名指しで電話をかけてきたんだから、予約ってことはないだろう。


「はい、そうですが」


　あまりしつこくなきゃいいけど、と思いつつうなずくと、受話器の向こうで軽い咳せき払ばらいが聞こえた。


「失礼。――いつもお世話になっております。私、栗くり林ばやし洋ひろ人とのマネージャーをしております、才さい籐とうと申します」


「あ……」


　一瞬、頭が真っ白になった。


　洋人は尚哉の大切な恋こい人びとだ。


　そして才籐は、幼よう稚ち園えんの頃ころからモデルとして働いてきた洋人の面めん倒どうを見続けてくれている人物だった。


　とりあえず返事をしなきゃと思って、尚哉は言葉を探したが、なかなかいい返事が思いつかない。


（こちらこそいつもお世話になってます、なんていったら凄すごく妙みような感じだし……）


　大体、「お世話になってます」という言葉を額面どおりに受け取っていいものかどうか悩なやんでしまう。


　洋人から聞く限り、才籐は二人の関係に異を唱えたりはしていないようなのだが、本心ではどう思っているかわかったものじゃない。


　常識で考えれば、尚哉の存在は、才籐にとって歓かん迎げいできるものではないはずなのだから……。


「もしもし？　香久山先生、聞こえてらっしゃいますか？」


「あ、はい。よく聞こえます。すみません」


　答えに詰つまる尚哉がじれったくなったらしく確認してくる才籐に、尚哉は相手に見えるわけでもないのに、受話器を握にぎりしめたままでうなずき、頭を下げた。


「あの、で……、ご用件は？」


「実はですね――」


　大変申し上げにくいことなんですが――と前置きして、才籐が話し出す。


　申し上げにくいといったわりに、口ごもることもつかえることもなく、まるで原げん稿こうをスラスラと読み上げるように話し続ける才籐の言葉を聞いているうちに、尚哉は息苦しくなってきた。


（ああ、いやだ……）


　このまま受話器を置いてしまいたい。


　なにも聞かなかったことにしてしまえたら、どんなにいいだろう。


「――申し訳ないのですが、そこのところ、あなたの方で少し考えていただきたいと思いまして……」


「あ……。はい。わ……かりました」


「では、よろしくお願いいたします。失礼いたしました」


　礼れい儀ぎ正ただしく、穏おだやかな口調を崩くずさないままで、才籐は通話を切った。


　だがその話の内容に、尚哉はもの凄いショックを受けていた。


（……わかるけど……でも……）


　モデルである洋人は、才籐にとってかけがえのない大切な存在なのだ。だから、こんな電話をかけてきたんだってことは、今の会話の内容でよくわかった。


　でも尚哉にとっても、洋人はかけがえのない大切な存在で……。


「……どうしよう……」


　呟つぶやきながら、ギュッと握りしめたままだった受話器を戻もどす。


　手が小刻みに震ふるえていた。
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　鍵かぎの開く音と同時に、洋人は玄げん関かん先さきにダッシュした。


「尚哉、お帰り！」


「……ただいま」


　満面の笑え顔がおで迎むかえると、尚哉はちょっと驚おどろいたような顔をした。


「来てるとは思わなかったな」


「なんで」


「明日から撮さつ影えい旅行でしょう？　朝、早いんじゃなかったっけ？」


「ん。でも、へーきへーき」


「そう？」


　脱ぬいだコートを手に持ったままでリビングに向かった尚哉は、怠だるそうにソファーに座る。


　いつもの尚哉は、きちんとコートをハンガーに掛かけてから座るのに、珍めずらしいと洋人は思う。


「なー、疲つかれてる？」


「……ちょっとね。急きゆう患かんが入ったりして、慌あわただしかったし」


「そっか。――なあ、夕飯は？　この時間だとまだ食ってねーだろ？」


「うん。でも、食欲ないし、食べると胃もたれしそうだから……。洋人くんは？」


「俺はバイト先に顔出したついでに、双ふた子ごのねーちゃんたちと食ってきたけど」


「じゃ、コーヒーでも淹いれようか」


「いーよ。俺がするから、尚哉は座ってな」


　洋人は、立ち上がりかけた尚哉を止めた。


「この週末に食ってもらおうと思って、アップルパイなんか作ってみたんだけど、いま食う？」


「ごめん、ちょっと食べられないかも」


　いつもなら、味見だけでもしてくれるのに、やっぱり変だ。


「ん。気の向いたときに食べてみてくれればいいし」


　変だ変だと思いつつ、二人分のコーヒーを淹れてリビングに戻ると、テーブルの上に置きっぱなしにしていたパンフレットを、尚哉がぼんやりと眺ながめていた。


「それ、明日行くホテルなんだ」


「そう。……なんだか、凄いトコだね」


　眺めのいい海岸線沿いではあるものの、近くに特筆すべき観光地のない僻へき地ちに建てられたホテルだった。


　この立地条件では、夏場以外の集客は望めない。そんな悪条件を、ホテル内の設備で補おうとしている、そんな感じだ。


　結けつ婚こん式用のチャペルに、催さい事じ用の広いイベントホールは勿もち論ろんのことながら、充じゆう実じつしたショッピング街や、広い室内プールが三種類と本格的なスポーツジム、各種のエステサロンまで完備されていて、若い女性をターゲットにした短期集中の瘦そう身しんや美顔コースなどもあるらしい。


「女性誌の仕事なんだ。彼氏とゴージャスな休きゆう暇かを、だってさ」


「そう」


「アンティークのたっけー家具だらけのスイートルームで撮影して、そのままそこに泊とまるらしいんだ」


「豪ごう華かだね」


「ん。――でもさ、一応、ベッドルームは三つあるらしいけど、撮影に行く人数分には足りないらしくてさ、くじ引きで何人かはソファーでお泊まり。――双子のねーちゃんたちが仕事抜ぬきで泊まりたいって騒さわいでたぜ」


「ふ～ん」


　洋人は尚哉を見つめながら話をしているのに、尚哉はパンフレットをぼんやり眺めながら、気のない相づちをただ返すばかり。


「……尚哉、こういうトコ興味ねーの？」


「え、あ、……そうだね。あまり……」


「そっか。――尚哉が興味示すようだったら、行ったついでに、むりやり予約入れて来ちゃおっかなって思ってたんだけど駄だ目めっぽいなぁ」


「予約って？」


「歯医者さんも年末はお休みするだろ？　直接行ってごねれば、今からでも一部屋ぐらいなんとかなるんじゃねーかなーって思ってさ」


　双子に相談したら、今話題の人気スポットだし、十一月末の今からじゃ絶対無理だといわれたのだが、直接交こう渉しようすればキャンセル待ちの一番先頭ぐらいにはなれるんじゃないかと洋人は期待していたのだ。


「いいよ。……無理しなくても」


「ん。どーせだったら、尚哉が好きなトコ連れてってあげたいもんな。――尚哉は、こーいうホテルとかより、ゆっくり休める温泉とかの方がいい？」


「うん。どっちかっていうと……。でも、そんなのいいから」


　尚哉が困ったように首を振ふる。


「あ、患かん者じやさんだし年下だしってのは、もうなしだぞ。金のことだったら、バイトで随ずい分ぶん稼かせいでるからなんの心配もないし。――俺が、尚哉と一いつ緒しよにいたいから計画してんだ。な？　一緒に行ってくれんだろ？」


　尚哉が遠えん慮りよしているんだと思った洋人は、そんな心配を吹ふき飛ばしてやろうと、ニッと笑いかけた。が、効果はない。


「……あの、でも……ごめん」


　逆に尚哉は、もっと困った顔をする。


「もしかして、年末の予定、入っちまってんだ」


「そういうわけじゃないけど……」


　でも……と口ごもったきり、尚哉は口を閉ざしてしまった。


（んー、わかんねー）


　でも、というからには、洋人の計画に応じられない理由が確実にあるはずなのだ。


　その理由を口に出さないのは、自分に対してなにか遠慮する部分があるからなのだろう。


（なんで俺相手に、んな気をつかうかなー）


　水みず臭くさいと思うし、自分が気づいてやらなきゃなんないんだろうなと、最近洋人は思うようになっている。


　少し前にもめたとき以来、尚哉はこんな風に口ごもって黙だまり込むことが多くなった。


　尚哉にいわせると、これが本当の尚哉の姿だということらしい。


　そんな自分を知られることで、洋人に嫌きらわれたくなくて演技していたのだと告白されたのだが、洋人は、そんな尚哉の性格は欠点だとは思わない。


　むしろ、尚哉を口ごもらせてしまう原因を、自分がいい当てることで尚哉が酷ひどく嬉うれしそうな顔をしてくれるのが嬉しい。


　はにかんだ顔で「ありがと」なんていわれると、自分が尚哉を喜ばせたんだという実感が湧わいてきて、少し偉えらくなったような気さえするぐらいだ。


　が、今回のように、いくら考えても、答えがわからないときもある。


（尚哉、ぜってー白状しないもんなー）


　尚哉は、自分のことを臆おく病びようで気が弱い性格だというが、こういうときの口の固さはなかなかのもので、おだてても褒ほめちぎっても、泣き真似まねをしても絶対に折れてはくれない。


　どうにもならないときは、洋人が折れるしかないのだ。


　そして、忘れたふりを装って、時間をかけて答えを探ることになる。


（んー、今回は時間もねーし、どーすっかな）


　年末に旅行に行くのなら、一日でも早くホテルなり旅館なりに予約を入れなきゃならない。


　はっきりと旅行に行けない理由を、尚哉から聞かないことにはどうしても諦あきらめきれない。


　洋人は、なんとしても今晩中に白状させてやると決めていた。








（洋人くん、諦めてくれたのかな？）


　尚哉がだんまりを決め込んで五分も経たつと、洋人は「しょうがねーか」と呟つぶやいてテレビのリモコンを手に取った。


（だって、やっぱりいえないよ）


　お笑い芸人につっこみを入れつつ、バラエティ番組を楽しげに見ている洋人の横顔を眺めながら、尚哉は気づかれないようこっそりため息をついた。


　あの電話がかかってきてからというもの、尚哉は失敗の連続だった。


　患者さんを前にぼんやりしたり、手にした診しん療りよう器具を床ゆかに落としたり……。


　そんな尚哉を見かねたのか、山下などは「今日は助手業を優先するから」と宣言して、治療の最さ中なかにずっと脇わきに立ってサポートしてくれていた。


　そのせいで事務作業が滞とどこおり、残業までさせてしまったぐらいだ。


（情けないな……）


　歯医者としての仮面さえ被かぶれば、私情を隠かくすことができるはずだったのに、今日は歯医者の仮面を被ることさえできなかった。


　開業医として、最低だと思う。


　黙り込んだまま、しみじみと落ち込んでいると、いきなり洋人が立ち上がった。


「な、なに？」


　こんな自分の態度に怒おこって帰っちゃうんだろうかと、不安になって見上げると、


「フロ借りるなー」


　と、何事もなかったような顔で笑って洋人がいう。


「あ、うん」


　うなずいて、後ろ姿を見送った尚哉は、洋人の姿がバスルームに消えた時点で頭を抱かかえた。


（ど、どうしよう）


　このままだと、いつものパターンになだれ込んでしまいそうだ。


　こんな状態で洋人に抱だかれるのはあまり気がすすまない。


　今の精神状態で理性が吹っ飛ぶようなことになったら、自分でも何をしでかすか自信がない。


　しがみつく程度ならまだしも、またしてもめそめそ泣きだしてしまいそうだ。


（これ以上、みっともないとこ見せたくないよ……）


　以前、路上で大泣きしたことを、尚哉はいまだに悔くやんでいるのだ。


　だから、バスルームから出てきた洋人に、思い切って、


「今日は疲つかれてるから……」


　とだけいってみた。


「ん。そだな。たまには一緒に寝ねるだけってのも新しん鮮せんでいいかも」


　あっさりと望む答えが返ってきて、尚哉はホッとした。


　が、しかし。


「え、あの……。ひろとくん？」


　先にベッドに入って寝息をたてている洋人の隣となりに、起こさないようこっそりと潜もぐり込んだつもりだったのに、いきなり起きあがった洋人にのしかかられた。


「寝ぼけてるの？」


　首筋に唇くちびるをよせてくる洋人を押しのけようと突つっ張ぱった両手を握にぎり取られ、


「え？　え……ちょっちょっと、あの……」


　オロオロとうろたえているうちに、紐ひものようなもので両手首を縛しばられて、ベッド上の支柱にくくりつけられてしまった。


「クローゼットからネクタイ一本借りたぜ」


　尚哉に馬乗りになった洋人が、にまっと笑う。


「な、なに、これ？　なんの冗じよう談だん？」


「ん？　たまにはこーいうのも楽しいかなって思ってさ」


「楽しくない。楽しくないよ！　洋人くん、ほどいて」


　なんとか解ほどけないものかと手を動かしてみたが、逆効果だったようで、よけい締しめつけがきつくなってしまう。


「失敗。タオル巻いてから縛ればよかったなー。跡あとが残ったら勘かん弁べんな？」


「ちょっ……ッ……ふっ」


　苦情をいおうとした唇が唇で塞ふさがれる。


　長くてふかいキス。


　下唇を甘あま嚙がみし、内側をくすぐり、強く舌を搦からめ捕とる。


　いつもと同じキスなのに、拘こう束そくされている不安感のせいからか、いつもより全然感じない。


「ッ……ん、や……だ。ほどいてってば、洋人くん」


　やっと唇が解放された尚哉の願いは完全に無視された。


「これも失敗。脱ぬがせてから縛ればよかった」


　耳元に、喉のどにキスを落としながら、パジャマのボタンを全部はずし、胸の赤い実に指をはわせてくる。


「ね、お願いだから、やめて……っ…」


　触ふれられても、身体からだは反応しない。


　肌はだの上をすべる手の感かん触しよくが、いつもに比べて妙みように生々しく感じるばかりだ。


　安心感が伴ともなわない行こう為いは、尚哉に不安と焦あせりだけを与あたえた。


（なんで、こんなこと……）


　こんなの、洋人らしくない。


　いつもの洋人は、自分自身より尚哉の快感を優先させるのに……。


　なにか怒ってるんだろうか？


　怒らせるようなことをしたんだろうか？


「……ふ……」


　考えているうちにだんだんと切なくなってきて、堪こらえようとしても涙なみだがにじんでくる。


「あれ、感じてねーの？」


　下着の上から尚哉に触れた洋人が、驚おどろいたように手を止めた。


「あ……、泣いちゃった？」


　慌あわてたように上半身を起こして、尚哉の頰ほおに優しく触れてくる。


「泣いてない……。これ、早くほどいて。今日の洋人くん、変だよ。意地悪だ」


　不満をぶつけたら、洋人はむっとしたように唇を尖とがらせる。


「尚哉だって意地悪じゃんかよ」


「な……なんで」


「だって、旅行に行けない理由教えてくんねーし」


「だって、あれは……」


　尚哉は口を閉じた。


　洋人にはどうしてもいえない。


「あれは？　なに？――そんな悲しそうな顔されてさ、そんでも理由を教えて貰もらえないってのスゲー寂さびしいんだけど？」


「寂しい？」


「ん。――俺は尚哉に笑ってて欲しーんだもんよ。……だからさぁ、気になることがあるんだったら、遠えん慮りよせずにいえよ。なにをいわれても、俺、尚哉を嫌きらいになったりしないぜ？」


「あ、でも……」


「でも？　白状したらほどいてやるよ」


「………」


　やっぱり、どうしてもいえない。


　嫌いにはならないかもしれないけど、でも、いってしまったら取り返しがつかないことになってしまいそうで怖こわいから……。


「駄だ目めか。――じゃ、しょーがねーな」


「あっ……っん……」


　下着の中に潜り込んできた手が、キュッとソレを握り込む。


　軽く刺し激げきされると、甘いしびれが走った。


「大だい丈じよう夫ぶそ」


　尚哉の反応に安心した洋人は、下着を取り去ると本格的に責めてきた。


「や……だめっ…っ…」


　舐なめあげられて、ぞくぞくと悪お寒かんにも似た快感が背せ筋すじをはい上がってくる。


　熱い口こう腔こう内にふくまれ、唇で刺激されて悲鳴が零こぼれた。


「な……んで？　こ…なのや……。あ……くっ」


「じゃ、白状しな」


「や……」


　苦しいぐらいに追いあげられ、尚哉は嫌いや々いやと首を振ふる。


「――あんま苛いじめたくねーんだけど……」


　なかなか音を上げない尚哉に、洋人はやり方を変える気になったらしい。


　強引にうつぶせにされて、腰こしを抱え上げられた。


「くっ……」


　ベッドの支柱に縛られたままの手が、無理な体勢で引きつれて痛い。


　しめった柔やわらかな舌が敏びん感かんな後ろを舐めあげ、前に添そえられた手が強く刺激してくる。


「や……いや。あ……っ…」


　痛みと不安、強引に与えられる快感で、朦もう朧ろうとする脳裏に過去の記き憶おくがフラッシュバックする。


　昔、よくこんな風に強引に身体を開かされた。


　誰だれもいない講堂や、トイレで、壁かべに手をつかされ、喘あえぎを漏もらす唇くちびるを手の平でふさがれて、強引に追いあげられた。


　あの頃ころは、嫌だとはいえなかった。


　自分が口ごもって黙だまるたびに、彼がため息をつく。


　ため息の回数を重ねるたび、別れの予感が胸に重くのしかかってきて怖かったから……。


　だから、痛くても不安でも我が慢まんしていた。


　別れを少しでも先に延ばしたくて、我慢し続け、やがて強引な行為に身体が慣れ始めた頃、彼は自分から離はなれていってしまった。


（これじゃ昔と一いつ緒しよだ）


　なにもいえない自分がもの凄すごく嫌だった。


　なにもいえないままで別れたことを、凄く後こう悔かいしたはずだったのに……。


　こらえていた涙が溢あふれてくる。


「……いやだ。や……。いうから、も、やめて！」


　叫さけんだ途と端たん、洋人の動きが止まった。


　慌ただしく手の縛いましめが解かれて、抱だき起こされてギュッと抱きしめられる。


「泣く前に降参してくれよなー。――苛めてるみたいで、スゲーやな気分じゃんか。……尚哉ってば、頑がん固こすぎだっての」


「……み、みたいじゃないよ。苛めたくせに……。頑固なのは、そっちじゃないか」


「尚哉が意地はるのが悪い。――で、なんで旅行に行けないわけ？」


「……電話が……あったんだ」


「誰から？」


「………才籐さん」


「なんて？」


「…………モデルのヒロトにキズをつけるなって、人目に気をつかってくれって……いわれた」


「は？　なにそれ？」


「だ、だから、ぼくと……男とつき合ってるってことが、世間に知られたらまずいってことだよ」


　尚哉は、才籐にいわれるまで、洋人が芸能人と呼ばれる種類の人間だってことを失念していた。


　芸能人の中には、人気が落ちるのを恐おそれて、彼女がいるってことさえ隠かくそうとする人もいる。


　相手が、男だったら尚なお更さらだろう。


「旅行になんて……行けないよ」


　洋人は、その場にいるだけで目立つ存在だ。


　どんなにこっそり行動したって、絶対に誰かにばれる。


　モデルの仕事に支障が出るようなことになったら、洋人だってさすがにまずいと思うだろう。


　別れなきゃいけないと考えるようになるかもしれない。


（それは……いやだ）


　才籐から電話があって、洋人と別れなきゃならなくなるかもしれないと考えただけで仕事が手につかなかったのだ。


　実際に別れるようなことになったら、自分がどうなってしまうのか考えるのも怖い。


（寂しくて、辛つらくて、死んでしまうかも……）


　いったんは止まった涙がまた零こぼれだして、尚哉は慌てて涙を手の甲こうで拭ぬぐった。


「なんで泣くんだ？」


　そんな尚哉を見て、洋人はキョトンとしている。


「なんでって……。男の恋こい人びとがいるなんて、ばれたらまずいでしょ？　人気が下がって、仕事来なくなるかもしれないじゃないか。――わ、別れなきゃならなくなるかもしれないじゃない」


「別にかまわねーけど」


「……え？」


「どうせバイトだし……。尚哉と別れなきゃなんないぐらいなら、モデルやめるって」


　洋人が、尚哉の涙なみだを親指で拭いながら断言する。


「………ほんとに？」


「ん。マジ。……ったく、んな馬ば鹿かなこと考えてたなんて……。聞いてよかったよ。才籐さんに文句いっとかねーとな」


　余計なお世話だっつーの、と洋人はぷんすか怒おこっていた。


「も、文句だなんて、駄目だよ。才籐さんは洋人のことを思って、電話くれたんだから……」


　それに、自分がチクッたみたいでけっこう気まずい。


「だからだって。――俺にとっては、モデルより尚哉のほーが大事だってこと、いわなきゃわかって貰えないだろ？　これからのこともあるし、そこんトコ、才籐さんにはちゃんとわかってもらわねーと。――ま、陰かげで動かれるのも気分悪いしな」


「ぼくのほうが……大事？」


「ん。あったりまえだろ」


　尚哉の頰ほおを両手で包み、洋人がニッと笑いかけてくる。


　いつもどおりの気負いのない笑顔に、ふわっと気持ちが軽くなった。


（こんなことなら、最初からちゃんと話してればよかった）


　洋人のいうとおりだ。


　いわなきゃわかって貰もらえない。


　一人で悩なやんで暗くなってないで、いえばよかったのだ。


「ありがと」


　気持ちが楽になって微笑ほほえむと、洋人の笑みがいっそう深くなった。


「尚哉、今日、初めて笑った」


「え、そう？」


「ん」


　慈いつくしむような目で見つめられて、なんだか照れくさい。


「洋人くん、なんだか前より優しくなったみたい」


　意地悪もされたけど、それでもそう思う。


「ん、んなことねーって。――あー、やっぱ赤くなっちゃったなー。ごめんな」


　照れくさそうに少し頰を赤くした洋人は、尚哉の顔から目をそらすと、今度は両手首を持って、しげしげと眺ながめた。


「痛い？　冷やしたほーがいーかな？」


「いいよ、これぐらい」


「そっか？　ならいーけど」


　洋人の唇くちびるが手首に触ふれ、赤い線をなぞるように舌が動く。


「……あっ」


　鬱うつ血けつして敏びん感かんになっていただけに、微かすかな刺し激げきでも感じてしまう。


　思わず声をあげてしまった尚哉は、恥はずかしくなって手を引っ込めようとしたが、尚哉の反応に調子にのった洋人がそれを許さない。


「なぁ、さっきの続き……どう？」


　逆に引っ張られて、尚哉は洋人の胸に倒たおれ込んだ。


「い…いけど、でも……」


「でも、なに？」


「……手、はなして」


「これでいい？」


　手首を握にぎっていた洋人の手がパッと離れた。


「うん」


　仕切りなおし、と洋人が顔をよせてくる。


　甘く痺しびれるようなキスに応じながら、自由になった手で洋人の背中をギュッと抱きしめる。


　洋人の唇が、微かに微笑んだような気がした。







★







　翌日、洋人は、朝一番の新幹線で撮さつ影えいのために目的地に向かった。


　同行者はいつものメンバーだったが、雰ふん囲い気きはいつもと違ちがう。


　待ち合わせの場所で会ったときから、洋人がジイッと才籐だけを睨にらみつけていたからだ。


　険悪な雰囲気を察した双ふた子ごは、洋人たちの前のシートに座ったきり振ふり向こうともしない。


「……いいたいことがあるなら、どうぞ」


　せっかく買ってやった弁当にも手をつけずに睨みつけてくる洋人を、才籐はしぶしぶといった感じで促うながした。


「電話」


「あ、もしかして聞いたのか？」


「ん。――あーいうの、よしてくんねー？　尚哉、俺と違って繊せん細さいなんだからさ、いいたいことがあんなら俺にいえって」


「……お前、いっても聞かなかったじゃないか」


「なにいってんの？　俺、才籐さんに、男とつき合うのはヤバイなんていわれてねーよ。……尚哉、落ち込んじゃって宥なだめんの大変だったんだからな」


「なんだ、それ？」


「なんだって、なんだよ」


「男とつき合うのがヤバイだなんて、いった覚えはないぞ」


「もー、サイテー。噓うそつくなよなー」


「噓じゃないって。大体、そんなことをいったら、ああいうのと一いつ緒しよに仕事はできないだろうが」


　才籐は前の座席の双子を指さした。


「マジ？」


「ああ。――おまえに傷をつけるなってはいったけどな」


「それが余計なお世話なんだって！」


「そんなこといったってな、そろそろ夏物の服の撮影に入るんだぞ。今回だって、タンクトップ着なきゃならないんだし……。いちいちメイクでみみず腫ばれを隠す労力と時間を考えれば、一言いいたくなる気持ちもわかるだろう？」


「………へ？　みみず腫れ？」


「そうだ。――お前には何度もいったけど、全然聞かないから、しかたなく向こうにいっただけだ」


「あ、なんだ……。そういうこと。――尚哉、けっこー鈍にぶいからなー。勘かん違ちがいしたんだ」


「勘違い？」


「傷のこと……。身体からだの傷じゃなくて、モデルとしての俺の立場に傷つけちゃいけねーって勘違いしてたみてー」


「………別にそれでもかまわないがな」


「俺はかまうんだって！」


　控ひかえめな才籐の声に、洋人は牙きばを剝むく。


「とにかく、尚哉に直接電話すんのは禁止だかんな。これからは俺に直接いってくれよ」


「じゃあ、もう一回いうがな、背中のみみず腫れ、なんとかしろ。――た、体位を変えるとか、服来たままでやるとか、いろいろ方法はあるだろうが」


「んー？　でもさぁ、尚哉、なんでかしんねーけど、バックからやられんのスゲー嫌いやがるんだよなぁ。俺も、しがみついてもらえんのけっこーうれしいし。なんか、こー、子こ猫ねこちゃんが必死でしがみついてくるって感じ？　俺が守ってやんなきゃって思っちゃうし。それに、尚哉の顔見えないのもヤダしなー。いくときの顔が絶品！　なんだもんよ～。それにさ――」


　へへへっと無む邪じや気きに笑いながら、洋人が延々と惚のろ気け話ばなしを始める。


　目的地に着くまで聞きたくもない惚気話を強制的に耳に流し込まれ続け、すっかりうんざりしきった才籐は、当分の間は、このバカップルにちょっかいをかけるのをやめようと心に誓ちかっていた。








「はい。香久山です」


　十二回目のコール音を聞いた後で、聞き慣れた声が答えた。


「俺。――寝ねてた？」


「ああ、洋人くん。大だい丈じよう夫ぶだよ。お風ふ呂ろ入ってただけ……。今日の撮影は終しゆう了りようしたの？」


「ん。後は、明日の午前中に海岸で撮影して終わり。明日の夜、遅おそくなるけど、そっちいきたいな。いい？」


「うん。待ってるから」


　柔やわらかで嬉うれしそうな尚哉の声が耳にくすぐったい。


「今、例のスイートルームにいるの？」


「そーだよ。あみだくじで、豪ごう華かな天てん蓋がいつきのベッドをキープできてラッキーって感じ。んでも、同室が才籐さんだからいまいちなー。これが尚哉だったらすっげーご機き嫌げんなのに」


「あ、……才籐さんと同室なんだ」


　才籐の名を出した途と端たん、尚哉の声が固くなる。


「――あのさ、アレ、誤解だったから」


　帰ってからゆっくり誤解を解くつもりだったのだが、固い声がそのまま尚哉の気持ちを表しているみたいで、黙だまっていられなくなった。


「ごかい？」


「ん。才籐さんがいった「傷」って、モデルとしての立場が云うん々ぬんの話じゃねーんだってさ」


「え、でも……」


「うそじゃねーよ。具体的なことは帰ってから説明するけど、とにかく、尚哉は余計な心配しなくていーからな。俺がちゃんとしといてやるからさ」


「う……ん。ありがと」


　安心させるために、背中のみみず腫れの話は一応しとかなきゃと思うけど、電話じゃいまいち話しにくい。


　鈍いところがある尚哉が、変な風に誤解しないよう表情を窺うかがいながら話したいし、尚哉が落ち込んだり、責任を感じたりしても、電話越ごしじゃあ抱だきしめて安心させてあげることができないから……。


　尚哉には気づかせないようにしていたから、みみず腫れの話を聞いたら驚おどろくかもしれない。


　でも、しがみついてくれなくなるかもしれないという心配はまったくなかった。


（尚哉、やめられるわけないし……）


　あれは無意識の行動なのだ。


　職しよく業ぎよう柄がら、尚哉は綺き麗れいに爪つめを短くしている。


　それなのに、洋人の背中にみみず腫れができてしまうのは、それだけ強くしがみついてくるから……。


　洋人は、そんな尚哉が可愛かわいくてしかたない。


「そいじゃ、明日な」


「うん。おやすみなさい」


　しばらく話した後で、洋人は受話器を置いた。


　隣となりのベッドでは、才籐が頭から毛布を被かぶって眠ねむっている。


「暑くねーのかな」


　室内は暖だん房ぼうが効きすぎているぐらいで、毛布なしでも眠れそうな感じなのだ。


「ま、いっか」


　洋人は、耳に残る柔らかな声を子守歌がわりに、ストンと眠りに落ちた。


　洋人が寝息を立て始めてからしばらくすると、才籐がぷはっと毛布から顔を出して、苦しそうに深呼吸した。


「お前らの話を聞いてるほうが暑苦しいって」


　才籐の苦情は、熟じゆく睡すいする洋人の耳には届かなかった。







★







「たっだいまー！」


　東京に戻もどった洋人は、直接尚哉のマンションに戻った。


「はい、おみやげ」


「ありがと」


　平べったくて長い箱を手て渡わたされ、なんだろうと開けてみると、ブランド物の茶系のネクタイが一本。


「この前、一本駄だ目めにしちゃったから、その代わり」


　イケない目的に使われたネクタイは、しわくちゃになってしまっていた。


　クリーニングにでも出せば、もう一度つかえるかもしれないが、なんでそんな状態になったのかと詮せん索さくされるのが怖こわくてゴミ箱行きになってしまったのだ。


「お菓か子しとか買ってきたかったんだけど、尚哉、食わねーしさ。実用品なら無駄になんねーだろ？」


「あ、うん。……そうだね」


　うなずきはしたものの、このネクタイを使う日は来ないような気がする。


　あの夜のことを連想してしまいそうだから……。


「あ、それでさぁ、年末の旅行の件なんだけど」


「ホントに行く気だったんだ」


「あったり前だろ。――昨日のホテルはやっぱ満室で無理だったけどさ、その近くの内陸側にしっぶいひなびた温泉街があるんだって。そこだったら、今からでも予約入れられるかもってホテルのフロントに教えてもらってさ、ちょっと電話入れてみたら即そくＯＫだった。洞どう窟くつ風呂とか、露ろ天てん風呂とか、いろんなお風呂があるらしいよ。――大おお晦みそ日かの三十一日に出発して二泊はくする予定で予約入れといたから、そのつもりでいてな？」


「え、でも……」


「でも、なに？」


「あ……」


　尚哉は困って口ごもってしまった。


　実は、二日に予定が入っていたのだ。


（でも……せっかくだし……）


「……わかった。予定しとく」


「あっと、もしかして、電話の件だけじゃなくて、マジで予定があったりなんかした？」


「あ……うん。歯医者仲間の家で新年会があるんだけど、仕事に関係ない親しん睦ぼく会みたいなものだから大丈夫」


「マジで？」


「うん。元々そっちはあまり気乗りしてなかったし……」


　――それに、洋人くんの方が大事だから。


　呟つぶやくように、こそっと付け加えたら、洋人はニッと嬉しそうに微笑ほほえんだ。


「じゃ、決まりな」


　チュッと耳元にキスされて、くすぐったさに尚哉は首をすくめた。


　そして、約一時間後。


「ちょっと待って、あの……」


　ベッドの上、嬉き々きとしてのしかかってくる洋人を尚哉は手で押しのける。


「なに？」


「……才籐さんの電話の件、まだ聞いてなかったんだけど？」


　気になっていたことを恐おそる恐おそる聞いてみた。


「あ、あれね。たいしたことじゃないんだけどさ。――まぁ、なんだ、その、モデルとしての立場とかじゃなくて、俺おれの背中の傷のことだったわけ」


「せ……なか？」


　意味がわからず、尚哉が首を傾かしげると、洋人は起きあがって尚哉に背中を向けた。


「ほら、これ。まだ残ってるだろ？」


　よくよく見てみると、洋人の背中や肩かたに線のような微かすかな傷きず跡あとが見える。


「え？　これって……。え、でも……、まさか、ぼくのせい？」


「ん。そのまさかだったりして……。翌日とかだと赤くみみず腫ばれになっちゃっててさ、それで才籐さんが困っちゃったってわけ。でもさ、こんなのメイクで誤ご魔ま化かせるから」


「え、でも……」


「尚哉に気にされるのが嫌いやだから、見せないように気をつかってたんだぜ。――俺、尚哉にしがみつかれんの好きだしさ」


　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫と宥なだめられ、抱き寄せられたが尚哉は腕うでを突つっ張ぱって逃のがれた。


「全然大丈夫じゃない。こんなの駄目だよ」


「へーきだって。そんな痛くないしさ。俺にとっちゃ愛されてる証しよう拠こみたいなもんだし」


　嬉うれしそうに笑われても、尚哉はどうしてもうなずけない。


　自分が洋人にしがみついて残した傷跡を、他人に見られるのは、まるで行こう為いそのものを見られてるみたいでもの凄すごく恥はずかしいのだ。


「だめ。いやだ。絶対駄目」


「……んなこといったってさ、尚哉、しがみつくのやめられんの？」


「え……」


　聞かれて、尚哉は口ごもる。


　行為の間中、ずうっとしがみついていることだって指し摘てきされるまで気づかなかったのだ。


　やめようと努力しても、夢中になってしまえば、それまでのような気がする。


「できねーだろ？　諦あきらめなって」


　のしかかってくる洋人の下で、それでも尚哉はジタバタと暴れた。


「え、でも、いやだ……。ね、洋人くん。明日撮さつ影えいは？」


「……あるけど」


「あ、じゃあ、今日はやめよ？　ね？」


「やなこった」


　洋人が聞く耳もたないといった風に、強引にキスをしかけてくる。


「……んん……。だめ……だって」


　顔を背けて逃にげたら、洋人がなんだか悲しそうな顔をした。


「気にすることねーのに」


「だって……。あ、じゃあさ、こうしよう」


「なんだよ」


「これでぼくの手を縛しばって」


　尚哉は大真ま面じ目めな顔で、ベッドのすみに放ほうり投げられていたバスローブの紐ひもを洋人に差し出した。


「そ、それはちょっと……」


「この前は縛ったじゃないか」


「……あ、あれは違ちがうって。俺、そういうプレイってもともと好きじゃねーし」


「でも、こうでもしなきゃ、絶対しがみついちゃうし……。――だからさ縛って」


「え、でも」


「縛ってくれないのなら、今日はやらない」


「え、ちょい待てって。考え直そうよ。な？」


　洋人がどんなに宥めても、脅おどしても、頼たのみ込んでも尚哉はうなずかない。


　生き真ま面じ目めな顔で両腕を差し出すばかり。








（失敗したなー）


　洋人は、恋こい人びとの頑がん固こさにあきれ、困り果てた。


　こんなことなら話すんじゃなかったと後こう悔かいしたがもう遅おそい。


（んー、ま、いっか）


　とりあえず今だけ縛っといて、尚哉が夢中になったらこっそり解ほどくってのはどうだろう？


　それによくよく考えれてみれば、むりやり縛った挙げ句泣かせちゃったりもしたのに、今こんなに無防備に両腕を差し出されるっていうのは、それだけ信しん頼らいされてるってことなんじゃないだろうか？


（あ、ちょっと幸せかも……）


　自分の考えがいたく気に入った洋人は、尚哉の申し出を受け入れることにした。


「痛かったら、いってな？」


「うん」


　縛りながら囁ささやくと、尚哉は生真面目な顔でコクッとうなずく。


（くそっ、可愛かわいいーよなぁ）


　最近の尚哉が、ふとした拍ひよう子しに見せる仕草や表情が洋人にはめちゃくちゃ可愛く感じられる。


　こんなに可愛い人を独ひとり占じめできる幸せを、誰だれかにおもいっきり自じ慢まんしたくてたまらない。


（やっぱ、才籐さんしかいないよなー）


　才籐には、他人に二人の関係を話すな、ばらすなと、飽あきるぐらいに何度も注意されている。


　みみず腫れの一件をシカトさせていただくつもりの洋人は、こちらの一件は才籐の意向に従うつもりだった。


　そのためにも、自慢する相手はそれなりに選ばなきゃいけない。


（たまには才籐さんのいうことをきかねーとな）


　洋人は、非常にはた迷めい惑わくなことを考えつつ、縛られた両腕を満足そうに眺ながめている恋人の唇にねらいを定めた。
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